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藤井 中央 アンデスの定期市

中 央 ア ン デ ス の 定 期 市

ボ リビア領 ラパス県高地部の事例

藤 井 龍 彦＊

Periodical Markets in the Highland of the Department 

              of La Paz, Bolivia

Tatsuhiko  Run

   Although flourishing periodical markets in rural societies 
of the Central Andes are very evident, especially in the central 
and southern highlands, few studies have been conducted on them 
and ethnographical data are scarce. It is possible that many 
Andeanists have regarded this economic institution as not being 
autochthonous, and, rather that than via markets their economic 
complementarity  was derived by utilization of different ecological 
niches and/or through barter or trade among inhabitants of 
different ecological environments. 

    I conducted  two season's extensive field research in the 
Highland of the  Department of La Paz, Bolivia, one of the most 
flourishing regions  of periodical markets in the Central Andes 

(Map 1). The first season's research was conducted in the 
northern areas (Titicaca Basin and the Eastern Slope) and the 
second in the Altiplano area, for total of seven months, from 

July to September 1983 and from August to November 1985. 
Both periods focused on the following  topics: 

   (1) The collection of ethnographical  data; 
   (2) The correlation between the diversity  of ecological 

       environments and periodical markets; 

   (3) The economic functions of periodical markets in rural 
       society; 

   (4)  .The rural-urban relationships brought about by peri-
       odical markets; and 

   (5) The social functions of periodical markets in rural 
         society.
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   The northwestern highland of Bolivia is divided into three 
ecological  sub-regions  : the Altiplano, the Titicaca Basin and 
the Eastern Slope. Of a total of 83 weekly markets observed 

(Table 2), 24 are found in the first region, 27 in the second, and 
32 in the last. 

   In the Altiplano local markets are generally large in scale, 
and middlemen have a very important role in collecting and 
transporting a large quantity of agricultural products (especially 

potato and chew) to La Paz. In the small but numerous markets 
of the Titicaca Basin and the Eastern Slope on the other hand, 
the peasants negotiate with so called rescatistas, females who come 
from small towns or villages and who make commercial trans-
actions by purchasing or bartering small quantities of products. 
Both types of periodical markets function as a rural-urban 
economic linkage through which a large part of the foodstuffs 
consumed by urban populations (including La Paz) is supplied, 
and via which the peasants obtain cash or manufactured goods 
in exchange for local products. 

   Periodical markets are common and widespread throughout 
the entire region investigated. This is one of the characteristics 
of the regional economy in the south of the Central Andean 
highlands when compared to the north. The kinds of agri-
cultural products and manufactured goods transacted are almost 
the same throughout the entire region. It must be emphasized 
that these local markets as a whole function primarily as a food 
supply system to cities and towns, although they clearly function 
too, in part, as an institution of ecological complementarity 
within a limited region. The former function is most notable 
in the Altiplano sub-region and the latter is observable in the 
Titicaca sub-region, where lake fishermen, for example, comple-
ment their livelihood through bartering in markets with agri-
culturalists from the valleys. 

   The primary role of the market as a rural products supply 
system cannot be over-emphasized in the case of the western 
highland of Bolivia, in particular. But the so many and so 
frequent participation of the peasants in market activities cannot 
be explained just by city demand. The principles of market 
economy such as anonimity, universality and supremacy of profit 
aims [SHANIN  1973] are of a very different nature to the traditional 
and normative way of life within a rural community. So, in 
a sense, the market provides an occasion for experimenting with 
innovative behavior, free from traditional and normative ways 
of life.
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１．　 盛 んな農村の定期市

　 ラパ ス Ｌａ　Ｐａｚ か らデ サ グ ア デ ロ Ｄｅｓａｇｕａｄｅｒｏ へ の道 を約 ６０　ｋｍ 行 くと， コタ

・コタ ・クル バ Ｃｏｔａ　Ｃｏｔａ　Ｃｕｒｖａ （以 下 クル バ と呼 ぶ ） と い う寒村 が あ る。 家 屋 が

１０軒 ほ ど の小 集 落 で 普 段 は ほ とん ど人 影 も無 い この村 の広 場 も，毎 週 木 曜 日 には 定 期

市 が 開 か れ ，人 出で に ぎわ う。 この 村 には ２つ の広 場 が あ り，道 路 か ら入 った 最 初 の

広 場 に は ，衣 料 品 と履 物 を 主 と した 品 物 が ， 奥 の方 に はパ ン，野 菜 ，果 物 ，調 味 料等

の食 料 品 ， アル コ ール や 清 涼 飲 料 水等 の飲 み物 ， そ の他 の 日用 雑 貨 品 が 並 ぶ 。 ２つ の

広 場 を つ な ぐ広 い通 路 に は， テ ィ ワ ナ クＴｉｗａｎａｋｕか ら来 た女 が一 人 ， 食 事 の 屋 台 を

出 して い る （図 １）。 ２つ の 広 場 の 南 側 の草 地 で は ， ウ シ， ブ タ等 の家 畜 市 も開 か れ る。

　 売 り手 の大 部 分 は東 の ラパ ス （特 に近 年 の首 都 へ の人 口集 中 に と もな って 発 展 した

エル ・アル ト ・デ ・ラパ ス ＥＩ　ＡＩｔｏ　ｄｅ　Ｌａ　Ｐａｚ）と西 の テ ィワ ナ ク， グ ア キ Ｇｕａｑｕｉ

な どか らバ ス や トラ ック に乗 ってや って くる。 そ の他 ， テ ィ テ ィ カ カ Ｔｉｔｉｃａｃａ 湖 岸

の タ ラ コ Ｔａｒａｃｏ の 漁 民 が サ カ ナ を 並 べ ， 付 近 の農 民 が土 器 や 獣 毛 ， 獣 脂 な どを 並

べ て い るが ， ジ ャガ イ モ ， キ ヌ ア等 の 農 産 物 を売 るた め に座 る こと は こ こで はみ られ

な い。

　 衣 料 品 ， 日用雑 貨 等 を除 き， こ こで の取 引の 基 本 は物 々交 換 で あ る。 農 民 が 交 換 の

た め に 持 って く る もの は ， ジ ャガ イ モ， チ ュニ ョ （凍結 乾燥 ジ ャガ イ モ）， オ オ ム ギ，
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図 １　 コタ ・コタ ・クルバの定期市 の配置図
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タマ ゴ， チ ーズ等 で あ る。交 換 の方 法 は， 目的 の 品物 を持 って い る商 人 や 漁 民 の 前 に

座 り， 背負 った ア ワ ユ ａｇｕａ７ｕ （ア イ マ ラ語 。 風 呂敷 ， 敷 物等 と して使 用 され る毛 織

の 多 用 途布 ） か ら農 産物 を 取 り出 して両 手 で 計 り，相 手 が 前 に広 げ て い る布 の上 に積

む 。 相手 は 虫食 い や腐 敗 して い る も の が無 い か注 意 深 く調 べ た後 ，パ ン，果 物 ，サ カ

ナ等 を与 え るが ， そ の 際 双 方共 「ヤパ ｙａｐａ （お ま け）」 を 要 求 す る。 ヤパ は物 々交 換

に よ る取 引 の 場 合 つ き もの で ，パ ンや 果 物 の よ う に １つ ず つ が大 きい もの は別 に して

も， ジ ャガ イモ ， マ メ ， サ トウ， コカ ， サ カ ナ等 の 交 換 の 際 ，両 者 共 少 量 の ヤパ を与

え あ って 始 め て １回 の 取 引 きが終 了 す る。 よ り多 くの 品 物 が欲 しい場 合 は ，望 む 量 に

達 す るま で 同 様 の 交 換 を繰 り返 す。 この よ うな物 々交 換 を ， １カ所 だ け で は な く次 々

と場所 を 換 え て何 度 も行 う人 も あ る。 物 々交 換 の他 に ， チ ー ズ ， タ マ ゴ， ヒッ ジや ブ

タ の 肉 は ，適 当 な場 所 に座 って農 民 が 売 り に くるの を待 って い る，１０人 ほ どの 仲 買 人

に売 る こ とがで きる。

　 クル バ の 市 は ，外 部 か ら きた人 が 約 ２００人 ，地 元 民 が 延 約 ５００人 と， アル テ ィ プ ラ ノ

ａｌｔｉｐｌａｎｏ の定 期 市 に して は規 模 が小 さ い方 で あ るが ， た ま た ま観 察 当 日 が雨 天 で あ

った うえ ， ９月 末 で農 繁 期 の始 ま り とい う季 節 的 な要 因 を 考慮 す る必 要 が あ ろ う。 ク

ル バ の よ うな定 期 市 は ，規 模 の大 小 こ そ異 な る もの の 中央 ア ンデ ス高 地 で は盛 ん に開

か れ て い る（表 １， 地 図 １， ２）１）。 特 に， 今 回 取 り上 げ るボ リビア北 西 部 高 地 は 中央

ア ンデ ス で も定期 市 が盛 ん な地 域 で あ り， 最 近 新 た に 定期 市 を 開 くよ うに な った 村 も

数 多 くみ られ るば か りで な く，首 都 ラパ ス 市 に お いて す ら， エ ル ・アル トで は週 ２回

開 か れ て い る。 つ ま り，定 期 市 は こ の地 域 の農 民 の生 活 に きわ め て密 着 した もの で あ

る とい え る。

２．　 中央 アンデスにおける従来の定期市研究

Ｊ．Ｍ ｕｒｒａ ［１９７２］ に よ る 「垂 直 統 合 ｖｅｒｔｉｃａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ」 論 の提 出 を契 機 に して ，

１９７０年 代 に は 中央 ア ンデ ス各 地 の農 牧 民 社 会 に お け る環 境 利 用 ，交 換 や交 易 を通 じて

の 経 済 的 あ るい は生 態 学 的 補 完 性 Ｅｃｏｎｏｍ ｉｃ／Ｅｃｏｌｏｇｉｃａｌ　ｃｏｍ ｐｌｅｍ ｅｎｔａｒｉｔｙ な どの 調

査 ・研 究 が 盛 ん に行 わ れ るよ うに な った 。 そ の 結 果 ， そ れ ぞ れ の地 域 社 会 に お け る 自

給 自足体 制 を高 め るた め の環 境 利 用 体 系 や ， そ れ を補 うた め の交 易 ・交 換 を 通 じて の

経 済 的 補 完性 の 実態 が 明 らか に され て きた ２）。 しか し， これ らで 扱 わ れた 交 易 ・交 換

１）表 １と地図 １の番号 ・記号は一致する。

２） この問題に関 して は多 くの調査 ・研究報告があるが，中央 ア ンデス民族誌研究における 「垂

　 直統合」論の有効性 ，限界 については Ｓｈｉｍａｄａ［１９８５］，環境利用研究 については Ｍａｙｅｒ［１９８５］

　 と Ｙａｍａｍｏｔｏ［１９８５］，交 易と経済的補完性 については Ａｌｂｅｒｔｉ＆ Ｍａｙｅｒ［１９７４］にまとま った
　 考察があ るのでそれ らを参照されたい。
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表 １　 ラパ ス県における定期市開催曜日 （ＭＡＣＡ の資料，農民 の日記および現地調査による）

地 域 郡 ・ 名

ア ル ア イ

プ ラ ノ ・

湖岸 ・高
地 （西斜
面）

 Murillo 

Ingavi

Pacajes

Aroma

 Villaroel

Los Andes

Omasuyo

M. Capac

日 曜 ’ 日

1. Alto Lima 

2. Viacha 

a. Tiwanaku 
c. Corocoro 

d. Caquiaviri 

e. Calacoto 
7. Patacamaya 

g. Ayo Ayo 
h. Jaruma 

 i. Kajani 

1. Sn. Pedro de 

  Curahuara 

m. Pucarani 
n. Laja

13. Achacachi 
14. Ancoraimes 

o. Sg. de Huata 

p. Huatajata 

q.  Huarina 
16. Copacabana 

s. Anchacapata 
t. Parquipujio 

u. Cumbre 

17. S. Pedro 

   Tiquina 

y. Pto. Acosta

月 曜 日

8. Machacamarca

9. Vilaque

v.  Karim

火 曜 日

3. Pocoata 

4. Desaguadero 

5. Murupilar

10. Palcoco

水 曜 日

f. Antaquira

j. Lahuachaca

r. Janko Amaya

木 曜 日

1. Alto Lima

 6.  jihuacuta

k. Calamarca

11. Curva

13. Achacachi 

15. Huarisata 

p. Huatajata

16. Copacabana

金 曜 日

b. Aguallamaya 

4. Desaguadero

16. Copacabana

土 曜 日

12.  Batallas

16. Copacabana 
w.  Tinicachi 

t. Parquipujio 

x.  Tupaj Katari



Camacho

東 斜 面

(Taruca・
ni*を 除

く) Saavedra

 Muriecas

Larecaja 

Loayza 

Nor Yungas 

Sud Yungas 

Inquisivi

湖岸 PERU

18.  Escoma 

z. Pasan Pata 

bb. Chilone 

cc. Tumuco

aa. Italaque 
19. Moco Moco 

23. Amarete 

kk. Chajaya 

11. Curva 

24. Charazani 
26. Chuma 

mm. Ayata 

nn. Huanco Pata

28. Sorata 

uu. Luribay 

vv. Araca 

29. Coroico 

ww. Coripata 

xx. Chulumani 

yy. Lambate 

zz. Licoma 

aaa. Huaynacota

pl. Yunguyo 

p2. Kasani

dd. Calacala ee.  Pacadres

 oo.  Timusi 

pp. Sococoni 

qq. Chajlaya 
rr. Ojate

y. Pto. Acosta 

18. Escoma 

 fr. Umanata

25. Tarucani

tt. Laripata

*Tarucaniは 地理的には前の西斜面 に属す が,経 済圏 としては東斜面の村 々と強 いつな がりがあ る。

20. Wila Kala 

21. Cruz Pata

p2. Kasani

gg.  Copusciuia 
hh. Pacobamba 

22.  Kotafiani 

jj. Chinaya

ii.  Ambana

 oo.  Timusi 

pp. Sococoni 

qq. Chajlaya 
rr. Ojate 

ss. Luquisani 

27. Huallapa

30. Caranavi
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地図 １　 ラ パ ス 県 の 定 期 市 開 催 地 　 　’
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 1.Cochabamba A * 2.Quillacollo  CO  3.Vinto 0 4.Sacaba  CO 5.Punata  ^ 6.Puente 0 
7.Cliza  0 8.Toco 0 9.Arani V  10.Capinota 0 11.Tarata V 12.Aiquile  CO 

13.Totora  0  14.Potosi  0 15.Uncia 0 16.Betanzos 0  17.Cotagaita. 18.Vitichi 
19.Tupiza  0 20.Puna  0 21.Uyuni  0 22.Sacaca  0 23.Sucre * 0 24.Azurduy 0 

 25.Redenci6n  0 26.Padilla 0 27.Monteagudo  0 28.Tarabuco  CO 29.Camargo  CO  30.Villa Serrano  0 
 31.Villa Abecia  0 32.Vaca  Guzman  0O A *  34.Poop6  0 35.Huanuni 0 36.Huari 

37.Challapata  0 38.Toledo  0 39.Tarija * 40.Yacuiba 41.Santa Cruz  0  42.Warnes© 
43.Yapacani 0 44.Buena Vista  0 45.Montero 0 46.Mineros 0 47 .San Pedro  0 48.Portachuelo  0 
49.Santa Rosa  0

地図 ２ ボ リビア各地の主 な定期市 （ＭＡＣＡ の資料による） ’

毎週市→◎ 日曜日，○月曜 日，口火曜 日，△水曜 既 ▽木曜 日，◇金 曜日，．☆土曜 日

年市 →無印 （ラパ ス県の定期市 は地図 １参照）’
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は ， も っぱ ら農 民 と牧 民 に よ る直 接 の取 引で ， ボ リビ アの み な らず ， 中央 ア ン デ ス中

・南部 高 地 に か け て現 在 非 常 に盛 ん な定 期 市 （ス ペ イ ン語 で フ ェ リア ｆｅｒｉａ， ケ チ ュ

ア語 ・ア イ マ ラ語 で カ トゥ ｃａｔｕ，　ｋｈａｔｕ チ ャラ ｑｈａｌａ一物 々交 換） が 闇題 と して取 り

上 げ られ る こ と は非 常 に少 な か った。

　 これ ま で に行 わ れた 中央 ア ンデ ス の定 期 市 の調 査 ・研 究 と して は ， Ａｒｇｕｅｄａｓ に よ

るペル ー領 中部 高 地 ワ ン カ ヨ Ｈｕａｎｃａｙｏ の 日曜 市 の 成 立 と発 展 に 関す る 歴 史 的考 察

［ＡＲＧｕＥＤＡｓ　 ｌ　９５６］ が 最初 で あ る。　Ａｒｇｕｅｄａｓ に よ れ ば ・Ｈｕａｎｃａｙｏ の 日曜 市 は，

町 の発 展 と共 に そ の住 民 の意 志 に よ って 成 立 した もの で ，他 の いわ ゆ る イ ンデ ィオ の

定 期 市 と は異 な った 成 立 の 背景 を持 つ 。 つ ま り， この 定期 市 は ，南 部 の 農 村 に見 られ

る補 完 的 な 意 味 を持 つ もの で は な く， 町 の住 民 の需 要 を満 たす 総 合 的 な 役割 りを持 つ

もの と して 成 立 した もの で あ る。 同 時 に， ワ ンカ ヨの地 理 的 位 置 （高 地 ，東 斜 面 ，熱

帯低 地 との十 宇 路 ），歴 史 的条 件 （独 立戦 争 時 の拠 点 ） な どが ，そ の 後 の発 展 に 関係 し

て い る。 さ らに ，軽 工 業 ，特 に繊 維 産業 ，帽 子 製 造 業 な どが 周 辺 で 発展 した こ とが ，

この 定 期 市 を 一層 発展 させ た とい う。 １９５０年 代 に は 上 記 Ａｒｇｕｅｄａｓ が 唯一 の定 期 市

研 究 で あ った が ，前 述 の Ｍ ｕｒｒａ も 『イ ンカ帝 国 の経 済 組 織 』 を 扱 った 博士 論 文 の 中

の ７章 「交 換 と交 易 」 で ， ク ロニ カ資料 を用 い て先 ス ペ イ ン期 の 市 場 に言 及 して い る

［Ｍ ｕＲＲＡ　 ｌ　９８０ （１９５６）：１３９－１５２］。

　本 格 的 な 調査 ・研 究 は 、１９６０年 代 後半 か ら７０年 代 にな って 開始 さ れ た。 ボ リビ アの

農 地 改 革 （１９５３年 ） 以 降 の社 会変 化 の 中 にお け る ラパ スの 市 場 商 人 組 織 の成 立 とそ の

後 の変 化 を扱 った研 究 ［ＢＥｕｃＨＬＥＲ ＆ ＢＥｕｃＨＬＥＲ　 １９６８，１９７７］，クス コ Ｃｕｚｃｏ県 チ

ンチ ェ ロ Ｃｈｉｎｃｈｅｒｏ の 日曜市 の記 述 お よび そ こ にお け る物 々交 換 と現 金 取 引 きの両

立 の 問 題 を通 して ，地 方 経 済 と国 内経 済 との 関係 を考 察 した 研 究 ［ＥｓＴＥｖＡ　ＦＡＢＲＥＧＡＴ

１９７０］， ペ ル ー， ボ リビア 国境 地 帯 の農 民 の 国 境 を越 え て の 経 済 活動 を 扱 っ た 研 究

［Ｗ ＡＬＥｓ＆ ＰＲＥｓＴｏＮ　 １９７２ユ，先 ス ペ イ ン期 イ ンカ 時代 の交 換 お よ び市 場 の 民 族 史 的

研 究 ［ＨＡＲＴＭＡＮＮ　 ｌ９７８ （１９７１）；Ｍ ＡＹＥＲ　 １９７４ｂユ，　Ｃｈｒｉｓｔａｌｌｅｒ の 中 心 地 理論 を 踏

ま え た ペ ル ー南 部 高 地 プ ノ Ｐｕｎｏ 県 の定 期 市 の 発 展 の研 究 ［ＡＰＰＬＥＢｙ　 ｌ９７６］，ラパ

ス 県 プ カ ラニ Ｐｕｃａｒａｎｉ郡 の農 村 地 域 研 究 の 中 で 定 期 市 を 扱 った もの ［ＰＲＥｓＴｏＮ

１９７８：１１０－１４４］ 等 で あ る。 これ らの調 査 ・研 究 に よ り，定 期 市 の歴 史 ， 定 期 市 とい

う 「場 」， そ こに お け る 「取 引 き」， 「都 市 の 需 要 と農村 か らの供 給 」 等 定 期 市 を め ぐ

る民族 史 ・社 会 学 ・経 済 地 理 学 的諸 側 面 の研 究 が進 ん だ 。 い っぽ う Ｍ ａｙｅｒ［１９７４ａ］

は， 中 央 ア ンデ ス 中 部 高 地 の農 民 社 会 に お け る社 会 ・経 済 的補 完 性 の一 環 と して ，定

期 市 を扱 った調 査 を行 い， 伝 統 的 な 取 引 き と国 内経 済 に組 入 れ られ た近 代 的 取 引 き と
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の 関係 に論 及 して い る。

　 １９８０年 代 に な る と， ボ リビア 中部 ， コチ ャバ ンバ Ｃｏｃｈａｂａｍ ｂａ 地 方 に お け る ジ ャ

ガ イモ の 需給 関係 に お け る レス カ テ ィス タ ｒｅｓｃａｔｉｓｔａ３） （仲 買 人 ） の役 割 りに関 す る

報 告 ［ＵｓＴＡＲＩｚ ＆ Ｍ ＥＮＤｏｚＡ　 １９８２］， ボ リビ ア農 村 地帯 にお け る食 糧 生 産 ・供 給 体

系 の 調 査 の 一 環 と して の定 期 市 の調 査 ［ＢＬＡｉｉｔＥｓ　 ｌ９８３：７３－１１０］ 等 の農 村 経 済 学 的

研 究 に よ り， 農 産 物 の流 通 問 題 の 重 要 性 が大 き く取 り上 げ られ るよ う に な る い っ ぽ

う， コチ ャバ ンバ 県 タパ カ リ Ｔａｐａｃａｒｉ地 方 の 交 換 シス テ ム に 関 す る 民 族 史 的 研 究

［ＬＡＲｓｏＮ ＆ ＬＥ６Ｎ　 １９８３］， ペ ル ー領 ク ス コ県 の ３つ の生 態 環 境 の異 った地 域 で の定

期 市 調 査 報告 ［ＦＬＯＲＥｓ　 ｌ９８５］等 生 態 環 境 と経 済 シ ス テ ム との 関 連 を 追 求 す る 研 究

や ， コチ ャバ ンバ 市 の定 期 市 お よ び そ こで働 く商 人 の 調 査 ［ＣＡＬＤＥＲ６Ｎ ＆ ＲＩＶＥＲＡ

１９８４］ の よ う に， 定 期 市 で 働 く人 を め ぐる社 会 的諸 関係 とい う新 しい 問題 を扱 った

研 究 も開 始 され た 。 最 も新 しい研 究 は Ｏｒｌｏｖｅ［１９９６］ に よ る， テ ィテ ィカ カ湖 北 部

漁 民 の定 期 市 に お け る取 引 きを 扱 った もの で あ るが ， こ の論 文 は定 期 市 の 研 究 と い う

よ りは ，む しろ この 地 域 に お け る物 々交 換 と現 金 取 引 きの 混 在 と い う問 題 を １つ の サ

ンプル と して ，ｄｅｃｉｓｉｏｎ　ｔｈｅｏｒｉｓｔ，　ｃｕｌｔｕｒａｌｉｓｔ，　ｎｅｏ－Ｍ ａｒｘｉｓｔな どの 経 済 人 類 学 の 方 法

論 の比 較 ・検 討 を行 うこ とを 主 眼 と した もの で あ る。

　 以 上 の よ うに， 従 来 の 中 央 ア ンデ ス に お け る定 期 市 研 究 は ，主 と して 歴 史 学 ・民 族

史 ・経 済 地 理 学 ・農 村 社 会 学 的 研 究 が 主 流 で あ り， 民 族 誌 ・民 族 学 的 な 面 か ら の 調

査 ・研 究 は立 ち遅 れ ぎみ で あ った 。 そ の大 きな 理 由は ， Ｍ ａｙｅｒ［１９７４ｂ］ や Ｍ ｕｒｒａ

［１９８０ （１９５６）］ の硬 究 か らもわ か るよ うに ，一 般 に 中央 ア ンデ ス の定 期 市 は ヨー ロ ッ

パ文 化 との接 触 以 降 発 展 した 制 度 で あ ると考 え られ て いた た め ，民 族 学 者 の 目 が ，土

着 の伝 統 を 受 け継 いで い た環 境 利 用 ，生 態 的 補 完性 ， 交 換 や交 易等 の 問題 に注 が れ て

いた た め で あ ろ う。

　 本 稿 は， １９８３，８５年 に 中央 ア ンデ ス南 部 の ペ ル ー領 南 部 高 地 クス コ， プ ノ両 県 とボ

リ ビア領 ラパ ス 県 北 西 部 高 地 にお い て ，文 部 省 科 学 研 究 費 補 助 金 に よ り実施 した ，「中

央 ア ンデ ス農 牧 民 社 会 の 民族 学 的調 査 」（研 究 代 表 者 ：友 枝 啓 泰　 国 立 民 族 学 博 物 館教

授 ） の なか で ，筆 者 が分 担 した農 村 の定 期 市 につ いて の 報 告 と して書 か れ た もの で あ

り， 中央 ア ンデ ス 農 牧民 社 会 の定 期 市 の民 族 誌 的 記 述 ， お よび 経 済 的 ・社 会 的機 能 を

解 明す る こ とを 目的 と して い る。 な お ， ２期 にわ た る調 査 中 ， 定期 市 の調 査 を行 った

３） レスカティスタ とは レスカテｒｅｓｃａｔｅ（買 い取 ってまた売 りする こと）をす る人 ，つま り仲買

人である。コチャバ ンバの レスカテ ィスタの場合は字義通 りの ジャガイモやタマネギ等の農産

物 の仲買人を指すが，本 報告 の調査地であるラパス県では，レスカテ ィスタは主 と して 自家消

費のために定期市を回 って物 々交換によ り農産物を集 める女性を意 味する。
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期 間 は １９８３年 ７～ ９月 ，８５年 ８～ １１月 の 計 ７カ月 で あ る。

３．　 問 題点 の設 定

　 はじめに述べたクルバの例をみると，定期市における交換や購入方法の特徴の１つ

は，多量の品物を取引きする場合で も，一人の相手 とだけではなく，相手を変えて何

度か取引きをすることが多いことである。また，一人の相手 との取引きにおいても，

全量を一度に済ませてしまわず，一定の量の取引きを何回かに分けて行う。さらに，

農民が定期市で入手する品物の中で，数日中に消費する必要があるサカナや野菜のよ

うな生鮮食糧品は， 必要量しか入手 しないのは当然 としても， マカロニ等 のパスタ

類やサ トウのような保存の効 く品物でも一度に多量を入手することはない。さらに，

Ｏｒｌｏｖｅ［１９８６ユも指摘 しているように，場所によっては現金取引きと物々交換の混在

という興味ある現象が認められる。

　 このように，中央アンデス中 ・南部高地では定期市がきわめて盛んに開かれ，多数

の農民が頻繁に定期市を利用 しているばかりでなく，日用品の入手という定期市本来

の機能の面でも，必要以上に取引きの回数を多 くしているといっても過言ではない。

つまり 「農民は他の場所 ・機会より，定期市での取引きを好む」ともいえる。このよ

うな現状をみる時，定期市が高地の農牧民社会のさまざまな経済活動のなかでどこに

位置付けられ，また都市と農村関係，あるいは農牧民社会自体のなかでどのような経

済的機能を持っているのかという問題の他に， 「なぜ農民は定期市での取引き好むの

か」という点を解明 しなければ，この地域における定期市の隆盛の要因を解決するこ

とはできないであろう。

　本稿では，次章で記述するラパス県高地部の定期市の民族誌を基礎資料 とし，定期

市をめぐるさまざまな問題のなかから次の４つを問題点として取り上げることとす る。

　（１）　環境利用と定期市の関係

　中央アンデス高地の農民社会では，高度によって異なる多様な自然環境を利用する

「垂直利用」 の体系が発達 している。 これまでの調査 ・研究 により， 同 じ垂直利用と

いっても地域により異なった形態を取ることが明らかになった。垂直利用の違いと定

期市の発達 との間に関係があるか，あるとすればどのようなものか。

　（２）　定期市の経済的機能

　アンデス高地農民の経済的取引き活動は定期市だけに限 らない。農民と牧民，農民

と漁民間等の直接交換を通 じての生態的補完関係 も，「垂直利用」と共に中央アンデス
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農牧民社会の特徴の１つである。また，村内や近 くの町の店における日常的売買はも

ちろん普遍的である。定期市はこれらの取引き活動の中でどのように位置付けられる

か。

　（３）　都市と農村の関係

　定期市には農民だけではなく，農牧産品の購入 （交換），商品供給，輸送などを通 じ

て多数の都市住民４）が関与 している。また，集荷された農牧産品の大部分は，都市住

民により消費される。定期市を通 じての都市 と農村の関係はどのようなものか。

　（４）　定期市の社会的機能
　 　 　 　 　 　 いち

　定期市は 「市」という経済的取引き活動の１つであるが，いっぽうで不特定多数の

人間が集る社会的な場でもある。高地農民にとって市の社会的機能はなにか。

　 す で に述 べ た よ うに， これ らの 問 題 の う ち （１）～ （３）に 関 して は既 に い くつ かの 調 査

・研究 が行 わ れ て い る。 しか し， ア ンデス 高 地 農 民 の さま ざ ま な経 済 的取 引 き活 動 の

一 ｉ環 と して定 期 市 を扱 った例 は ， Ｍ ａｙｅｒ［１９７４ａ］ によ る中 央 ア ンデ ス 中部 農 村 を取

り上 げ た モ ノ グ ラ フ ィー が あ げ られ るにす ぎ な い。 （４）の 社会 的機 能 ， 特 に 「農 民 は

な ぜ 定 期 市 で の取 引 きを好 む の か」 とい う問 題 は， これ ま で に取 り上 げ られ た こ とは

な い。

４．　 調 査 の 範 囲

　前 述 の よ うに ， ２次 にわ た る調 査 は， 中 央 ア ンデ ス で も っ と も定 期 市 が 盛 ん な 地 域

の １つ で あ るボ リ ビア北 西 部 ラパ ス県 の 高地 部 を選 び ， そ の な か か ら３０カ所 を 対 象 と

して行 った 。 ま た ，比 較 資 料 を得 るた め に， ボ リビ ア領 で は コチ ャバ ンバ 県 で ３カ所 ，

ポ トシ Ｐｏｔｏｓｉ県 で ２カ 所 の定 期 市 と， チ ュ キ サ カ Ｃｈｕｑｕｉｓａｃａ 県 とタ リハ Ｔａｒｌｊａ

県 の県 庁 所 在 地 で あ る ス ク レ Ｓｕｃｒｅ とタ リハ で の常 設 市 （メル カ ドｍｅｒｃａｄｏ） の調

査 ， ペ ル ー領 で は クス コ県 で ６カ所 ， プ ノ県 で １０カ所 の 定期 市 の調 査 を実 施 した。 期

間 中 に調 査 した 定期 市 は合 計 ５１カ所 に な るが ， 実 際 は両 国 にま た が った国 境 地 帯 の 定

期 市 ２ヵ所 を 引 い た４９カ所 で あ る （表 ２）。 さ らに， 都 市 と農 村 の関 係 を 調 べ るた め

に， ラパ ス の ロ ド リゲ ス Ｒｏｄｏｒｉｇｕｅｚ市場 周 辺 で も聞 き取 り調 査 を 行 った 。

　 な お ，本 論 で 用 いた 資 料 は ， １９８３，８５両 年 度 の 現 地 調 査 に おけ る観 察 と聞 き取 りに

４） ここでい う都市住民 とは，必ず しもラパスのような大都市を指 さず， ビアチ ャＶｉａｃｈａ，アチ

　 ャカチ Ａｃｈａｃａｃｈｉ，カラブコ Ｃａｒａｂｕｃｏ等の町や村，あ るいはマテ ィルデ Ｍａｔｉｌｄｅ等の鉱 山町

　 の住民で農業，牧 畜，漁業等を生業と しない人 々 も含む もの として扱 っている。

６１



ボ リビア

県

La Paz

Cochabamba

 Potosi
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表２　観 察 し た 定 期 市

郡

 Murillo 

Ingavi

Pacajes

Aroma

Los Andes

Omasuyo

Manco Capac

Camacho

Bautista Saavedra

 Munecas

Larecaja 

Nor Yungas

Cercado 

 Quillacollo 
Jordan 
Corpelio Saavedra 

 Jose Maria Linares

地 名

1. Alto Lima 

2. Viacha 
3. Pocoata 

4. Desaguadero 

5. Jihuacuta 
6. Murupilar 

7. Machacamarca 

8. Patacamaya 

9. Cota Cota Curva 
10. Vilaque 

11. Palcoco

12. Batallas

13. Achacachi

14. Ancoraimes 

15. Huarisata 

16. Copacabana 
17. S. Pedro Tiquina 

18. Escoma 

19.  Kotaliani 

20. Wila Kala 
21. Cruz Pata 

22. Moco Moco 
23. Amarete 

24. Charazani 

25. Tarucani 
26. Chuma 

27.  Huallapa 

28. Sorata 
29. Coroico 

30. Caranavi 

31. Cochabamba 
32. Quillacollo 

33. Cliza 
34. Betanzos 

35. Pampa Khocha

観 察 日

１９８５．１０．１７ （木 ）

　　　　１１．１０ （日）

　　　　１１． ６ （水 ）

　　　　１０．４ （金 ）

　　　　１０． ３ （木 ）

　　　　１１．１２ （火 ）

　　　　１０． ７ （月 ）

　　　　１０． ２ （水 ）

１９８３．９．２９ （木 ）

１９８５．１０．１１ （金 ）

１９８３．１０． １ （木 ）

１９８５．８．２９ （木 ）

　　　　１１．１９ （木 ）

１９８５．１０．　５　（土）

　　　　１１． ９ （土）

１９８３． ９．１１ （日）

１９８５．１０． ６ （日）

１９８３． ９．１１ （日）

１９８５．１０．１０ （木 ）

　　　　１０．１２ （土 ）

　　　　１０．１３ （日）

１９８３． ９．１８ （日）

　　　　　９．１７ （土 ）

　　　　　９．２３ （金 ）

　　　　　９．１６ （金 ）

　　　　　９．１８ （日）

　　　　　７．３ （日）

　　　　　６．１９ （日）

　　　　　９．２２ （木 ）

　　　　　９．２５ （日）

　　　　　９．２４　（土 ），

１９８５．１１．３ （日）

　　　　１１．１７　（日）

　　　　１１．１６　（土 ）

　　　　１１，２２ （金 ）

　　　　１１．２３　（土 ）

１９８３． ８．７ （日）

　　　　　８．１４ （日）

　　　　　８．１４ （日）

売 り手
の 人 数

多　　数

約 １００人

約 ５００人

約 １５０人

約 ２００人

約 １００人

約 １５０人

多　　数

　　１９５人

約　５０人

約 ５５０人

約 ３００人

約 ５００人

不　　明

約 ２５０人

約 １５０人

約 １２０人

約 ３００人

　　　８ユ人

　　１３４人

　　　７人

約　６５人

　　　２５人

　　　１５人

　　　１０人

　　　１３人

　　　１２人

約 １００人

約　３０人

約 １５０人

多　　数

多　　 数

多　　数

多　　数

　　　２３人
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ペ ル ー

県

Cuzco

Puno

郡

Urubamba 

Canas

Canchis 

 Mel  gar 

 Az  angaro 

 Huancane

Puno

Chucuito

地 名

1. Chinchero 
2. Yanaoca 

3. Tungasuca 

4. Checca 

5. Descanso 
6. Tinta 

7.  ST  utioa 

9. Arapa 

10. Taraco 
11. Huacrapata 

12. Tarucani 
13. Pusi 

14. Capachica 

15. Yunguyo 

16. Desaguadero

観 察 日

１９８５， ８． ４ （日）

　 　 　８，１８ （日）

　 　 　８．１４ （水 ）

　 　 　８．１５ （木 ）

　 　 　８．１６ （金 ）

　 　 　８．１５ （木 ）

　 　 　８．２５ （日）

　 　 　８．２８ （水 ）

　 　 　８．２９ （木 ）

　 　 　９，４ （水 ）

ユ９８３． ９．２３ （木 ）

１９８５．　９．　１　（日）

　 　 　９． １ （日）

　 　 １０．１３ （日）

　 　 １０． ４ （金 ）

売 り 手
の 人 数

約 ２００人

約 １５０人

約　４０人

約 １００人

約 １５０人

多　　数

約 １００人

約 １５０人

多　　数

約　８０人

約 ’５０人

約　５０人

約　５０人

多　　数

多　　数

より直ｉ接得 られた資料，ボ リビア農民問題 ・農業省 （ＭＡＣＡ）発行の生態地図と市場

統計，および農民の日記である５）。

皿． 自然環境 と生業

１．　 多様な自然環境

ボリビアで発行されている生態地図 ［ＭＡＣＡ　 １９７５ユによれば， 今回の調査地域

には表 ３のような自然環境区分が存在する （地図３）。低緯度山岳地帯である中央アン　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

デスには，中 ・高緯度地帯と比較 した時，高度により異なるさまざまな生態環境がみ

られるのは当然であるが，この表からもわかるように，ラパス県高地においては１０も

の生態環境がみ られるのは他地域にはない特徴である。

　その要因の １つは，西に西半球最大のティティカカ湖をひかえ，アンデス東斜面 と

５）ＭＡＣＡ の統計 は，本研究の研究分担者の Ｍａｕｒｉｃｉｏ　Ｍａｍａｎｉ氏 の提供による。ま た，本稿

で資料 として使用 した農民 の日記は， アメ リカ合衆国国際開発事業 団 （ＡＩＤ），　ＭＡＣＡ，コーネ

ル大学国際研究 セ ンターの三者 による農村開発 サー ビス計画の一環 として， ボ リビア農村にお

ける農牧生活 のさまざまな側面 に関する基本資料収集のために，１９７９年 ４Ａ～１９８１年 ６月にか

けて農民 自身により書かれた ものである。 この計画に参画 した農民の多 くは，基本的には現地

語 （アイマ ラ語）使用者 であるが， 日記 はスペイン語 で書かれた もので，前述の調査終了後，

当該計画のボ リビア側 責任者 の一人であ った Ｍａｍａｎｉ氏 によ りタイプスク リプ トされ，保管

されて いた資料の うち， ラパス県高地部の農民１０名 に関す るものである。

６３
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地図 ３　 ラ パ ス 県 高 地 の 生 態 地 図
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表３　 ボリビア北西部高地の生態環境区分

生 態 環 境

１． 氷 雪

２． 亜 熱 帯 高 山 ・多 雨 ツ ン ドラ

３． 〃 〃 ・高 湿 潤 ツ ン ドラ

４． 〃 〃 ・降 雨 森 林

５． 〃 亜 高 山 ・高 湿 潤 森 林

６． 〃 〃 ・湿 潤 森 林

乳 〃 山 地 ・高 湿潤 森 林

８． 〃 〃 ・降 雨 森 林

９． 〃 〃 ・湿 潤 森 林

１０． 〃 〃 ・ ス テ ップ

１１． 〃 低 山地 ・降 雨 森 林

１２． 〃 〃 ・高 湿 潤 森 林

１３． 〃 〃 ・湿 潤 森 林

１４． 〃 〃 ・乾 燥 森 林

１５． 〃 〃 ・トゲ植 物 ステ ップ

１６． 〃 ・降 雨 森 林

１７． 〃 ・高 湿 潤森 林

１＆ 〃 ・湿 潤森 林

１９． 〃 ・乾 燥 森 林

２０． 〃 ・トゲ 植物 叢 林

２１． 温 帯 高 山 ・高 湿 潤 ッ ン ドラ

２２． 〃 亜 高 山 ・湿 潤 森 林

２３． 〃 亜 高 山 ・乾 燥 叢 林

２４． 〃 山 地 ・砂 漠叢 林

(Nival) 
(tp-AST) 

(tmh-AST) 

(bp-SAST) 
(bmh-SAST) 

(bh-SAST) 

(bmh-M ST) 
(bp-M ST) 

(bh-M ST) 

(e-M ST) 

(bp-MBST) 

(bmh-MBST) 

(bh-MBST) 
(bs-MBST) 

(ee-MBST) 
(bp-ST) 

(bmh-ST) 

(bh- ST) 

(bs- ST) 

(me- ST) 
(tmh-ATE) 

(bh-SATE) 

(ms-SATE) 

(md-M TE)

アル テ ィ

プ ラノ
湖 岸 東 斜 面

の間に万年雪に覆われたレァル Ｒｅａｌとアポロバ ンバ Ａｐｏｌｏｂａｍｂａの２つの山群を

持つという，ボリビア北西部地域の地形である。さらにこの地域の東斜面の谷は，ペ

ルー領のように東西ではなく北西から東南に流れている川が多いため，東の湿潤なア

マゾン地方の影響を直接受けることが少な く，ペルー領のような雲霧林帯がみられな

いばかりでな く，どちらかといえば乾燥傾向が強い。ここでは，自然環境 と地形を基

準にして調査地域を次の３地域に分けるが，地域によって異る生態環境 ・地形は地域

住民社会の土地利用，生業に直接関係 している。なお，調査地域の住民の生業は，教

師，看護婦等都市や町村の給料生活者と鉱山労働者を除いて，農耕，牧畜，漁業のい

ずれかあるいはその複合である６）。

６）以下本文 中で は，高地民の主な生業が農耕 ・牧畜 ・漁業 のどれであれ，生業を特定する必要

がある場合 を除いて，中央 ア ンデスでいうところのカ ンペシノ ｃａｍｐｅｓｉｎｏ（いなかの人）にな

らって 「農民」 と呼ぶ。

６５
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２．　 ア ル テ ィ フ。ラ ノ

　 ラパ ス県 南 部 は アル テ ィプ ラノ と呼 ば れ るな だ らか な起 伏 を持 つ 高 原 地 帯 で あ り ，

広 大 な 耕 地 が 展 開 す る。湖 岸 や東 斜 面 に比 較 して乾 燥 度 が強 く， 周 辺 に雪 山 もな く雪

解 け水 の 恩 恵 もな いの で灌漑 は小 規 模 な もの しか み られ な い。 平 地 が 多 いの で 耕 地 へ

の往 復 は楽 で あ るが ， い っぽ うで霜 害 を受 けや す い。 平 均 ３７００ｍ 前 後 の 高 さの た め

トウモ ロ コ シの 耕 作 は 不 可 能 で あ り，生 業 は ジ ャガ イ モ ，オ カ （０κα傭 励 ６７０∫の ， パ

パ リサ （あ る い は単 に リサ ， Ｕｔｌｕｃｕｓ　ｔｕｂｅｒｏｓｕｓ） な ど の イ モ類 ，オ オ ム ギ ，エ ンバ ク等

の ム ギ類 ， キ ヌ ア （ア カ ザ の類 ， ＣｈｅｎｏＰｏｄｉｕｍ　ｇｕｉｎｏａ）７）， ソ ラマ メの 耕 作 と ヒ ッ ジ，

ウ シ飼 育 が基 本 で あ る。 乾期 に灌漑 が可 能 な地 域 で は ，換 金 作 物 と して の タ マ ネ ギ の

栽 培 も行 わ れ て お り， ま た一 部 の地 域 で は リャマ の飼 育 も行 わ れ て い る。 ６～ ７月 に

か けて ， 昼 と夜 の 大 きな 温 度差 を利 用 して ， チ ュ ニ ョや トゥ ンタ （凍 結 乾 燥 ジ ャガ イ

モ） な どの 加 工 が 行 わ れ る。北 部 に比 べ道 路 が発 達 して お り交通 の 便 が 良 いの で ， ジ

ャガ イモ ， チ ュ ニ ョ， トゥンタ ， タマ ネ ギな どの農 産物 ， 羊 の毛 や 皮 ， チ ーズ な ど

の 畜 産 物 の 多 くは ， 定 期 市 を通 じて あ るい は農 民 自身 の手 に よ り直 接 ラパ ス ， オル ロ

Ｏｒｕｒｏ な ど の都 市 へ 供 給 さ れ る。

３．　 テ ィテ ィカカ湖 岸 ・高地

　 湖 岸 地 方 は ，北 部 で は ムニ ェ カス Ｍ ｕｆｉｅｃａｓ山 ｉ群が湖 に接 して南 北 に延 び て お り，

南 西 部 も丘 陵 が湖 岸 近 くまで きて い るた め ，農 耕 に適 した平 地 は け っ して多 くはな い。

南 東 部 に は比 較 的 開 けた 平 地 が 多 い が ，大 部 分 は湿 地 帯 の た め ウ シ等 の 家 畜 の草 地 と

して しか 利 用 で きな い。 この地 方 の特 徴 は ， 舟 や 建 築 の 材 料 にな るば か りで な く，

他 の 自生 す る水 草 と と も に家 畜 の飼 料 と して きわ め て 重 要 で も あ る ト トラ （ＳｃｒｉＰＵｓ

ｔｏｔｏｒａ） が ，湖 岸 で大 量 に栽 培 され て い る こ とで あ る。　 さ らに ， マ ス ｔｒｕｃｈａ （Ｓａｌｍｏ

ｇａｉｒｄｎｅｒｉｉ　ｉｒｉｄｅａｓ　Ｇｉｂｂｏｎｓ）， ペ ヘ レイ ｐｅｊｅｒｒｅｙ （Ｂａｓｉｌｉｃｈｔｈｙｓ　ｂｏｎａｒｉｅｎｓｉｓ　Ｃｕｒｖｉｅｒ　ａｎｄ

Ｖａ　ｌｅｎｃｉｅｎｎｅｓ）， イ ス ピ ｉｓｐｉ （Ｏｒｅｓｔｉａｓ　ａｇａｓｓｉｚｉｉの ， カ ラチ ｃａｒａｃｈｉ （Ｏｒｅｓｔｉａｓ　ｍｕｔｌｅｒｉ

Ｖａ　ｌｅｎｃｉｅｎｎｅｓ）， マ ウ リ ｍａｕｒｉ （Ｐｙｇｉｄｉｕｍ　ｒｉｖｕｌａｔｕｍ）， ボ ガ ｂｏｇａ （Ｏｒｅｓｔｉａｓ　Ｐｅｎｔｌａｎｄｉ

Ｖａｌｅｎｃｉｅｎｎｅｓ） な どの サ カ ナ８）は沿岸 の住 民 に漁 業 活 動 の場 を与 え る。 万年 雪 に覆 わ れ

た ２つ の 山群 は， 湖 岸 と東 斜 面 との 問 の交 通 の障 害 とな る が ， い っぽ うで水 資 源 と し

て の 重 要 性 を持 つ 。 ま た 雪 線 の下 部 は家 畜 飼 育 に好 適 の草 地 とな って い るた め リャマ ，

アル パ カの 飼 育 が 盛 ん で ， 特 に ア ポ ロバ ンバ 山 群 の 西 ， 標 高 ４３００ｍ の 広大 な ウ リ

７）以下，栽 培植物の学名は Ｓｏｕｋｕｐ［１９７０］による。

８）魚類の学名は Ｍｏｎｔｅｓ　ｄｅ　Ｏｃａ［１９８２：５８２］による。
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ヤ ・ウ リャ Ｕｌｌａ　Ｕｌｌａ の草 原 で は， 数 万 頭 の アル パ カ が飼 育 さ れ て い る。 湖岸 地 方

は標 高 が ３８００ｍ と高 い ので ， 大 部 分 の地 域 で は アル テ ィプ ラ ノ と 同 様 イ モ類 を主

と した 農耕 が行 わ れ て お り， チ ュ ニ ョ， トゥ ンタ ， カ ヤ （凍結 乾燥 した オ カ） の加 工

も盛 ん で あ る。 トゥモ ロ コ シ栽 培 は ，湖 の多 量 の 水 の 影 響 で 和 らげ られ た気 候 に よ り，

場 所 に よ って は可 能 で あ るが ，需 要 を満 た す 量 の 収 穫 は あ げ られ な い 。 こ こで も ， タ

マ ネ ギの 栽 培 が 多 い。牧 畜 は前 述 の リャマ ， アル パ カ の 他 は ア ル テ ィプ ラノ とほ ぼ同

様 で ，基 本 的 に は毛 皮 ， 肉用 の ヒ ッ ジ と農 耕 用 の ウ シ， 運 搬 用 の ロバ が 多 い。 さ らに ，

前述 の よ うに湖 岸 は一 般 的 に耕 地 が 不 足 して い るた め ，農 業 で は な く湖 で の漁 業 を主

た る生 業 とす る住 民 もあ る。

４．　 ア ンデ ス東 斜面

　 東 斜 面 の谷 に は ，雨 期 以 外 で も雪 解 け水 を利 用 した灌漑 が ， ま た下 流部 分 で は熱 帯

産 果 実 の 類 も栽 培 可 能 な た め ，斜 面 が 多 く複 雑 な地 形 に もか か わ らず 比 較 的高 密 度で

農 村 が散 在 して い る。 ま た ，３０００ｍ 以 上 の高 地 で は チ ュ ニ ョ， トゥ ンタ ， カ ヤ等 の

加 工 が行 わ れ る。生 業 は 農 耕 か牧 畜 あ るい は農 牧 複 合 で あ る。農 耕 の基 本 は高 地 （３５００

－４０００ｍ ） で の イ モ類 ， ム ギ類 や ソ ラマ メの ， 低 地 （３５００　ｍ－２５００　ｍ ）の 階 段 耕 地 で

の トウモ ロ コ シ， コ ム ギ， カ ボチ ャ， エ ン ドウマ メ ， ア リコマ （甘 み の あ る一 種 の イ

モ ，Ｐｏｌ２ｍｎｉａ　ｓｏｎｃｈｚ：ｆＴｏｌｉａ） の耕 作 とい う形 態 を 取 る。　 しか し村 に よ って ２つ の 生 態環

境 を持 っ て い な い場 合 は， いず れか一 方 の み に頼 らざ るを得 な い。 なか に は， チ ャ ラ

サ ニ Ｃｈａｒａｚａｎｉ川 や コパ ニ Ｃｏｐａｎｉ川 上 流部 の タ マ ネ ギや ・ サ ン ・ク リス トバ ル

Ｓａｎ　Ｃｒｉｓｔ６ｂａ１川 中 流部 の エ ン ドウマ メ ，　 下 流 部 の カ ボ チ ャの よ うに 交 換 ・換 金 用

に 多 量 に栽 培 す る例 もあ る。 ま た ， ロ コ ト ｒｏｃｏｔｏ （トウ ガ ラ シの一 種 ，　 Ｃａψｕｓｉｃｕｍ

Ｐｔｔｂｅｓｃｅｎｓ） や ， モ モ ， トゥナ ｔｕｎａ （ウチ ワ サ ボ テ ンの 実） な どの果 実 の栽 培 も行 わ

れ て い る。 さ ら に低 地 （２５００ｍ 以 下 ） の村 で は， もっぱ らオ レ ン ジ， ライ ム， サ ト

ウキ ビな どの 栽 培 に専 業 化 して る。 ４０００　ｍ 以 上 の農 耕 限 界 を越 え た 草地 は リ ャマ や

ア ルパ カ な ど の ラ クダ 科 動 物 の飼 育 に利 用 さ れ ， ４０００ｍ 以 下 の 草地 や休 閑地 で は ヒ

ッ ジ， ウ シの飼 育 が行 わ れて い る。 ラ クダ 科 動 物 の 大 部 分 は ，高 地 の牧 畜 民 に よ り飼

育 され る。牧 畜 民 の 多 くは小 規 模 な ジ ャガ イモ耕 地 を も って い るが ，生 業 の基 礎 は牧

畜 で あ る。 しか し，雪 山 を こ えた 東 斜 面 に耕 地 を開 拓 した り，谷 の農 民 との契 約 で 農

地 を 確保 して い る例 もあ る。
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皿． 調 査 結 果

１．　 ３つの地 域 の定期市

　 本 章 で は，現 地 調 査 によ って得 られ た ラパ ス県 高 地 部 の定 期 市 の うち ， は じめ に述

べ た クル バ を除 い た２９カ所 か ら代 表 的 な例 ，１４カ所 につ いて ， 前 章 の ３つ の 地 域 毎 に

記 述 す る。 な お文 中 の仲 買 人 （レベ ンデ ドラ ｒｅｖｅｎｄｅｄｏｒａ） は ，定 期 市 で地 方 の農 牧

産物 を買 い あつ め る人 を， 露 店 商 （コメ ル シア ンテ ＣＯｍ ｅｒＣｉａｎｔｅ） は ，現 金 取 引 き を

行 う移 動 商 人 を， 交 換 商 （レス カ テ ィス タ） は ，注 ３で も述 べ た よ う に，主 と して物

物 交 換 に応 じる商 人 を さす 。

　 （１）　 アル テ ィプ ラ ノの 市

　 ① アル ト ・リマ Ａｌｔｏ　Ｌｉｍａ　 エル ・ア ル ト・・デ ・ラパ ス はそ の 名 の 通 りボ リビア

の 首 都 ラパ ス の 上 の ４０００ｍ の 高 原 に位 置 し，近 年 工 業 地 帯 と して 発 展 して い るば か

りで な く， 農 民 の 都 市 へ の移 住 の結 果 と して 人 口の 増 加 が 著 しい 。 ラパ ス との境 の通

常 セハ ｃｅｊａ （ま ゆ毛 ） と呼 ばれ て い る場 所 で ，食 料 ， 日用 雑 貨 類 の 市 が 毎 日午 後 開 か

れ る他 ， い くつ かの バ リオ ｂａｒｒｉｏ （地 区 ）で週 １度 の定 期 市 が あ る。 そ の う ちの １つ ，

アル ト ・ リマ の定 期 市 は地 区 の 中 央通 りお よ び そ の周 辺 で 毎 週 日曜 日 と木 曜 日 に開 か

れ る。 売 られ て い るも の は， 中古 自動 車 ， 自動 車 や そ の他 の 機 械 部 品 か ら，建 築 資 材 ，

家 電 製 品 ，家 具 ，衣 料 品 ， 化 粧 品 ，装 身 具 ， 日用雑 貨 か らあ らゆ る種 類 の 食 料 品 ま で ，

ボ リビ ア国 内で 売 買 さ れて い る もの の全 て と思 わ れ る品 物 がみ られ る。 売 り手 は ，加

工 食 品 ，調 味 料 ， 嗜 好 品 ， 飲 み 物 ，果 物 ，各 種 の 野菜 ，衣 料 品 や 雑 貨 等 の 工 業 製 品 を

扱 う露 店 商 の 他 ， 周 辺 の農 民 も ジ ャガ イ モ ， チ ュニ ョ， トゥンタ ， オ カ ， パ パ リサ ，

ソ ラマ メ， エ ン ドウマ メ， タ マ ネ ギ等 の農 産 物 ， チ ー ズ， 乾 し肉 ， 獣 脂 等 の 畜 産 物 ，

ポ ン チ ョ， ア ワ ユ ，マ ンテ オ ｍａｎｔｃｏ （風 呂敷 状 の 大 き な毛 織 物 で 農 産 物 等 を包 む も

の） 等 の染 織 品 ，各 種 の土 器 を 持 って くる。後 述 の よ うに ， エル ・アル ト ・デ ・ラパ

ス ばか りで な く下 の ラパ ス 市 の路 上 で も農 民 は生 産物 を並 べ て い るが ； 買 い手 の 人 数

は市 日の アル ト ・リマ の方 が は るか に多 い し，雰 囲気 も地 方 の 定 期 市 に近 いた め， ラ

パ ス よ り こ ち らに くるほ うを好 む農 民 が 多 い。 売 り手 と買 い手 の数 は あ ま り多 い の で

正確 に 数 え るの は不 可 能 で あ った が ，売 り手 は少 な くと も１，０００人 以 上 ，買 い手 は延 １

万 人 を越 え る と推 定 さ れ る。

　 ② ポ コア タ　 Ｐｏｃｏａｔａ （ま た は ビ リャ ・レメ デ ィオ ス Ｖｉｌｌａ　Ｒｅｍｅｄｉｏｓ）　 ボ リビ

ァ の首 都 ラパ ス か らオ ル ロへ 向 けて 延 び る幹 線 道 路 を 南 へ ４６ｋｍ， ポ コア タ で は毎 週
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火 曜 日 に市 が た つ 。 戸 数 １００戸 ほ ど の小 村 に は不 釣 合 い な １辺 １５０ｍ も の大 き な中

央 広 場 も，所 狭 し とチ ウニ ャ ｃｈｉｕｆｉａ と呼 ば れ る テ ン トを 張 った り， 広 げ た布 の 上 に

商 品 を並 べ た 露店 商 や ， そ の 間 を背 中 に ア ワ ユ を背 負 って 買 物 に きた 農民 で一 杯 に な

る。 広 場 の周 辺 や周 りの道 に は ラパ ス や ビア チ ャ，あ るい は近 くの村 か ら露 店 商 や農

民 を 運 ん で きた バ ス ， トラ ックが これ ま た 所 狭 しと置 か れ て い る。市 は朝 ８時 頃 か ら

始 ま るが ， も っ と も賑 う１０時 前 後 に は おそ ら く １，０００人 以 上 の人 が広 場 に あふ れ か え

る。３００人 を越 す 露店 商 の ８割 は女 性 で あ り，衣 料 品 ，履 物 ， 日用 雑貨 や文 房 具 ， コ メ ，

小 麦 粉 ，パ ン，パ スタ ， 食 用 油 ，砂 糖 ， コー ヒー等 の穀 物 や加 工 食 品 ， トウガ ラ シ，

ク ミン等 の調 味 料 ，果 物 ，野 菜 ， ポプ コ ー ン， コカ ， サ カ ナ， ビー ル ，ア ル コール ，清

涼 飲 料 水 等 の飲 み物 ， さ らに アル テ ィプ ラノ で人 気 の あ る自転 車 （大 部 分 が 中古 品）

や そ の部 品 と い う よ う に， 品 物 別 に ま とま って場 所 を 占 あ て い る。 ま たサ ー ビス業 と

して は， 時 計 ， 自転 車 ， 靴 の修 理 ， 簡 単 な食 事 や コ ー ヒーを提 供 す る屋 台 な どが あ

る。 取 引 きは全 て 現 金 で， 物 々交 換 は行 わ れ て い な い。 あ ち こ ち の露 店 商 が 「カ セ ラ

Ｃａｓｅｒａ （お得 意 さん）！」 と客 に呼 びか け る。 しか しこの 言 葉 は， 日本 の公 設 市 場 な

ど で聞 か れ る 「い らっ しゃい 奥 さん」 に相 当す る もので ，必 ず しも いつ も買 って も ら

って い る 「お得 意 さん 」 を 示 す訳 で は な い 。買 物 に きた 農 民 の 中 に は， 広 場 に着 く と

真 直 ぐに 目的 の 品 物 の あ る場 所 に行 き買 物 を済 ませ るタ イプ と，一 わ た り ぐ る っ と回

って か らお もむ ろ に 目的 の 品物 が あ る場 所 に行 き買 物 を し，友 達 を み つ け て お し ゃべ

りを す るタ イ プ が あ るが ，前 者 に して も特 定 の露 店 商 目当 て に行 く人 は きわ め て少 な

い。

　 これ だ けで もポ コア タ の定 期 市 の規 模 ， 大 き さ と賑 いが わ か る と思 うが， 市 は この

広 場 １つ で 開 か れ るだ け で は な く， １区 画 離 れ た別 の 広 場 と ２つ の広 場 を結 ぶ 道 路 に

ま で 広 が って い る。 も う １つ の広 場 に は周 辺 の農 民 が ジ ャガ イモ ， チ ュニ ョ， トゥ ン

タ ， モ ラヤ等 の凍 結 乾 燥 ジ ャガ イ モ類 ， オ オ ム ギ ， ソ ラマ メ， キ ヌア等 の農 産 物 や ，

ヒッ ジの毛 皮 や毛 ， チ ー ズ等 の 畜 産 物 を 持 ち寄 って座 って い る他 ，片 隅 で は 灯 油 の 計

り売 り も行 わ れ て い る。 道 路 に は 中央 広 場 か らあふ れ た り，小 商 い の た め広 場 に参加

で きな い 露店 商 が ， わ ず か な タマ ネ ギや 雑 貨 等 を 並 べ て い る。 この村 は ラパ ス か ら近

い た め もあ り，農 民 が座 って い る方 の 広 場 に は， ジ ャカ イ モ や チ ュニ ョを買 取 る仲 買

人 が 多 い （写 真 １）。仲 買人 も通 常 女 性 で，数 人 （大 体 １つ の家 族 で あ る場 合 が 多 い）

が分 かれ て 大 きな布 袋 を ぶ ら下 げ て 買付 け に ま わ る。 女 性 同 志 の 値 段 の 交 渉 は熾 烈 で ，

折 合 わ ず にそ の ま ま 持 ち帰 る農 民 も い る。 男性 は 買付 け た農 産 物 の 袋 詰 め や トラ ック

へ の 積 込 を す る くら いで ， 買付 け に回 る こ とは無 い。 ボ リ ビアで は一 般 に ， 商 売 は女
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写真 １　 ジ ャガイモを買いあつ める仲買人 （ポコアタ）

性 に ま か せ る とい う風 潮 が あ る が９），農 村 の定 期 市 で もその 通 りの 光 景 が 観 察 で き る。

　 ③ ムル ピラル　 Ｍ ｕｒｕｐｉｌａｒ　 ラパ ス か らチ リ国 境 の サハ マ Ｓａｊａｍ ａへ 向 う道 路 か

ら少 し東 に入 った小 村 の火 曜 市 で あ る。 この市 の起 源 は新 し く， ５年 前 ビア チ ャの 露

店商 や 輸送 業 者 が ，火 曜 日に は ど こ に も市 が開 か れ な か った た め ，音 頭 を と って 当時

ｍ ｕｒｕ （土 壁） と ｐｉｌａｒ （土 柱 ） しか な い荒 れ 地 で あ った この場 所 に市 を設 け る よ う

に した 。 現 在 で は ３０戸 ほ どの 家 の あ る集 落 を形 成 して い る。 この辺 りは霜 害 や ア ラ レ

の 害 を よ く受 け る所 で ，他 の 地域 に比 べ 収 穫 も一 定 せ ず貧 しい とい う。 市 は早 朝 か ら

始 ま り１０時 頃 には ビア チ ャ方 面 ヘ トラ ック が 出 は じめ る。 創設 の経 緯 が特 殊 なせ い か ，

村 に よ る定 期 市 税 （セ ンタ へ ｓｅｎｔａｊｅ：文 字 通 りは 坐 る料 金 ） の徴 収 ， 露店 商 の 占 め

る位 置 の規 制 もな い。 衣 料 品 ，加 工 食 品 や調 味 料 ， 日用 雑貨 ， コカ ，野 菜 ，果 物 等 を

商 う露 店 商 の 数 は５０人 足 らず で規 模 は小 さ い が ，早 朝 か ら行 わ れ るた め か地 元 民 に よ

る食 事 の屋 台 が １０軒 ほ ど出 され て い る。 ジ ャガ イ モ， チ ュニ ョ， トゥ ンタ ， チ ー ズ ，

ニ ワ トリ， リ ャマ の 肉 ， ヒッ ジの 毛 皮等 を並 べ て い る農 民 は， 広 場 で は な く横 の街 路

に集 って い る。 これ らの 農 ・畜 産 物 の うち ，仲 買 人 が買 う もの は毛 皮 の み で あ る。 こ

こで も市 に く る人 の 大 部 分 は女 性 で あ るが ， 肉 の場 合 は重 いせ いか 男性 が 持 って く る

例 もあ る。

　 ④ ビ ラケ　 Ｖｉｌａｑｕｅ　 　 ラパ ス ～ コパ カ バ ナ 街 道 を 北 へ 約 ３０　ｋｍ に あ る 月 曜 市 。

９）Ｍａｕｒｉｃｉｏ　Ｍａｍａｎｉ氏 の御教示 による。 ただ し， 農産物 以外 の品物や，農産物で も量が多い

　 場合 は男性が取 引 きをす る。
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１９５３年の農地改革後新 しくで きた集落で戸数は３０戸ほど しかな い。 隣…のパ ル コ コ

Ｐａｌｃｏｃｏ と場所 も曜日 （パルココは １０　ｋｍ 先にあり，市 日は火曜日）も近いせいか，

露店商や農民の数が少なく規模はきわめて小さいし，仲買人 もほとんどこない。にも

かかわ らず定期市を始めたのは，村内に市があれば買物や交換に便利だという理由は

もちろんあるが，アルティプラノの農民たちが，市がある村のほうが 「権威」が高 く

なると考えているためという１０）。住民は通常集落から離れた周辺の農地の近 くに住ん

でおり，市 日や祭の時だけここに集る。村外の原野ではウシ，ロバ，リャマの家畜市

が開かれ，むしろこちらのほうが賑っている。ここでは，市に人が集るのを機会 とし

て，住民によるサッカーの試合が行われている。

　 （２）　 湖岸 と高 地 の市

　 ① デ サ グ ア デ ロ　 Ｄｅｓａｇｕａｄｅｒｏ　 テ ィテ ィカ カ湖 の最 南 端 ， ペル ー との 国境 を 流

れ るデ サ グ ア デ ロ川 の 両 岸 で ， 火 曜 と金 曜 の両 日開 か れ る 国際 市 。 観 察 した の は金 曜

日で あ った が ， ボ リビ ア側 に は １００台 以 上 の バ ス や トラ ック が並 び ，国 境 にか か る橋

は人 で あふ れ て いた 。 国 際 市 と い う性 格 か ら両 国 の産 物 が行 ききす るが ，基 本 的 には

よ り工 業 化 の進 ん だ ペル ー製 品 の ボ リビア へ の 流入 口 とな って い る。 これ らの ペ ル ー

製 品 は ，一 定 の量 以 下 で あれ ば通 関手 続 きを踏 ん で ボ リビァ 国 内へ の 持 込 み が 許 され

て い る。 しか し実 際 に は， 菓 子 ，罐 詰 め等 の加 工食 品 ，乾 燥 トウガ ラ シそ の他 の調 味

料 類 が多 く， ボ リビ アで 圧 倒 的 に多 く売 られ て い る ペル ー製 衣 料 品 は， ほ とん どが密

輸 で入 る た め ここを 通 過 す る割 合 は低 い。 い っぽ うボ リビァ側 に並 ん で い る もの は ，

ア メ リカ製 の タバ コや イ ンス タ ン トコー ヒー等 ， ペル ーで 輸 入 が厳 し く制 限 され て い

る ものの 他 ， 果 物 屋 が 中 央 広 場 に２０人 ほ ど店 を 出 して い る位 で ，市 の規 模 は ペ ル ー側

に比 べ は るか に小 さ い 。

　 ② ア チ ャカ チ　 Ａｃｈａｃａｃｈｉ　 ラパ ス の北 約 ７０　ｋｍ に あ るオ マス ヨＯｍａｓｕｙｏ郡 の

中心 地 。 ラパ ス ～ プ エル ト・ア コス タ Ｐｕｅｒｔｏ　Ａｃｏｓｔａ あ る いは ラパ ス～ ソ ラタ Ｓｏｒａｔａ

街 道 の 交 通 の 要 衝 で ， 中央 広 場周 辺 に は衣 料 品 ，工 業 製 晶 の 店 や レス トラ ンが多 い ば

か りで な く， パ ン屋 や 清涼 飲 料 水 の屋 台 が連 日店 を広 げ て い る。市 日は 日曜 日 と木 曜

日 と され て い るが ，現 在 木 曜 市 は店 も人 出 も少 な くほ とん ど機 能 して い な い。 市 日の

中央 広 場 は， いつ もみ られ るパ ン屋 ，清 涼 飲 料 水 屋 の他 ， 果 物 ，衣 料 品 ，履 物 ， 日用

雑 貨 ， 鉄 製 農 具等 の露 店 が 開 か れ ，広 場 の角 の ガ ソ リン店 には ，灯 油 を買 うた め 瓶 や

ポ リタ ン クを手 に した農 民 が列 を作 って い る。 中央 広 場 の 南 西 に隣 合 った も う １つ の

広 場 には ，穀 物 や加 工 食 品 ， 野菜 ， コ カ等 の嗜 好 品 ， 電池 ， マ ッチ ， ロ ー ソ ク等 の 日

１０）Ｍａｕｒｉｃｉｏ　Ｍａｍａｎｆ氏の御教示 によ る。
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用 品 を商 う露 店 商 の他 ，地 元 の人 達 が ジ ャガ イ モ ，野 菜 その 他 の 農 産 物 ，薬 草類 ， サ

カ ナ ， シ ャモ ジや 紡 錘 具 な どの木 製 品 ，土 器 ，毛 皮 や 獣 毛 ， チ ー ズ ，乾 し肉 ，獣 脂 等

の畜 産 物 ，織 物 ， ケ ナや ピン キ ョ等 の楽 器 を持 ち よ って 並 ぶ 。 この ２つ か ら離 れ た別

の広 場 に も果 物 ，野 菜 ，穀 物 類 を 商 う露 店商 が み られ るが数 は１０人 足 らず で あ る。 こ

れ らの広 場 で の取 引 き は ほ とん ど全 て現 金 に よ るが ， 中央 広 場 と ３番 目の広 場 を結 ぶ

街 路 に は交 換 商 が場 所 を 占め ，主 と してパ ン，調 味料 ，果 物 類 と農 産 物 との交 換 を行

う。 ま た ， ア チ ャカ チで も ウ シ， ロバ ， ヒ ッ ジ等 の家 畜 市 が 町 の 北 側 の 草 地 で 同 時 に

開 か れ る。

　 ③ サ ン ・ペ ドロ ・テ ィキ ナ　 Ｓａｎ　Ｐｅｄｒｏ　Ｔｉｑｕｉｎａ（以 下 テ ィ キナ と呼 ぶ）　 　 ラパ ス

か らテ ィテ ィカ カ湖 岸 の聖 地 コパ カバ ナ に行 く幹 線 道 路 を １　１０　ｋｍ 行 った テ ィ キナ は，

幅 ｌｋｍ ほ どの 狭 い水 路 を挾 ん で サ ン ・パ ブ ロ Ｓａｎ　Ｐａｂｌｏ とサ ン ・ペ ドロの ２つ の

集 落 に分 か れ て い る。 中心 は ラパ ス とは反 対 側 の サ ン ・ペ ドロで ， 日曜 日 に市 が 開 か

れ る。 急 な 斜 面 を切 り開 い た教 会 の前 の広 場 に は８０人 ほ どが 店 開 きを して い る。 並 ん

で い る品 物 は ，サ カ ナ （湖 岸）， タ ウ リ （マ メ の一 種 ：Ｌｕψｉｎｕｓ　ｍｕｔａｂｉｌｉｓ） とタ マ ネ ギ

（いず れ もハ ン コ ・アマ ヤ Ｊａｎｋｏ　Ａｍａｙａ か ら）， 土器 （ス リキ Ｓｕｒｉｑｕｉ島 か ら）等

地 元 の生 産 物 と，衣 料 品 ，履 物 ， 日用 雑 貨 ，加 工 食 品 や 調 味 料 ，果 物 ，灯 油 ，染 料 等

外 か ら くる もの とが約 半 々を 占 め る。 こ こで も， 衣 料 品 や 雑貨 を商 う数 人 の男 性 を除

い て， 市 に参加 して い る人 の大 部 分 は女 性 で あ る。 地 元 産 物 とパ ン，果 物 ，調 味 料 ，

コ カ等 は主 と して 物 々交 換 され る （サ カ ナ一 →イ モ類 ・ソラマ メ， タ ウ リ一 → トウモ

ロ コ シ ・ソ ラ メ メ， タ マ ネ ギ一 → トウモ ロ コ シ ・ソ ラマ メ ，土 器一 → タ ウ リ， パ ン ・

果 物 ・調 味 料一 → ジ ャガ イ モ ・チ ュニ ョ ・ソ ラマ メ ・卵 ）。交 換 の 単 位 は，例 え ば カ ラ

チ と い うサ カ ナ２０匹一 → ソ ラマ メ両 手 に ５杯 ， オ レ ンジ ５個一 →チ ュニ ョ両 手 に ３杯 ，

パ ン ２個一 一〉ジ ャガ イモ両 手 に ２杯 ， コカ １つ か み一 → ジ ャガ イモ 両手 に ２杯 ， タ ウ

リ一 → 等 量 の トウモ ロ コ シ， 土器一 → イ モ類 の場 合 は一 杯 ， 穀 類 ・マ メ類 の 場 合 は半

分 と い うよ うに一 定 して い るの で ，量 に 関 して は あ ま り問 題 にな らな い 。 しか し質 の

良 し悪 し （特 に サ カ ナや イモ類 の場 合 ） につ いて は お互 い真 剣 で ， 時 に は 口論 に な り・

漁 民 が 受 け取 った イモ等 を突 き返 した り，農 民 が 焼 けす ぎ た りつ ぶ れ た り したパ ンを

投 げ 返 す こ とす らあ る。

　 テ ィキ ナで も市 は この 広 場 だ けで は な く， 湖 岸 の 船着 き場 前 の広 場 周 辺 に も ３０人

ほ ど が店 開 き して い る。 大 部 分 は地 元 の農 産 物 で あ るが， ア リコマ ， チ ー ズ等 上 の広

場 に は 出 て い な い も の， あ る い はサ カ ナ に して も大 きな もの が 多 い こ とな ど か ら，客

は農 民 で は な くこ の村 にあ る ボ リビア海 軍 の基 地 で働 く人 ・ 教 師等 の村 の住 民 や ， コ
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写真 ２　 エスコマの市

パ カバ ナへ 行 く巡 礼 を 対 象 と して い る と考 え られ る。

　 ④ エス コマ 　 Ｅｓｃｏｍａ　 ラパ ス か ら北 ヘ テ ィテ ィカ カ湖 岸 に沿 って １７０　ｋｍ 行 っ

たエスコマは，戸数 １００足らずの小村

である。 しか し医者の常駐する病院や

大 きな教会があり，湖岸北部の中心地

とな っているせいか，普段はほとんど

人影のない中央広場も日曜の市日には

人と車で埋る （写真 ２）。広場は中央が

樹木の生えた庭になっているため，周

辺の石畳とそれを取 り巻 く幅広い道が

市の場となる。ここでも，南側には，

ラパスか らきた衣料品，履物，雑貨，

加工食品等の露店商が ２列，その前に

リュフタ”ゆ加 （キヌア等の植物の灰

を粘土 と共に固めたもので，コカの葉

を口にする際一緒に使用する），　 キス

ピニャｇπ砂 痂α（キヌア団子），ウンク

ニャ吻勉肋 （小さな手織 りの風呂敷）， 写真 ３　 エスコマの交換商
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凡例

Ａ．ペル ー製品 を扱 う露 天商　 　　 Ｇ．魚売 り（地 元民）

Ｂ．ラパ スか らの露 天商 　　 　 　 　Ｈ．ラパ スか らの仲 買人

Ｃ．ラパ スか らの 露天 商（雑 貨）　　 Ｌ食堂（地 元民）

Ｄ．コカ売 り（地元民）　 　　　　　 Ｊ．染織 品（地元民）

Ｅ．交換 商（カラプ コ等 ）　　 　　 　 Ｋ．東の谷 の農民

Ｆ．鉱 山か らの交 換商　　　　　　　Ｌ．エ スコマ村の 仲買 人

図 ２　 エ ス コマ の定 期 市 の店 配 置 図 ［Ｍ ＡＣＡ，　ＡＩＤ，　ＲＤＳ　１９８３：８０］

ヒツジや リャマの毛等の高地の産物を並べた牧民が，西側の一番外にサカナを木箱や

石油缶に入れた漁民，次にパン，果物，調味料，コカ等を農産物や卵と交換する交換

商 （大部分が南のカラブコ，マティルデ鉱山からくる）が ２列，西側では，タマネギ，

アリコマ等の谷の産物を並べたバユノ ｖａｌｌｕｎｏ（谷の農民）が ３列，そ して北側には

織物や農産物を並べている地元農民と交換商，というように品物毎に分かれて場所を

占めている。交換商は交換で受取った農産物をす ぐに袋詰めにはせず，自分がどんな

農産物を受取るかを農民に示すため，ある程度の量がたまるまでそのまま布の上に広

げておく （写真 ３）。 北東の角には， ラパスからきた仲買人 （ここではカ トゥキパス

ｋａｔｅＣｇｕｉｐａｓと呼ばれる） がジャガイモ， チュニ ョ等の農産物を買い集めている。広

場か ら北へ出る道を ５００ｍ ほど行った橋のたもとでも，地元の住民による農産物の
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仲 買 い が行 わ れ て い る （図 ２）。 カ トゥ キパ ス の農 民 に対 す る態 度 は非 常 に 高 圧 的 で ，

買 い取 りの値 段 もカ トゥキパ ス の 方 で 一方 的 に 決 め ，交 渉 の余 地 は ほ とん ど無 い。 実

際 は広 場 で も橋 の た も とで も農 産 物 の 売渡 値段 にほ とん ど差 は無 い が ， エ ス コマ の 北

部 か ら くる農 民 は ，距 離 が近 い ばか りで な く， ア メ ，果 物 ， コカ等 の 「ヤパ 」 を くれ

る橋 の た も との方 で売 る方 を選 ぶ 。 カ トゥ キパ ス ほ ど で は な い が ，主 と して 町 の 住 民

で あ る交 換 商 も地 元 農 民 に対 して 上 位 に 立つ 。橋 の そ ば の草 地 で は ウ シ， ヒッ ジ， ロ

バ等 の家 畜 市 が 開 か れ るが ，基 本 的 に は地元 民 同士 の 取 引 きで外 部 か ら仲 買 人 が くる

こ とは無 い。

　 ⑤ コタ ニ ャニ Ｋｏｔａｆｉａｎｉ　 テ ィテ イ カ カ湖 の 東 岸 中部 に連 な る ム ニ ェカス 山群

は ，比 較 的低 い 山地 で 冬 期 以 外 に は雪 で覆 わ れ な いた め ，高 所 に は リャマ や アル パ カ

を 飼育 す る牧 民 が点 々 と居 住 して い る。 コタ ニ ャニ の土 曜 市 は湖 岸 か ら約 ４５ｋｍ ，こ

れ ら牧 民 の居 住 地 か らや や 下 が った ，湖 岸 と東 斜 面 の ア ンバ ナ Ａｍｂａｎａ とを結 ぶ 道

路 の途 中 の標 高 ３９００ｍ の小 集 落 で 開 か れ る。 市 に は東 の 谷 の農 民 ，高 地 の牧 民 ， 湖

岸 の漁 民 がそ れ ぞ れ の 産 物 を 持 って参 加 し， ま さ に異 な った生 態環 境 間 の 交易 の場 と

な って い る。 これ に加 え て １台 の トラ ックが ラパ ス や ア チ ャカ チ か らの露 店 商 や 交 換

商 を運 ん で くる。 土 曜 は ， す ぐ下 の ア ンバ ナで も市 が 開 か れ る 日で あ るが ， コタ ニ ャ

ニが 栄 え る につ れ す っか りさ び れ て しま い， 今 で は ア ンバ ナ に店 を 持 つ村 の有 力 者 が

サ トウ，小 麦 粉 等 の 商 品 を持 って こ こで商 売 をす る ほ どで あ る。 取 引 は衣 料 品や 雑 貨

を除 き物 々交 換 が 基 本 で ，コタ ニ ャニ 周 辺 か らは ジ ャガ イ モ ，チ ュニ ョ，オ カ，ソ ラマ メ

等 を ， 下 の 谷 か らは トウモ ロ コ シや ア リコマ が 運 ばれ て くる。 ま た ，卵 や チ ー ズ が交

換 商 によ り加 工 食 品 ，調 味料 ，果 物 等 と交 換 され る例 が 多 い 。 この定 期 市 に集 る範 囲

は， 遠 くは １０００ｍ も下 の リョブ リ ャタ Ｌｌ（）ｊｌｌａｔａ 村 か ら ３時 間 以 上歩 いて く る農 民

も い る ほ ど広 いた め ， 荷担 ぎ の ウマ ， ロバ ， ラバ が 市 の 周 り に数 多 くつ な が れ て い る。

　 ⑥ タル カニ 　Ｔａｒｕｃａｎｉ　 デ サ グ ア デ ロ と同様 ， 国 境 を 流 れ るス チ ェ Ｓｕｃｈｅ川 を

は さん で 木 曜 日 に行 わ れ る国 際市 で あ るが ， デ サ グ ア デ ロの よ う に幹線 道 路 に面 して

い な いた め ， 市 の 規 模 は は るか に小 さ い。 ペル ー側 で は警 察 署 もあ る牧 民 の小 集 落 の

広 場 で 市 が 開 か れ るが ， ボ リビア側 は川 岸 の 草 原 に数 台 の トラ ック が止 ま り， パ ン，

サ トウ等 を並 べ て い るにす ぎな い 。 広 場 には ， ペ ル ー の ロサ スパ タ Ｒｏｓａｓｐａｔａ や ワ

ンカ ネ Ｈｕａｎｃａｎ６ か ら トラ ッ クで きた露 店 商 が ， 毛 布 や 衣 料 品 ， 電池 ，灯 油 コ ン ロ

や そ の部 品 ， ノ コギ リ等 の大 工 道 具 ， ア イ ロ ン，魔 法 ビ ン等 の工 業 製 品 や チ ョ コ レー

トや ク ラ ッカ ー等 の 加 工食 品 を 並 べ ， ボ リビア か らジ ャガ イモ ， チ ュニ ョ， オ カ， ア

ル パ カの 毛 等 を か つ い で く る農 民 や牧 民 と交 換 をす る。 そ の他 に もペル ーの 牧 民 を 相
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手 に農 産 物 を 並 べ て い るボ リビア の農 民 や ， チ ャ ラサ ニ Ｃｈａｒａｚａｎｉ方 面 か ら きた 薬

草 売 りが １０人 ほ ど店 を 出 して い る。

　 （３） 東 斜 面

　 ① ア マ レテ　Ａｍａｒｃｔｃ　 エ ス コマ か ら東 へ １３０ｋｍ ほ ど入 った ア ンデ ス東 斜 面 の

村 で ，標 高 ３８００ｍ に位 置 して い る。 定 期 市 は 日曜 日の朝 中央 広 場 で 開 か れ る。 主 と

して 村 外 か ら くる人 が広 場 の南 側 に列 を な して座 る。 並 べ られ て い る品 物 は， 数 人 の

交 換商 が持 って き た加 工 食 品 や調 味料 ， 日用 品 ，野 菜 等 で あ る が， 野 菜 はタ マ ネ ギ ，

レタ ス等 村 内 で生 産 さ れ る もの も並 ぶ。 ま た ， リャマ ， アルパ カ の 畜 産 品 （肉 ， 内臓 ，

脂 ，毛 ） な ど ，村 の 高 地 部 の 牧民 の 産 物 もあ る。 パ ンは村 で加 工 され た黒 い もの が並

ぶ こ と もあ る。 取 引 は， ジ ャガ イモ ， オ カ ， エ ン ドウマ メ， チ ュニ ョ， カ ヤ な ど村 で

収 穫 され た作 物 あ るい は その 加 工 品 との物 々交 換 が基 本 で あ る。 た だ し，マ ッチ ， ロ

ー ソ クを 除 く日用 品 と衣 料 品 は現 金 取 引 に限 られ る。 取 引 を行 うの は，村 の北 に 隣接

す る カマ タ Ｃａｍａｔａ か ら低 地 産 の 果 物 を も って きた 男 性 と村 内 に衣 料 品店 を も って

い る男性 を 除 い てす べ て女 性 で あ る。 しか し東 斜 面 の 農 村 に して は 比 較 的 人 口の多 い

村 で あ るせ いか ， 広 場 に 男性 の姿 が ま った くな いわ け で はな く， 時 に 日用 雑貨 や衣 料

品 を購 入 した りす る他 ， 広 場 の周 辺 に た む ろ して 市 を見 物 した りお し ゃべ りを楽 しん

で い る男 性 も多 い （写 真 ４）。

　 ② クル ス ・パ タ　 Ｃｒｕｚ　Ｐａｔａ　 前 述 の コタ ニ ャニ か ら西 へ ４　ｋｍ ほ ど下 った戸 数

写真 ４　 アマ レテの 日曜市
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２０戸 ほ どの小 村 で 開 か れ る金 曜 市 。 １９８０年 に村 の有 力 者 が ， 下 の 谷 で 栽 培 され るタマ

ネ ギの 集 荷 を容 易 にす るた め始 めた と い う。 広 場 には調 味料 ，果 物 ，雑 貨 ，土 器 等 を

並 べ た 交 換商 と地 元 住 民 が ７人 座 って い るだ けで ， 市 の 規模 は 非 常 に小 さ い。 農 民 は

タマ ネ ギ， トウモ ロ コ シを交 換 の た め ，あ るい は広 場 に店 を 構 え て い る有 力 者 に売 る

た め に持 って く るが ， ３月 頃 に は トゥナが 多 くな る とい う。

　 ③ モ コ ・モ コ　 Ｍ ｏｃｏ　Ｍ ｏｃｏ　 ア マ レテへ 登 って 行 く道 を 約 ７５ｋｍ の 地 点 で右 へ

そ れ ， さ らに ２５ｋｍ ほ ど谷 へ 降 りた町 。 標 高 は ３３５０　ｍ 。 こ こ も 日曜市 で ， 中央 広 場

の横 の 細 長 い広 場 の両 側 に湖 岸 の エス コマ ， カ ラブ コ， プ エ ル ト ・ア コス タ等 か らき

た 交 換 商 や漁 民 が約 ８０人 ，加 工 食 品 ・果 物 ・調 味 料 や サ カ ナ を並 べ ， そ の他 に衣 料 品 ，

雑 貨 ，民 間薬 の 露店 が数 軒 あ る。 現 金 取 引 き に限 られ る後 の ３品 を 除 き，取 引 き はす

べ て この 谷 で 多 量 に生 産 さ れ る トウモ ロ コシ との 物 々交 換 で あ る 。 この よ うに ， モ コ

・モ コ周 辺 の谷 は前述 の コタ ニ ャニ の下 の ア ンバ ナ周 辺 の谷 と共 に湖 岸 に近 い トウ モ

ロ シ産 地 で あ るた め ， か つ て は収 穫 期 に大 勢 が （主 と して ハ ラチ ョ Ｊａｌａｃｈｏ と呼 ば

れ る プ エル ト ・ア コス タ周 辺 の湖 岸 の 農 民 ） ジ ャガ イ モ ， チ ュニ ョ等 の農 産 物 を持 っ

て 交 換 に きて いた とい う。 当時 の交 換 は農 家 を 一 軒 ず つ 回 って必 要 な量 の トウ モ ロ モ

シを 入手 した が ，現 在 は定 期 市 が 行 わ れ る 日 に合 わ せ て谷 に 降 り， そ の 日 の うち に必

要 量 を 確保 す るよ うに な った 。

　 ④ チ ャ ラサ ニ　 Ｃｈａｒａｚａｎｉ　 エ ス コマ か らア マ レテへ の 分 岐 点 を東 へ別 の道 を約

２０ｋｍ 下 った標 高 ３２００ｍ の谷 間 の 町。 こ の谷 の耕 地 は はか つ て ア シエ ンダ ｈａｃｉｅｎｄａ

（大 農 場 ） の 所 有 で あ った が ， １９５３年 に行 わ れ た農 地 改 革 に よ り， 農 民 の所 有 とな っ

た 。 チ ャ ラサ ニ はバ ウテ ィス タ ・サ ーベ ドラ Ｂａｕｔｉｓｔａ　Ｓａａｖｅｄｒａの 郡 庁所 在 地 で あ る

が ， 町 の人 口 は非 常 に少 な い。 中央 広 場 の 周 辺 に は か つ て の農 場 主 が食 料 品 や 雑 貨 の

店 を開 いて い る。 こ こで 開 か れ る 日曜 市 は， ラパ ス か ら遠 い こ と もあ るが ，農 民 た ち

が ，今 な お これ らの店 に農 産 物 を売 る習 慣 が続 いて い るた め もあ り１１），規 模 は非 常 に

小 さ い。衣 料 品 と 日用 雑 貨 の店 を 出 して い る外 部 か らきた 二 人 の 露 店 商 を 除 い て ， こ

こに は谷 の上 部 か らタ マ ネ ギ， レタ ス ， オ レガ ノ ， パ セ リ等 の 野菜 や香 草 ， ロ メ ロや

マ ンサ ニ ヤ （いず れ も薬 草），あ る い は カ ー ネ ー シ ョンの 花 （薬 用 の他 ，儀 礼 に も使 用）

を持 って 降 りて く る農 民 とパ ンを 籠 に入 れ た 地 元 住 民 が 約 ２０人 ほ ど座 って い るにす ぎ

な い。 野菜 や香 草 は基 本 的 に は谷 の 下 部 の 農 民 が 持 って く る トウモ ロ コ シと ほぼ 等 量

で交 換 され る （長 さ １０ｃｍ ほ ど の トウモ ロ コ シ ３個 と 中 く らい の タマ ネ ギ ３本） 「ヤ

１１）１９５３年の農地 改革後 も，かつての大農場主 と小作人の間に このような関係 が継続 しているの

　 はめず らしい例であ る。農民 たちは，その方 がごまか しもな く安心な ため というが，おそ らく

　 ラパ スか ら遠いこの辺 りでは農産物を農民自身 が外 に出すのが困難なためで もあろ う。
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パ」 は高 所 の方 か ら出 し， それ に 下 の 農 民 も応 じ る。 人 によ って は， 現 金 に よ る取

引 き は， お金 の勘 定 が わ か らな い とい って いや が る。

２．　 ラパ ス県 の定 期市 ま とめ

　 以 上 が 今 回 の 調 査 で 観察 した ラパ ス県 の定 期 市 ３０例 の うち ３地 域 ・１５例 の記 述 で あ

る。 他 の １５例 も基 本 的 には これ ら とほ ぼ 同様 で あ るが ，若 干 の 異 な る点 あ るい は これ

の 中 に は述 べ られ て いな い点 を以 下 補 足 して お く。 な お， 付 表 １と して ， 前述 の１５カ

所 か らアル ト ・リマ ， ビ ラケ ， デ サ グ ア デ ロを 除 き， パ ル コ コ と コパ カ バ ナ を加 え た

１４の定 期 市 の全 商 品 リス トを示 した 。

　 （１）　 ラパ ス 県 の 定 期 市 は一 般 に午 前 ７時～ ８時 頃 に始 ま り，　 正午 過 ぎ に終 了 す る

例 が大 部分 で あ るが ，バ タ リャス Ｂａｔａｌｌａｓ は例 外 的 に早 く， 早 朝 ５時 頃 に ラパ ス か

ら くる肉 ， チ ーズ の仲 買人 の活 動 か ら始 ま る。 開 始 時 間 が 早 いた め か １０時 頃 に は ラパ

ス や北 の ア チ ャカ チ方 面 へ 車 が 出始 め， 広 場 は閑 散 と して しま う。

　 （２）　 ボ リビ アの 市 町 村 に は， ラパ ス ， コチ ャバ ンバ， ス ク レ， ポ トシ，タ リハ 等 県

庁 所 在 地 で あ る大 都 市 を除 いて 常 設 市 場 を 持 つ 町 村 は非 常 に少 な いが ，今 回観 察 した

う ち コパ カ バ ナ ， コ ロイ コ Ｃｏｒｏｉｃｏ， カ ラナ ビ Ｃａｒａｎａｖｉ， ソ ラタ の ４つ の 町 に は小

規 模 な常 設 市 場 が設 け られて お り， 定 期 市 は 市 場 の 周 辺 の路 上 で行 わ れ る。前 ３つ の

町 の常 設 市 場 で売 られ て い る もの は ，果 物 ， 野 菜 ，加 工食 品 ，調 味料 等 で ，衣 料 品 を

除 け ば定 期 市 に並 ん で い る もの と大 差 が 無 い が ，市 日以 外 に周 辺 の農 民 が こ れ らを利

写真 ５　 ワ リャパ の峠の市
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写真 ６　 ヒワ クタの市

用す ることはきわめて少な く，通常は町の住民のみが利用 している。

　 （３）　定期市は基本的には村や町の広場で開かれるが， 前項のように常設市場の周

辺の路上で開かれる例の他，村外の峠 （ワリャパ Ｈｕａｌｌａｐａ）や （写真 ５），川岸 （タ

ルカニ）で行われる場合 もある。市が開かれる場は，中央広場であれその他の広場で

あれ，特に市のための施設は設けられていないが， ヒワクタＪｉｈｕａｃｕｔａとパタカマヤ

Ｐａｔａｃａｍａｙａには店の区画を示すための一段高い石敷きが設け られている（写真 ６）。

　 （４）　 ２つの広場で行われる場合，中央広場は衣料品，加工食品や調味料，果物，野

菜等を並べた露店商が占めるのが一般的であるが，前述のように，アチャカチの場合

中央広場の庭が大 きく店を出す場所が限 られているせいもあり，加工食品類の露天商

は地元農民 と共に別の広場に並ぶ。またマチャカマルカ Ｍａｃｈａｃａｍａｒｃａのように，

中央広場に土器，毛皮，ヒツジや リャマの肉， リャマの毛で編んだ投石具など地元産

品やサカナが並んだり，３つの広場を使用するパルココのように， １番 ラパス寄 りの

広場に地元農民が農産物を持って集り，アルパカや リャマの原毛やロープ，投石具な

どの畜産品，土器，灯油，サカナ等農産物以外の地元産品は，加工食品や調味料，果

物，野菜，コカ，ロープの材料となる裁断されたプラスチ ック等の露天商 と共に２番

目の広場に並ぶ例 もある。

　 （５） 広場での配置は露店商の場合品物 ごとにまとまって場所 を占めるのが一般的

であるが，コパカバナではサカナとパ ンを除 きこのま とま りがない。交換商はエスコ
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マ の よ う に広 場 の一 画 を 占 め るにせ よ ，ア チ ャカ チ の よ うに周 辺 の街 路 に座 る にせ よ，

す べ て １カ所 にか た ま って い る。農 民 は ，持 って くる産 物 が ほ とん ど 同 じで あ るせ い

も あ り， 特 に同 じ産物 を並 べ て い る人 が集 ま る こ と はな い。仲 買人 の方 が農 民 の間 を

歩 き回 って 農 産 物 の購 入 の交 渉 をす る形 が多 いが ， 肉 ，卵 ， チ ー ズ を買 うクル バ の仲

買 人 は座 っ て農 民 が売 りに く るの を待 つ 。 また ， 商 人 ， 農 民 と も広 場 で は列 を作 って

直線 的 に並 ぶ のが 一般 的 で あ るが ， マ チ ャカマ ル カで は， 農 民 が 到着 順 に渦 巻 状 に列

を作 って 座 る。

　 （６） 家 畜市 は上 記 の クル バ ， ビラケ ，ア チ ャカ チ ，エ ス コマ 以 外 に ヒワ クタ ，マ チ

ャカ マル カ等 で も開 か れ る。

　 （７）　 乾 し肉 は一 般 に は牧 畜 民 が加 工 し交 換 品 と して 定 期 市 に持 って く るが ，　 ビア

チ ャで は露 店 商 自身 が行 う。

　 （８）　 ア ン コ ライ メ ス Ａｎｃｏｌａｉｍｅｓで は， 非 常 に質 の 悪 い コカ の葉 を売 って い る人

が ３人 い た が ， コカ に限 らず 果 物 や 野菜 につ いて も， ラパ スで は とて も商 品 に な らな

い質 の悪 い もので も地 方 の 市 に並 ぶ こ とが しば しば あ る。

　 （９） 古 い織 物 や 装 飾 品 を 買 い 取 る人 が い た り ， 中央 広 場 の近 くで サ イ コロ と ば く

が 開 帳 され て い た の は ，パ タ カマ ヤだ けで あ る。

　 （１０）　 サ ー ビス業 で一 番 多 い の は 食 事 や 飲 み物 の屋 台 で ， 今 回 観 察 した 定 期 市 で

は ， ビ ラケ を 除 い た アル テ ィプ ラ ノ の全 定期 市 にみ られ た。 特 に ビア チ ャの場 合 ， 市

の 規 模 に比 べ て屋 台 の数 が多 い の が特 徴 で あ る。 ま た ，パ ル コ コの よ う に広 場 と広 場

の 間 に コ ー ヒー や簡 単 な食 事 を給 す るア ドベ ａｄｏｂｅ（日乾 しレ ン ガ） の キ オ ス コが作

られ て い る例 もあ る。 しか し湖 岸 ・高 地 や東 斜 面 で は ， コ ー ヒ ー とパ ンを売 る村 の女

性 が ２０人 も い る ワ リサ タ Ｈ ｕａｒｉｓａｔａ を除 いて ， 市 の屋 台 で はな く広 場 の周 辺 の家 が

そ の 役 割 を 持 つ場 合 が多 い が ，常 設 市 場 の あ る コパ カバ ナで は，市 場 の一 角 に食 堂 や

カ フ ェテ リア の設 備 が 整 え られ て い る。 そ の他 の サ ー ビス業 ζ して は， 自転 車 ・ 時計 ・

ラ ジオ や テ ープ レ コー ダ ー ，農 具 等 の修 理 が ア ル テ ィプ ラ ノ の定 期 市 を 中心 にみ られ

る。 ペ ル ーの 市 に 多 い床 屋 は ボ リビ ア で は少 な い。

　 （１１） １１月 １日 と ２日の万 聖 節 を ひ か えた １０．月２９日 のパ ル コ コの 市 で ， 墓 地 に設 け

る祭 壇 に使 うサ トウ キ ビや 花 ， さ ま ざ ま な形 のパ ンが た くさん 売 られ て お り，人 出 も

他 の 日 に比 べ 多 い 。一 般 的 に ，祭 日前 の定 期 市 は通 常 よ り人 も商 品 も多 くな る・

　 （１２） 食 料 品 ， と くに サ カ ナ の鮮 度 は重 要 な 問 題 で あ るが ，役場 の係 官 に よ る品 質

管 理 は チ ュマ Ｃｈｕｍ ａ で行 わ れ て い た のが 唯 一 の 例 で あ る。
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３、　 農 民 の 日 記

　 日記 は いず れ も， 今 回 の 調 査 範 囲 で あ る ラパ ス 県 の高 地 農 民 １０人 に よ るもの で ，

１９７９年 ４月 ～ １９８１年 ６月 の 間 の す べ て の 活動 報 告 （農 作 業 ，交 換 ，購 入 ，定 期 市 ， 内

職 ，行 事 ， 旅 行等 ） で あ る。本 論 で扱 う定 期 市 に関 わ る事 項 （日時 ， 場 所 ， 回 数 ，売

買 ・交 換 した 品 物 ，価 格） は以 下 の よ うに記 述 され て い る （…　 　 で 記 した部 分以 外

は 当 日の 日記 の全 文 を訳 して お り省 略 は して いな い）。な お，対 象 と した イ ンフ ォ ーマ

ン トの所 属 す る村 の 名前 ，家 族 構 成 ， 農 業 以 外 の収 入 源 ， 家 畜 の数 な どは 表 ４の通 り

で あ る。 ま た ， か れ らが定 期 市 を 含 め て 村 外 へ 出 た 場所 ， 目的 ， 回数 ，売 却 あ るい は

交 換 の た め に持 って い った品 物 ，購 入 あ るいは 交 換 で 入手 した 品 物 ，家 計 の収 入 と支

出等 を付 表 ２～ ４に示 した 。

　 （１） 「今 日水 曜 日は， 朝 ６：００妻 と娘 と一 緒 に ， 昨 日金 曜 日中 に準 備 して お いた タ マ

　 ネ ギ を売 りに ラワ チ ャカ Ｌａｈｕａｃｈａｃａ の定 期 市 へ 行 くため ハ ル マ Ｊａｒｕｍａ へ 出 る。

　 しか し， 自分 はハ ル マ か ら畑 の 耕 起 を す るた め 村 へ帰 り， ウ シに給 餌 を して か ら午

　 後５：００まで 働 く。丁 度 そ の 時 間 に妻 が 持 って い った ２カル ガ ｃａｒｇａ半 １２）のタ マ ネギ

　 を１００本４０ペ ソで売 り， ４００ペ ソ１３）の売 上 げ か ら１２０ペ ソ を食 料 の購 入 と交 通 費 に使

　 って２８０ペ ソを持 って帰 って くる。」（チ ア ル マ ニ Ｃｈｉａｒｕｍａｎｉ，農 民 Ａ，１９７９．４．１６）

　 （２） 「（パ タ カ マ ヤ の） 広 場 に ウ シを 売 り に行 き，５，０００ペ ソで 売 る。 妻 は， 染 料 と

　薬 を２００ペ ソ で買 う。」 （チ ア ル マ ニ ， 農民 Ｂ，１９７９．９．９）

　 （３）　 「早 朝 妻 が昼 食 の 準 備 を して い る間 に 自分 は ウ シに オ オ ム ギ を与 え る。７：００に

　義 父 の トラ ックか らジ ャガ イ モ を下 す 。妻 と義 母 は昼 食 の支 度 をす る。 午 後 週末 の

　休 養ｉと買 物 の ため パ タ カ マ ヤ へ行 く。」 （ハ ル マ ，農 民 Ｃ，１９７９．４」３）

　 （４） 「今 日土 曜 日， 自分 は サ ッカ ー の試 合 と必 要 な も の を買 う た めハ ル マ の市 へ行

　 った 。 妻 も食 料 を買 うた め ハ ル マ へ 行 った 。 支 出 １２０ペ ソ。」　 （ハ ル マ ， 農 民 Ｄ ，

　 １９７９．６．２３）

　 （５） 「午 前 ６：００に起 床 し，妻 は朝 食 と昼 食 の支 度 をす る。 朝 食 後 コパ カバ ナ の定 期

　市 へ 野 菜 ， パ ス タ ， サ トウ， シオ ， 肉等 を買 い に行 く。 その （買 物 の） た め ，売 り

　物 と して ジ ャガ イ モ とチ ー ズ を持 って行 く。 帰 りは車 に乗 って くる。午 後 １：３０帰 宅 。

　妻 はす ぐに夕 食 の準 備 に か か り， 自分 は家 畜 を集 め ， ヒ ッ ジを 囲 い に入 れ ， ウ シを

１２） カルガは農産物などの重 さの単位で， 日本語で は一荷に相 当するが， ウマ，ロバ， リャマ等，

　荷をかつ ぐ動物 によ って重量が異 なる。通常は ５～ ６アロバ （約 ６０－７０ｋｇ）とされる ［ＭＡＣＡ，

　ＡＩＤ，　ＲＤＳ　１９８３：８９］。

１３）ボ リビアの通貨 ペソの対 ドル交換率は，１９７９年１１月以前は １ドル２０ペ ソ，７９年１１月か ら８２年

　 １月 の聞 は １ドル２５ペソ，８２年 １月以降 は １ドル４４ペソ ［ＭＡＣＡ，　ＡＩＤ，　ＲＤＳ　 １９８３：ｘｖ量］。
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村

Chiarumani

Jaruma

Huacuyo

 Belen 

Yuka

地 区 郡
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 Colchani

Copacabana

Zampaya 

Escoma

Aroma

Manco Capac

Camacho

表４ 日 記 資 料 提 供 者 一 覧

氏 名 （年令）

P. Morante R. (29) 

F. Quispe (62) 

S.  T6rrez Q. (33) 

E.  Huallpa, M. (27) 

R.  Mamani Q. (48) 

A. Coaquira Q. (42)

T. Hoyo Soto (42) 

J. Constantino M. (32) 

P. Maquera Y. (29) 

J. Yanarico C. (37)

家 族 数

妻、子 ２人

妻、子 ６人

妻、子 ２人

妻、子 ２人

妻、子 １人

妻、子 ２人

　 子 １人

妻、子 ３人

妻、子 ３人

妻、子 ２人

農業以外の職業

「弁護士」

仕 立て屋 ，楽士

大工

仕立て屋 ， ラジオ修理

刺繍 （祭衣装）

家 　畜 　の　数

ウ シ ヒ ツジ ブタ ロ ノく リャマ ニ ワ ト リ

4 

2 

2 

3 

 3 

4

3 

1 

2

30 

34 

23 

12 

35 

45

50 

10 

7 

15

2 

2 

2 

3

2 

4 

3 

3

2 

2 

3

1 

1

1 

1

10 

20 

2
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藤井　 中央アンデスの定期市

家 の近 くに つ な ぐ。 夕 食 後 休 む。」 （ワ ク ヨ Ｈｕａｃｕｙｏ，農 民 Ｅ，１９７９．５．６）

（６） 「今 日 コパ カバ ナ に買 物 に行 く。売 り物 と して パ パ リサ を ２ア ロバ ａｒｒｏｂａ 持

って行 き， １ア ロバ （１２ポ ン ド，約 ｌｌ．５ｋｇ） ４０ペ ソ で売 る。 食 料 を １２０ペ ソ買 う。

午 後 ４：００に帰 宅 す る。 妻 も学用 品 を買 うた め に 同行 す る。 娘 は 自分 の衣 服 の洗 濯 を

す る。」 （ワ ク ヨ， 農 民 Ｆ，１９７９．４．２２）

（７） 「今 日 テ ィ トゥ ・ユ パ ン キ Ｔｉｔｕ　Ｙｕｐａｎｑｕｉ 村 の祭 に行 き， そ こで上 質 の帽

子 を １つ ４００ペ ソで 買 う。 ま た タ マ ネ ギ の苗 を ６０ペ ソで買 う。」 （ワク ヨ，農 民 Ｆ，

１９７９．１２．１５）

（８） 「日曜 日の朝 起 床 ，家 族 全 員 で 朝 食 後 ， ユ ング ヨ Ｙｕｎｇｕｙｏ へ 買 物 に行 く。 ト

ウモ ロ コ シを ３袋 売 るた め に持 って行 く。 トウモ ロ コ シを５２ペ ソで売 った 後 ， トウ

ガ ラ シ １ポ ン ドを２０ペ ソ， 洗 ｉ剤 １袋 を３０ペ ソ， マ ッチ １箱 を ８ペ ソ， ヒ ヨ コ ２羽 を

４０ペ ソ， サ カ ナ の罐 詰 め １つ を １０ペ ソで買 う。 買 物 の後 コパ カバ ナま で コ レク テ ィ

ボ ｃｏｌｅｃｔｉｖｏ （乗 合 自動 車 ） で帰 り， 交 通 費 を １６ペ ソ払 う。 コパ カバ ナ で もパ ンを

１０ペ ソ， ４ポ ン ドの サ トウを １４ペ ソ とタバ コ １箱 ， オ レガ ノ を 買 い帰 宅 す る。 妻 は

夕 食 の支 度 を し， 食 事 後 サ ン ・ガ ブ リエル Ｓａｎ　Ｇａｂｒｉｅｌ放 送 を 聞 いて か ら寝 る。」

（キ リ ャイ ・ベ レ ン Ｋｉｌｌａｙ　Ｂｅ１６ｎ，農 民 Ｇ，１９７９．７．８）

（９）　 （前 日 ラパ ス に出 る）「午 前５：３０起 床 。ユ カ Ｙｕｋａ に戻 るた め に ブ エ ノス ・ア イ

レス Ｂｕｅｎｏｓ　Ａｉｒｅｓ通 りに出 る。家 に持 ち帰 るた め ，パ ス タ ２袋 を １００ペ ソ， コメ １

袋 を ３５ペ ソ，妻 の た め靴 １足 を １５０ペ ソ， さ らに （祭 衣 裳 製 作 用 の） 毛 糸 １ｋｇ を

１５０ペ ソ，金 色 の レー ス １ｍ を３５ペ ソ ， ボ ール紙 ２枚 を６０ペ ソ， マ トラカ （祭 に使

う楽 器 の一 種 ） １つ を ２５０ペ ソで 買 う。 ラパ ス を１０：３０に出発 ，途 中 ア チ ャカチ で パ

ンを２０ペ ソ買 う。 午 後４：００到着 。妻 と共 に エ ス コマ か らユ カ に登 り， 夕食 後 休 む。」

（ユ カ， 農 民 Ｈ ，１９７９．４．１２）

（１０） 「早 朝 起 床 。妻 は １ポ ン ドの パ ス タ を ゆ で て昼 食 の支 度 を して か ら，エ ス コマ

の定 期 市 へ ５０ペ ソ持 って 買 物 に 出 か け る。 自分 は家 に残 り， ウ シ， ヒツ ジ， ブタ の

世 話 をす る。 １２：００に妻 が戻 り食 事 を し市 で 買 った 果 物 を食 べ る。 市 で は そ の他 に

パ ン ５ペ ソ， トゥナ ３ペ ソ，バ ナ ナ ２ペ ソ ，乾 燥 トウガ ラ シ ５ペ ソ， オ レガ ノ ５ペ

ソ， ク ミン ５ペ ソ， サ カ ナ ５ペ ソの 買物 を した。 夕 食 は， サ カ ナ とチ ュ ニ ョの ス ー

プで ， 食 事 後 就 寝。」 （ユ カ ，農 民 Ｈ，１９７９．４．１５）

（１１） 「今 日 日曜 日は ６：００に起 床 し， 朝食 と昼 食 の支 度 の た め に１０ポ ン ドの ジ ャガ

イ モの 皮 む きを す る。８：３０に ，家 畜 を父 親 に預 けて 村 （エ ス コマ） へ 買 物 に行 く支

度 を す る。９：５０に村 に着 く。 買 物 の た め に ，現 金 を８０ペ ソ と清 涼 飲 料 水 の 空 ビ ンを
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　 持 って行 く。今 日の 買物 は全 て現 金 で ， 清涼 飲 料水 の他 ， ビール とアル コール を 買

　 う。 …　 　 」 （ユ カ，農 民 １，１９７９．４．１５）

　 （１２） 「い つ もの よ う に午 前 ５：００起 床 す る。今 日 はサ ンタ ・カ タ リナＳａｎｔａ　Ｃａｔａｌｉｎａ

　 の祭 日の 前 夜 で あ る。妻 が まず 朝 食 の支 度 を す る。 そ の後 ， カ リェ Ｃａｌｌｅ （と い う

　 名 の 人） に 貸 す モ レナダ Ｍ ｏｒｅｎａｄａ （伝 統 的 な 踊 り） の衣 裳 を縫 う。 貸 し料 は頭 飾

　 り等 含 め て 一 式２００ペ ソ。 ま た ， ４月 ３０日ま で に仕 上 げ な け れ ば な らな い父 親 の 衣

　 裳 作 りを 昼 食 ま で手 伝 う。妻 と昼 食 後 ， ウ シを 小屋 か ら出 しアル フ ァル フ ァを 与 え ，

　 ニ ワ トリと ヒヨ コ， ウサ ギ に も餌 を与 え る。 息子 達 は ， ウ シ とブタ を 草 地 に連 れ て

　 行 く。 彼 等 は弁 当 を 持 って行 く。妻 と一 緒 に エス コマ の市 へ食 糧 を買 い に行 く。 妻

　 は コ カを ， 自分 は １ア ロバ の ジ ャガ イモ を 売 るた め に持 って行 く。 コカ は１００ペ ソ，

　 ジ ャガ イモ は８０ペ ソで売 れ る。 この 金 で トウモ ロ コ シ， サ トウ， パ ン等 を 買 う。 自

　 分 の 金 で 自分 の 帽子 ３００ペ ソ，妻 の 帽子 ８５ペ ソ，息 子 の靴 と靴 下 を６０ペ ソ， 娘 の セ ー

　 タ ーを５３ペ ソで買 う。 ま た ，男 の シャ ツを８５ペ ソで ，女 の シ ャツ を６５ペ ソで 買 う。

　 午 後 ２時 買 い物 を終 えて 帰 宅 す る。 その 後 モ レナ ダ を踊 りに行 くた め身 体 を 洗 い，

　 背広 を着 ， 帽子 を かぶ り靴 を履 く。 妻 も肩 掛 け， ポ ィ ェ ラ ｐｏｌｌｅｒａ （広 が った ス カ

　 ー ト），ａｇｕａ１ｅｒで 支 度 を して か ら， エ ス コマ に踊 りに行 く。 遅 くな って少 し休 む 。

　 ビー ル を４８ペ ソ で買 う。」 （ユ カ，農 民 Ｊ，１９７９．４．２９）

　 （１３） 「今 日 日曜 日早 朝 起 床 す る。 妻 は ジ ャガ イ モ の皮 む きを手 伝 う娘 と共 に朝 食

　 と昼 食 の支 度 を一 緒 に済 ませ る。 息 子 は掛 算 の九 九 を暗 記 す るため の 勉 強 を して い

　 る。食 事 の 後 ，妻 は早 々 と エ ス コマ の 市 ヘ コカ を 買 い に行 く。 ３０ポ ン ド入 った １籠

　 を６００ペ ソで買 い ，市 で小 売 りす る。 今 日の 売 り上 げ は１８９ペ ソで あ った 。帰 宅 す る

　 際 果 物 を１３ペ ソ買 って くる。 自分 は 川 ヘ サ カ ナ釣 りに行 き ペ ヘ レイ を１２匹 釣 る。」

　 （ユ カ ，農ｉ民 Ｊ，１９７９．５．１４）

　 以 上 の よ う に， 内 容 に精粗 は あ る もの の ， こ の資 料 に は定 期 市 で の 買 物 の 種類 ，金

額 等 に関 して 具 体 的 な デ ータ が述 べ られて お り， 短 期 間 の 実 地 調 査 で は得 る こ との で

きな い， ラパ ス県 の農 民 の定 期 市 へ の 関わ りの 程 度 ， す な わ ち定 期 市 を含 め て村 外 へ

出 た 場所 ， 目的 ， 回数 ，売 るた め あ るいは 交 換 の た め に持 って い った品 物 ，何 を ど の

くら い購 入 あ るい は交 換 で入 手 した か ，家 計 の 収 入 と支 出等 に つ い て ， か な り知 る こ

とが で き る （付 表 ２， ３，４参 照 ）。
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ｒｖ． 分 析

１．　 市 の分布 と市 日， 時間

（１） 分 布

　 全 体 的 に定 期 市 が 多 い ボ リビ アで も，ラパ ス県 は特 に盛 ん な地 域 で あ る （地 図 ２）。

全 部 で１８の 郡 の う ち， 北 部 低地 の イ トゥ ラル デ Ｉｔｕｒｒａｌｄｅ， フ ラ ンツ ・タマ ヨ Ｆｒａｎｚ

Ｔａｍａｙｏ両 郡 を 除 いた す べ て の郡 で定 期 市 が開 催 され て お り，中で も カマ チ ョ Ｃａｍ ａ－

ｃｈｏ， ム ニ ェ カス ・ オ マ ス ヨ Ｏｍ ａｓｕｙｏ， マ ン コ ・カパ ク Ｍ ａｎｃｏ　Ｃａｐａｃの湖 岸 と東

斜 面 の ４郡 で 数 多 く開 か れ て い るの が注 目 され る （表 ４）。 地 形 が 複 雑 な 東 斜 面 で は ，

地 図 上 の 直 線 距 離 と して は近 くて も間 に深 い谷 が あ る な どの 理 由で ，極 端 な場 合 １つ

の 谷 ご とに 市 が 成 立 す る （ム ニ ェカ ス郡 の テ ィ ム シ Ｔｉｍｕｓｉ， ソ コ コニ Ｓｏｃｏｃｏｎｉ，チ

ャフ ラヤ Ｃｈａｊｌａｙａ，オハ テ ｑｊ　ａｔｅ）。

　 湖 岸 や ア ル テ ィプ ラノ北 部 で数 が多 い の は， ① ビ ラ ケ の場 合 の よ うに村 の 「権 威 」

を高 め るた め に競 って定 期 市 を 開 い た結 果 ，② この 地 域 が ペ ル ー ・ボ リビア の 国境 地

帯 で あ るた め ， ペ ル ー か らの軽 工 業 製 品 （主 と して衣 料 品 や 乾 電 池 ， 文 房 具 等 の 雑貨 ）

や ， 海岸 の 産 物 （乾 燥 トウガ ラ シ， リ ンゴ等）， ボ リビ アか らの ア ル コー ル， コカ，加

工 食 品等 の 取 引 きが活 発 に行 わ れ る た め ，③ 湖岸 の マ ン コ ・カパ ク郡 は ，前 述 の国 境

地 帯 で もあ るば か りで な く， テ ィ キ ナ水 峡 に よ りボ リビア本 土 と切 り離 され て い るた

め規 模 の小 さ な定 期 市 が数 多 く開 か れ る， な どの理 由 が考 え られ るが ， も う １つ 重 要

な の は ，後 述 の よ う に こ の地 域 で は 異 な った生 態環 境 を利 用 して い る農 牧 民 間 ， あ る

い は湖 岸 の農 民 と漁 民 間 で の 物 々交 換 が ，定 期 市 を利 用 して盛 ん に行 わ れ て い る こ と

で あ る。 こ の よ うに ，定 期 市 の生 態 的補 完 性 の機 能 が 強 い地 域 で は ，比 較 的 狭 い範 囲

を対 象 と した 市 が成 立 し得 るの で あ ろ う。

　 い っぽ うで ， プ エル ト ・ア コス タ や ア チ ャカ チ の よ うに ， かつ て は週 ２日の 市 が 賑

って いた が， 近 くに新 しい市 が 増 え た結 果 １日だ け しか機 能 しな くな る と い う例 や ，

ア ンバ ナや プ カ ラニ の よ う に古 くか らあ った 日曜 市 が今 で は ほ とん どす た れ て しま っ

た と い う よ うな 例 もあ る。 しか し， この よ うな定 期 市 の数 の南 北 差 は， 人 や 商 品 の数

量 か らみ た市 の規 模 や商 圏 を考 慮 に入 れ れ ば ，必 ず し も北 の ほ うが よ り盛 ん で あ る と

は いえ な い。

（２） 市 日

ラパ ス県 の定 期 市 の多 くは毎 週 市 （ｆｅｒｉａ　ｓｅｍ ａｎａｌ）で ， 年 間 を通 じて週 １度 決 っ た
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曜 日 に開 か れ る１４）。 週 ２度 （プ エル ト ・ア コス タ， ア チ ャカ チ， デ サ グア デ ロ）， あ

る い は ４度 （コパ カ バ ナ） 開 か れ る所 も あ るが ， 前述 の よ うに ，前 ２者 の場 合 木 曜 市

は人 出 も少 な くほ とん ど機 能 して い な い。 コパ カバ ナ で は全 て の市 日を観 察 す る こ と

が で きな か った が ， 聞 き取 りに よ れ ば土 曜 市 が 主 で そ の他 の 日の規 模 は は るか に小 さ

い と い う。

　 表 １か らわ か る よ う に， ラパ ス県 内 で定 期 市 が開 かれ る曜 日 は 日曜 日が圧 倒 的 に多

い （ペル ーの ２カ所 を 含 め て４８所 ）。 土 曜 日 （１７カ所 ），木 曜 日 （１３カ所 ） が これ に続

き， 他 の ４つ の 曜 日 は １桁 台 で しか な い。 特 に火 曜 日 は ア イマ ラ族 に と って 「悪 い

日」 と考 え られ て い るｆｇめ １５）こ の 日の 市 は本来 無 か った が，新 し く定期 市 を始 め る際 ，

周 辺 の市 と競 合 しな い よ う に， あ るい は ム ル ピ ラル の例 の よ うに市 を回 る仲 買人 や ト

ラ ック業 者 の 都 合 で この 日 にな った ので あ ろ う。 同 じボ リビ ァの コチ ャバ ンバ市 周 辺

や，そ の 西 の タパ カ リ地 方 で は，定期 市 リング１６）が 見事 に成 立 して い るが ［ＣＡＬＤＥＲ６Ｎ

＆ ＲＩｖＥＲＡ　 １９８４：３７－４１；ＬＡＲｓｏＮ ＆ ＬＥ６Ｎ　 １９８３：ｍ ａｐ　４］， ラパ ス 県 の 場 合 は カ

マ チ ョ郡 （日曜 ：エス コマ ， 火 曜 ：カ ラカ ラ Ｃａｌａｃａｌａ，水 曜 ：パ カ ウ レス ＰａｃａＵｒｅｓ，

木 曜 ：ウマ ナ タ Ｕｍ ａｎａｔａ， 土 曜 ：チ ナ ヤ （〕ｈｉｎａｙａ） と イ ンガ ビ Ｉｎｇａｖｉ， パ カ ヘ ス

Ｐａｃａｊｅｓ両 郡 （日曜 ：ビア チ ャ，月 曜 ：マ チ ャ カマ ル カ・ 火 曜 ：ポ コ アタ又 は ム ル ピ

ラル ，木 曜 ：ヒワ クタ ，金 曜 ：ア グ ア リャマ ヤ Ａｇｕａｌｌａｍ ａｙａ） の ２例 しか な い 。 石

原 も指 摘 して い るよ うに，定 期 市 リン グの存 在 は ，「定 期 市 に依 存 す る専 業 的 商人 や職

人 が ，単 一 の市 に よ って は生 計 を 維 持 す る にた る需要 を確 保 で きな くて も， 市 日の相

違 を利 用 して一 定 の市 場 群 を巡 回 す る事 に よ って ，充 分 な需 要 を獲 得 で き る と い う利

点」 ［石 原 　 １９６８：１３］ が あ る。 ラパ ス県 の場 合 カマ チ ョ郡 で は ま さ に交 換 商 人 側 の

需 要 へ の期 待 と して の リング と考 え られ るが ， イ ンガ ビ，パ カ ヘ ス郡 等 アル テ ィプ ラ

ノの 両 郡 場合 は ，仲 買 人 側 か らの 農 産 物 供 給 へ の期 待 も大 き く作 用 して い る と考 え ら

れ る。

　 （３）　 時 間

　市 はす べ て午 前 中開 か れ ， ポ トシ県 の ポ コ ウ ァタ Ｐｏｃｏｈｕａｔａ の よ うに午 後 か らと

い う例 はな い。 ポ コ ウ ァタ で は ， か な り遠 くか ら農 民 が くるた め ， 開始 時 間 が遅 い と

い う説 明 が あ った 。 開始 時 間 は ８時前 後 で 早 くて １２時 ， 遅 くて も ２時 頃 に は終 了 す る。

１４）多 くの町や村で年に数度，祭 の機会 にも 「年市 （ｆｅｒｉａ　ａｎｕａｌ）」が開かれ るが，同 じ定期市で

　 も年市 と週市 では成立，範囲，機能が全 く異な るので本報告の対象 とは しない。

１５）Ｍａｕｒｉｃｉｏ　Ｍａｍａｎｆ氏 の御教示による。

１６）石原潤 ［１９６８：１１］による用語で，「市 日の相違を利用 して一定の市場群を巡回することによ

　 って，充分な需要 を獲得で きる………よ うな市場群の存在形態」を指 す。
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表 ５　 定 期市 へ行 く回 数 （月 別 ） １９７９．４～ １９８１．３

農 民 名

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

Ａ Ｂ Ｇ Ｄ

７　　　１　　 １１　　 １０

７　　　０　　 １０　　 ６

９　　 １　　 １１　　 ８

２　　 ２　　 １１　　 ７

３　　 ０　　 １８　　 ７

５　　　０　　 １０　　 １０

６　　 ０　　 １１　　 １３

１１　　 １　　 １１　　 １３

９　　　２　　 １０　　 １２

７　　 ３　　 １０　　 ８

４　　　０　　　９　　 １１

４　　　１　　 ８　　 １４

Ｅ　　 Ｆ　　 Ｇ

４　　　５　　 ３

４　　　４　　　２

８　　 ４　　 １０

２　　 ５　　 ４

７　　 ９　　 ４

４　　　４　　　２

３　　 ３　　 ３

７　　 ８　　 ７

８　　　２　　 ２

４　　　２　　 ３

６　　　０　　　５

７　　　７　　　６

Ｈ　 　Ｉ　 　Ｊ

５　　 ６　　 １５

４　　　６　　 ９

７　　 ９　　 １３

５　　 ７　　 １２

５　 　 ３　　 ９

４　　　５　　 ９

８　　　８　　 １０

９　　 ９　　 １６

８　　　６　　 １１

６　　 ８　　 １３

５　　　５　　　６

８　　　４　　 １２

合計
（回）

６７

５２

８０

５７

６５

５３

６５

９２

７０

６４

５１

７１

合計 （回） ７４ １１　　 １３０　　　１１９ ６４　　 ５３　　 ５１ ７４　　 ７６　 １３５ ７８７

例 外 はバ タ リャス で早 朝 ５時 頃 の涼 しい時 間 に始 ま り１０時 過 ぎに は ほ ぼ終 る。 説 明 と

して は ， こ こで は 肉 の仲 買人 が多 く，鮮 度 を 保 つ た め 早朝 か ら開始 す る とい う ことで

あ った 。 バ ス や トラ ックで や って くる人 が 多 い ポ コア タ ， クル バ ，パ タ カマ ヤ ，パ ル

コ コ， バ タ リャス等 は ， これ らの交 通 機 関 の 出 発 と同 時 に潮 が 引 い た よ うに広 場 の人

影 が少 な くな るが ，他 の場 所 で は ，人 に よ って 遅 くま で座 り続 け る こ と もあ る。

　 （４） 季節性

　定期市は原則 として農民社会における経済活動であるから，農耕サイクルに従った

季節性が認められる。表 ５は農民の日記から抽出した月 ごとの定期市へ行 く回数であ

る。個人差はあるが，全体 として ６月と１１月が一番少ないのは，それぞれ収穫期およ

び播種期であるためであろう。 ２月も少ないが，その理由は単に日数が短いためかあ

るいは他の理由 （例えば雨がひどい） によるものかわからない。また，前章でも触れ

たように，祭や行事の前は準備用品を入手するためや，必要経費を得るため農産物を

売 りに行 く農民が多いので定期市はもっとも賑 う。

２．　 場

　（１）　開催する場

　市の開かれる場所は原則 としてそれぞれの町や村の中央広場である。中央広場の周

囲には，通常，教会，役場，商店，時には病院や学校等の施設が配置されており，文

字通 り町や村の中心である。そのため，それぞれの地域社会にとって重要な定期市も
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この広 場 で 開 か れ るの で あ ろ う。 た だ し， ポ コア タ ，マ チ ャカマ ル カ・パ タ カ マ ヤ ，

パ ル コ コ，バ タ リ ャス ， ア チ ャカ チ な どで は ，市 の規 模 が大 き くな った た め も う １つ

別 の広 場 も使 用 す る よ う にな った。ま た ，中央 広 場 で はな く別 の 広 場 （ビア チ ャ），街

路 （アル ト・ リマ ， モ コ ・モ コ），常 設 市 場 の周 辺 （コパ カバ ナ ， ソ ラタ ， コ ロ イ コ）で

開 か れ る場 合 も あ る。 アル ト ・リマ の場 合 は規 模 が大 きす ぎて 広 場 だ けに収 らな くな

って しま い ，結 果 的 に街 路 が 主 要 な 場 とな った の に対 し， モ コ ・モ コで は中央 広 場 が

比 較 的狭 い うえ ， 中央 の大 部 分 が庭 園 化 さ れ て い ると い う，物 理 的 な条 件 に よ る もの

と思 わ れ る。 い っぽ う， ビア チ ャ， コパ カバ ナ， ソ ラタ ， コ ロイ コ等 は ， いず れ も郡

庁 所 在 地 で あ るた め ， そ の シ ンボル と して 中 央 広 場 も庭 園 の整 備 や ベ ンチの 設 置 等 が

進 め られ て い るお り， そ こを市 の場 とす る には 抵 抗 が大 きす ぎ るので あ ろ う。 その 他 ，

村 内 で はな く村 の背 後 の 峠 （ワ リ ャパ ）， 国境 を流 れ る川 の岸 （タ ル カ ニ）で 開 か れ る

よ うな 特殊 な例 もあ るが ， いず れ も峠 や 川 を 挾 ん だ 両 側 の住 民 が参 加 し易 い場 と して

選 ば れ た と思 わ れ る。

　 定 期 市 の た め の施 設 を特 に設 けて い る所 は， ヒワ クタ とパ タ カ マ ヤ で広 場 に石 敷 き

の 区 画 を設 け て い る例 を除 いて み られ な い。

　（２）　配置

　市に並べ られる品物は，それぞれの種類別にかたまって店開きされるのが普通であ

る。コパカバナだけは例外で，定期市が広場ではな く常設市場横の長さ１００ｍ 足 らず

の街路で開かれるためか，サカナとパ ンだけが隣りの街路にかたまり，その他はすべ

て市場横の街路 に入り乱れて店を開いている。交換商や露店商が広場で占める場所は

決っており，その権利に対して町村役場にセンタへ （定期市税）を納める例が多い。

露店商は， 毎年業種毎にマエス トラス ・マ ヨレス Ｍａｅｓｔｒａｓ　Ｍａｙｏｒｅｓ（年長の女性

リーダーを意味 し通常女性） と呼ばれる代表者を選出 し， 場所や価格， 客の取 り合

い等をめ ぐる問題の解決に当る他，それぞれのグループで行 う儀礼や祭 りを主催する

［ＢＥｕＧＨＬＥＲ＆ ＢＥｕｃＨＬＥＲ　　１９６８：３４１－３４２］ｏ

　複数の広場を使用する場合，中央広場のほうは主として露店商あるいは交換商が，

別の広場には地元の農民が農産物を持 って集 る。 ３つの広場を使うパルココでは，一

番 ラパス寄 りの広場で地元農民が農産物を広げ，２番目目の広場は，交換商や露店商

が並べ る果物，加工食品，調味料等 と，地元民が持ってきた畜産品，土器，灯油，サ

カナ等が占め，３つの広場を結ぶ通路 と３番 目の中央広場に，衣料品，履物，日用雑

貨，家具，染料，民間薬等と食事の屋台が並ぶ。湖岸北部か ら東斜面を主な活動範囲

とする交換商は，エスコマやモコ ・モコでは広場の一番良い場所を占めているが，ア
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チャカチでは３つある広場には入れず，側の街路にまとまって店開 きをしている。

　市が複数の広場で開かれる場合，農産物を売りにきた農民たちは，露店商や交換商

とは別の広場にかたまる例が多い。 しかし，サカナ，毛皮や肉等の畜産物，土器，木

製品等は，地元産品ではあるが農産物 とは別の場所で取引きされる場合がある （ポコ

アタ，マチャカマルカ，パルココ）。ただ し，パタカマヤではチーズや毛皮等の畜産物

も農産物と同じ場所で場所で売 られているが，表 ４か らもわかるように，ラパス県高

地部の農民はほとんど家畜を飼 っているので，これ らの畜産物も農民の生産物である

ためであろう。なぜ農民が別に１カ所にかたまるのかという理由としては，市で直接

農民が産物を売るということは，１９５３年の農地改革により自作農とな った後，新 しく

市に参入 したためとも考え られる。また，次章で述べるように仲買人 との力関係を桔

抗させ るためであるかもしれない。

３．　 品 物 とサ ー ビス

（１）　地元農牧産物

①地元民同士で物々交換が行われる湖岸北部や東斜面の一部を除 き，地元産の農牧

産物は基本的には定期市にくる地元民を対象としたものではなく，仲買人に売るか，

交換商との交換物として市に持ってこられる。 しか し，木炭， 木製ベ ンチ， 黎，

ａｇｕａ“ｕ等地元農民を対象 としたものもいくつかみ られる。また，チャラサニにおけ

るトウモロコシとタマネギ，湖岸や高地における農産物とサカナ，パル ココ，ビラ

ケやアマ レテにおける農産物と畜産物等，地元民同士でも，環境や生業が違 う場合

には地元産物間の交換が成立する。

②農民が好む湖のサカナの需要は非常に大きい１７）。通常は当日の朝水揚げされたも

のが市に出されるので，漁場が近い湖岸の市ではまだ生 きているものもあり，鮮度

が問題とされることはない。しかし，チュマのように湖岸からの輸送時間が長 くな

る市 （トラックで約１０時間）では，役場の係官による鮮度の検査が行われる。いっ

ぽ う，湖岸か ら遠いアルティプラノや東斜面の下の方では，鮮度が落ちる生サカナ

より保存のきく石焼 き又は乾燥 したサカナが多 くなる。

③農民が生産する卵やチーズの大部分は自家消費 されず，市で交換あるいは売却さ

れ，都市へ供給される。

１７） サ カナ （乾 しザ カナ） を め ぐる湖 岸住 民 と谷 の 農 民 のや り と りは ， Ａｒｇｕｅｄａｓ［１９８３ （１９１９）］

　 に活 写 され て い る。

８９



国立民族学博物館研究報告　 １２巻 １号

（２） 外来産物

　外か らくる農産物，加工食品，工業製品等は量に多寡はあるものの，地域による

差は基本的には無いといってよい （付表１－１～４）。しかし，

① 自転車は地形が比較的平担なアルティプラノと湖岸の一部に限 られる。

②ガスや灯油のコンロ，ラジオや録音機，アル ミ製品や陶器 といった比較的値のは

る商品はアル ト・リマを別にして，基本的にはパタカマヤ，バタ リャス，アチャカ

チといった規模の大 きい定期市で しかみ られない１８）。

③ ラパスではとても商品にな らないような質の悪いコカや果物が，地方の定期市に

しばしばみられる。

④ペルーとの国境で開かれるタルカニには，当然他の定期市にはあまりみられない

ペルー製の日曜雑貨が出る。

等の，こまかい差は認められる。③に関 しては，卸値が安いが，ラパスでは商品価

値がないため地方に回 って くるのであろう。

　（３）　サービス業

　①中央アンデス高地の定期市によ くみられるサービス業としては，床屋，手紙の代

　書，地方裁判官，靴 ・ラジオ ・テープレコーダー ・自転車 ・農具等の修繕，民間医，

　呪術師，荷物の運搬，占い，遊戯具貸 しや賭事等の娯楽，食事やお茶の供給等があ

　る。これらのうちで，今回調査した市でみられたものは，修繕屋，遊戯具貸 しや賭

　事等の娯楽，食事やお茶の供給のみであった。サービス業に関連するものとして，

　薬草などの民間薬や呪術用品を売る露店商がおり，治療や呪いの相談にのるが，彼

　等の目的は商品を売ることであり純粋なサービス業ではない。

② コーヒーや食事のサービスは多い。しかし前章であげた農民の日記をみても，農

　民が市でお茶を飲んだ り食事をすることは少なく，利用者はむ しろ露店商や トラッ

　ク業者たちである。これ らの人々の方が現金を持っているという事情 もあるが，む

　しろ早朝から開かれる市のためには農民より早 く家を出るので，着 いてから朝食を

摂 るためであろう。バタ リャスでは午前 ５時頃から市が開かれるという特殊事情の

　ためもあり，１０時頃には取引を終えた人々で食事の屋台が一杯 になる。市の規模に

比べて食事の屋台の数が多いビアチャの場合は，郡庁所在地で町も大 きく店 も多い

　ので，日曜日を利用 して村から出てくる農民も利用するためであろう。

１８）定期市にみられる商品の中から普及度を尺度にしていくつかの指標になるものを決め，それ

　らの有無で定期市群の階層性を考察する方法は，例えば Ａｐｐｌｅｂｙ［１９７６］によるもの等，中心
地理論を基礎にした定期市の研究においてしばしば行われているが，本稿ではこの問題は特に

追求しない。
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表 ６ 農民の買物リスト（①定期市　②定期市以外）

１・現地産物

村 名
Ｃｈｉａｒｕｍ ａｎｉ

Ｊａｒｕｍａ

Huacuyo 
K. Belén

Ｙｕｃａ 合 計 総 計

品 名 ＼ 購入場所 ① ： ② ① ： ② ① ： ② ① ： ②

殻物 ・イモ ・マメ

現地産野菜

畜産 ・水産食品

現地産果物

現地産加工食品

家畜 ・家禽

種 ・苗

畜産品

その他の現地産 品

牧草 ・薪

小 計
％

１５

２７

　５

　１

１０

　３

　４

　２

　１

眞
Ｊ

Ｑ
Ｏ
　
　
　
　

ＯＯ

６８

８６

１１

１４

１

４

９

　３

　３

１１

　１

３

１

３

３

２

２

３２

７０

１４

３０

１７

５３

２５

１７

　３

　４

　３

２２

　６

　１

１１

１４

　６

　２

　１

　８

　１

　６

　２

１５１

７９

４０

２１

３３

８４

３９

１７

　４

１７

　９

３７

　９

　２

１１

１４

　９

　２

　１

１４

　７

　９

　４

　５

２５１

７９

６５

２１

４４

９８

４８

１９

　５

３１

１６

４６

１３

　７

３１６

２．外来産物 ：食料品

名村
Ｃｈｉａｒｕｍ ａｎｉ

Ｊａｒｕｍ ａ

Ｈ ｕａｃｕｙｏ

Ｋ ．Ｂｅｌｅｎ
Ｙｕｃａ 合 計 総 計

品 名 ＼ 購入場所 ③ ： ② ① ： ② ① ： ②
●
　Ｏ① ②

食料一般
缶詰
野菜
殻類 ・加工食品
調味料
果物
嗜好品
飲み物

小 計
％

２７８

　　９

　　８

７７

８１

１７

３２

　　６ ：

２０

１

２

１８

６

１

２

１９

５０８ ・

８８ ：

６９

１２

１０７

　 ２

　 ４

２２

２４

　 ４

　　２

　　５

１８

４１

１１

１６

３０

１５１

１６９ ： ２６７

３９ ：　 ６１

６４

　　７

　　３

１５４

２９１

１２６

９３

９５

４

１３４

２９

４７

４６

２５４

８３３ ： ５１４

６２ ：　 ３８

４４９

１７

１５

２５３

３９６

１４７

１２７

１０６

４２

　　１

　　２

１９３

４６

６４

７８

４２４

１５１０　：　８５０

　　６４ ：　 ３６

４９１

１８

１７

４４６

４４２

２１１

２０５

５３０

２３６０

３．工業製 品

村 名
Ｃｈｉａｒｕｍ ａｎｉ

Ｊａｒｕｍ ａ

Huacuyo 
K. Belén

Ｙｕｃａ 計合 総 計

品 名 ＼ 購入場所 ① ： ② ① ： ② ① ： ② ① ： ②

買物一般
農具他

飼料 ・肥料 ・薬

儀礼 ・祭礼用品

衣料 ・装飾 ・履物 ・洗剤等

調理用具 ・食器等
建築資材 ・道具等

日用雑貨

学用品 ・事務用 品
娯楽用品等

その他

修理

小 計
％

　６

　３

１９

２０

　４

　９

　１

　２

１

２９

　１

１３

４６

　９

　４

　７

　４

　１

　２

６５ ：１１６

３６ ：　 ６４

７

　２

２４

　６

　３

　７

　７

　１

１

　３

　３

　８

　４

２３

１２

　４

　１

　４

１

２

５８

４７

６５

５３

　９

１７

ユ９

９５

　７

　５

１０

１８

　３

９

　２

１５

３６

５５

１５

１６

　８

１９

　３

　１

　２

１９２ ：１７２

５３ ：　 ４７

　　７

　　９

２３

２４

１３８

３３

１２

２６

２６

　　６

１１

３２

　６

３６

８６

８７

３１

２７

１３

２４

　５

　２

　４

３１５ ： ３５３

４７ ：　 ５３

３９

１５

５９

１１０

２２５

６４

３９

３９

５０

１１

　　２

１５

６６８

総 計
％

（１～ ３） ６４１ ： １９６

７７ ：　 ２３

２５９ ： ３４６

４３ ：　 ５７

１１７６　：　７２６

　　６２ ：　 ３８

２０７６　：１２６８

　　６２ ：　 ３８

３３４４

９１
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　 （４）　定期市と市以外での品物の購入 ・交換

　農民の日記を分析すると，１０人のラパス県高地の農民が１９７９年 ４月～１９８１年 ６月の

間に購入 ・交換 （以下購入という） した品物は総計 ２４７種類 （修理等のサービスも含

む），総購入回数は３３４４回にのぽる （表 ６，付表２－１～３）。

　品物の内訳は， 地元産物５７種，外来産物１９０種で，外来産物のうち５１種は食料品，

１３９種が工業製品である。地元産物の購入回数は３１６回で，当然のことながら総購入回

数の９．４％を占めるのみであり， さらにその７９％が定期市で購入されている。 定期市

以外のほうが多いのは，チアルマニ，ハルマで牧草 と薪，ワクヨ，ベレンでその他の

現地産物 と牧草，薪，ユカで家畜，家禽がみられるのみである。次に外来の食料品類

は生活必需品 （ａｒｔｉｃｕｌｏ　ｄｅ　ｌａ　ｐｒｉｍｅｒａ　ｎｅｃｅｓｉｄａｄ）と書かれたものを含めて・ ５１種

類を数えるが，こちらも全体として６４％が定期市で購入 されており，定期市以外での

購入が多い，あるいは定期市では購入 しない品物は１４種にすぎない。中で も清涼飲料

水，ビール，アル コール等の飲物と，タバコ，布，薬は約８０％が定期市以外で購入さ

れているのが注目される。工業製品に関しては，定期市での購入 とそうでないものの

購入回数の割合はほぼ半々 （定期市４７％，定期市以外５３％）であり，種類 も定期市で

の購入が卓越するもの７４種，定期市以外が多いもの６５種 とほぼ拮抗 している。なお，

儀礼に使 う奉納物 （ｏｆｒｅｎｄａ）も３９例中３８例が定期市以外であるが，これはたまたま農

民Ａが呪術師に呪いを頼む際，奉納物を呪術師か ら買ったため数字が大 きくなったも

ので，一般化できる数字ではない。 ３つの村全体 として，現地産物と外来の食料品に

関 しては，定期市とそれ以外で購入する品物の傾向はほぼ同 じであるが，工業製品の

みは村によるバラツキが認め られる。

４． 参 加 者

　 （１）　 人 数

　市 へ くる人 の 数 は，「売 り手」１９）に関 して は 市 の 開始 か ら終 了 ま で ほ とん ど移 動 しな

い ので 計 数 可 能 で あ るが，「買 い手 」の方 は常 に移 動 して い る上 く る時 間 もバ ラバ ラな

の で数 を つ かむ の は不 可 能 に近 い。 しか し基 本 的 には売 り手 が多 い市 は買 い手 も多 い

とい う関 係 が成 立 して い るの で ，売 り手 の数 か ら市 の規 模 を推 測 で き る。 市 の 売 り手

１９） アンデス高地の定期市 は，市 とい う商行為の場ではあ るが，一般 の商行為 と違 って 「売 り手」

　 と 「買い手」 の区別が判然 と しない という特徴を持つ。極端な場合，農産物を売 りにきた地元

　の農民が隣の農民か ら種イモを買 う場合す らあ り得 る。 その うえ，市での取 り引きのなかに物

　 々交換が混在 しているため，売 り手，買 い手 とい う言葉 も正確 ではな くな って くるが， ここで

　 は売買にせ よ交換 にせよ，市の場 に坐 って いる方を 「売 り手」 その相手を 「買 い手」 とよぶこ

　 とにす る。
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の概数は，規模が大 きすぎて正確に計数不可能であるアル ト・リマを除き，表 ２に示

した通りである。５００人以上の大規模な市がアル ト・リマを含んで５つあり，以下２０

人以下の非常に小規模な市まである。東斜面の場合，売り手の人数はほぼ湖岸からの

距離と反比例す ることがわか るが，その他の地域では，必ず しもラパスからの距離と

の相関関係はなく，む しろムル ピラルのように最近成立 したものは少な く，また幹線

道路に近いものほど多いということ位 しかいえない。

　（２） 性別

　 皿章で述べたように，定期市の取引きの大部分は女性により行われる。 しかし，定

期市にくる人の圧倒的多数が女性であるかといえばそうではな く，７ ：３位の割合で

男性 も参加 している。売 り手については，交換商人の場合は９９％が女性であるが，露

店商の場合，果物，野菜，加工食品等は大部分が女性商人であり，衣料品，日用雑貨

等は男性あるいは夫婦一組である場合が多い。仲買人 も通常女性で，数人 （大体 １つ

の家族である場合が多い）が分かれて買付けにまわる。男性は買付けた農産物の袋詰

あや トラックへの積込をする。いっぽう農民の日記をみると，農民側 も生産物を売る

にせよ生活必需品 （主 として食糧）を買うにせよ，女性が主としてその役割 りを果す

が，衣料品，履物，電気器具等，比較的高額な品物は男性により買われる場合が多い

ことがわかる。

　定期市に女性が多いということは，基本的には前述のようにボ リビアでは女性の方

が商売にむいていると考え られていることに加え，本来的に移動市である定期市では，

トラック等により移動す るにせよ，一人が持ち運ぶ品物の量は限られているため，商

品の量の面で女性が不利にはな らないためと考えられる。その中で衣料品，日用雑貨

等の露店商に男性が多いのは，商品の単価が高いためか，市での取引きが他の品物ほ

ど活発ではないため，女性にとって魅力のある商売とは思われないためであろう。

　 （３）　地元民と都市居住民

　市への参加者を地元民と都市居住民にわけると，地元民の大多数はもちろん農民で

あり，市を通 じて自分たちの産物を売却あ るいは交換 し必要な品物を入手する。また，

農民Ｊの妻がコカの小売 りを している例や，アマレテの衣料品屋のように，少数とは

いえ地元民の中に交換商あるいは露店商 として市に関わっている人もある。

　 いっぽう都市居住者は必ず しもラパスのような大都市ばかりではなく，ビアチャ，

パタカマヤ，アチャカチ，プエル ト・アコスタ等のそれぞれの地域の行政 ・商業の中

心地や，コロコロ Ｃｏｒｏｃｏｒｏ，マティルデ等の鉱山町の住民 も含まれる。彼等は仲買

人 として地元の産物を集荷 し，露店商として工業製品等外部の商品を供給 し，また交
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換商 として集荷と供給の一人二役を勤める。前述のように，基本的には自家消費を目

的とした取引きを行う交換商の場合，イモ類や穀物等いくつかの決った産物と交換す

るのに対 し，大部分がラパス （エル ・アル トも含めた）か らきている仲買人の場合，

ジャガイモ，チュニョ，ヒッジの毛皮等商品毎に専門化しており，多種類の仲買いを

行 うことはない。また，ラパスか らあまり遠 くなく，ある程度まとまった農産物の集

荷が期待できる市 しか参加 しない。

５． 取 引 き

　（１）　現金取引きと物々交換

　ラパス県の定期市における取引きには，現金による売買と物々交換の両者がみ られ

る。 しかし，両者のどちらが使われるかあるいは優勢であるかについては，次のよう

な一般的傾向が認められる。

　①衣料品，日用雑貨等は，マ ッチ，ロウソク等一部の品物を除き通常露店商のみが

　扱うので，取引きは現金に限られ物々交換される例は少ない。

②アルティプラノの中でも，ラパス市の南部では物々交換はムル ピラルを除いて行

　われないが，西部や北部では一般的である。ムルピラルでは，取引きは基本的に現

金であるが，果物や野菜を扱 う露店商，現地の農民，土器売 りの場合は，現金でも

物々交換で もかまわない。また西部のクルバでは，この年，（１９８３年）は干越のたあ

収穫が少なくなり，仲買人に売って現金を手 にいれることがで きな くなったため，

物々交換が多くなったのであり，サカナや土器を除いて本来はもっぱら現金取引き

　であったという。

　③湖岸や東斜面での取引きでも衣料品，日曜雑貨は現金取引きを基本 とす るが，そ

　の他の品物は大部分が物々交換される。特に湖岸，高地，東斜面の３つの自然環境

が異 る地域の住民が集まるウィラ ・カラ Ｗｉｌａ　Ｋａｌａ， コタニャニの定期市は， 農

民 ・牧民 ・漁民間でそれぞれの地域の産物が物々交換される場 とな っている。ただ

　し，農民の日記を分析すると，エスコマに近いユカの農民は市で物々交換するより

現金で買うほうが圧倒的に多いことがわかる。あるいは湖岸地方でも，前述のクル

バに似た事情から近年物 々交換が盛んになったのかもしれない。

　 （２）　 回 数

農 民 の 日記 を 分析 す る と，村 か ら出 た 回数 の うち８４％ は 買 い 物 が 目的 で ， さ らに買

い物 の７６％ が定 期 市 で行 わ れ て い る こ とに な る２０）（表 ７，付 表 ３－１～ ３）。 ま た表 ５か ら
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村 名

目 的
農 民 名

定 期 市

その他の買い物

（都市）

（近 くの町 ・村）

村 の 祭

家族の儀礼

その他 の目的

合 計

表 ７　 ボ リビア農 民 が村 の外 の町 ・村 に 行 く回 数 （１９７９．４～ １９８１．６）

Chiarumani  .Jarurna Huacuyo
Killay 
 Beien  Yuca

A  B  C  D  E  F  G  H  I  J

144 14 79 139 59 55 79

24 

(17) 

(7)

7 

(2) 

(5)

48 

(45) 
(3)

10 

(0) 
(10)

12 

(11) 
(1)

1 1 0  5 3

10 0 0 3 1

16 1 7 34 21

195 23 134 191 96

22 

(5) 
 (17)

42 

(21) 
(21)

1 8

1  0

20 15

99 144

92 92 153

38 

(19) 
 (19)

51 

(14) 
(37)

9 20

1 0

17 24

29 

(8) 
(21)

7

 0

8

157 187 197

合 計

９０６

２８３

（１４２）

（１４１）

５５

１６

１６３

１４２３
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わ か るよ う に，多 い家 族 で は農 民 Ｃ，Ｄ，　Ｈ の よ う に ２年 間 平 均 して週 １．２回 定期 市 に

行 く。 農 民 Ｂ の よ うに１０週 に １回 しか行 か な い家 族 を含 め て も１０家 族 を 平 均 して週 に

０．７５回 ，つ ま り月 に ３回 は市 に行 くこ とに な る。 定 期 市 の 多 くが 週 に １回 しか 開 か れ

な い こ とを考 え れ ば ， この 数 字 は 定期 市 が彼 等 の生 活 の な かで ， いか に重 要 な位 置 を

占 め て い るか を如 実 に示 して い る とい って よ い で あ ろ う。

　（３）　取引き方法

①仲買

仲買はすべて現金で取引きされる。売買価格はラパスの物価 との関連や品質，大き

さによりほぼ決っている。農民もラジオ等を通じて物価情報を良 く知 っており，時に

は仲買人と農民の間で価格をめぐってはげ しいやりとりが行われることもある。なか

には自分が考えていた価格で売れないためそのまま持ち帰る人 もいる。仲買はまとま

った量を入手する必要があるので，農民が生産物を売る目的できているアルティプラ

ノ南部に多 く，物々交換が主である西部や北部では少ない。

　②露店

　本論では露店商を現金取引きで売買す る移動商人と定義 したのであるから，当然全

て現金売買である。

　③物々交換

　物々交換は農民 と交換商ばかりでな く農民同士で も行われる。交換商との物 々交換

は，品物により決った交換の単位 （ジャガイモ等のイモ類の場合両手，マメや穀物の

場合片手）で行われ，通常 １回の交換で ２杯出す。多量の交換を行 ラ場合でもこのよ

うな形式を繰 り返すだけで，１度に多量の品物を積み上げることは絶対にない。前述

のように，交換商の多 くは純粋の農民ではないため，交換を行う際アゴを しゃくった

り，品物を投げたりして，明らかに農民に対 して上位の姿勢を持とうとする。農民同

士の交換はサカナ，乾 し肉，土器等と農産物，あるいは種イモや種籾の交換の場合成

立する。この場合でも純粋の農民 とそれ以外 （牧畜民や漁民） とでは農民のほうが上

位に立った態度を取 ることが多い。交換商とでも農民 とでも交換は互いにヤパを与え

合うことで成立するのは同じである。

２０）実際は，別項 目に した村 の祭の機会 にも買い物をす ることが多 いので（日記参照），買い物 に

　 出る割合は８７％， うち定期市で の買い物 は７３％ となる。また， これ らの数字は回数を示 したも

　 ので，量的にはラパスなどに出た機会 に大量の品物 を買 って帰 るのが普通であるか ら （日記参

　 照），定期市 での買い物が占める率は低 くなる。
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６．　 社交 ・娯 楽 ・情 報伝 達

（１） 農村社会における定期市が， 単に経済的機能を果 しているばかりでなく社会

的機能 も持 っていることは，多 くの研究者に指摘されているところである。ラパス

県の定期市もその例に漏れず，友人，知人に会っておしゃべりをする場である。前

述のコタニャニの市に １０００ｍ 下の村から来た男性の場合 も，特に必要があって登

ってきたわけではなく，誰か友人に会わないかと思づてきたと話 していたことか ら

もわかるように，この傾向は特に男性に強 く，多 くの市で買い物もせずブラブラし

ている男性が目につ く。

（２） 村で行われる祭や儀礼を除いて娯楽の少ない農民にとって， 定期市に行 くこ

とは単調な毎日の農作業か ら離れるという意味で，市で賭事をする人はもちろん，

そうでない人にとっても楽 しみであり休養となっている　（農民の日記③参照）。 ま

た，定期市の機会を利用 してサ ッカーの試合をするビラケのような例は，まさに市

と娯楽を結びつけたものといえよう。

（３）　定期市 という人が大勢集まる場は，　 情報伝達手段に乏 しい農村地帯における

絶好機会である。ペルーで観察 したいくつかの村では，定期市の日に役場のスピー

カーからさまざまな情報を伝えていたが，ラパス県の３０の定期市においては，私的

な情報交換は別にして，公的な情報伝達が行われている例は １件 もみ られなかった。

Ｖ． 考 察

１．　 環境利用 と定期市

　 （１）　 自然 環 境 との 関 連

　 ［１章 で 述 べ た よ う に ， ラパ ス県 高 地 部 の 自然 環 境 は アル テ ィプ ラ ノ， 湖 岸 と 高 地

（西斜 面 ） と東 斜 面 の ３つ に大 別 され ，そ れ ぞ れ の地 域 に お け る生 態 環 境 の 多 様 さは ，

表 ３に示 した よ う に湖 岸 ・高 地 く アル テ ィプ ラノ く東 斜 面 と い う順 序 に並 ぶ 。

　 まず 定 期 市 の 規 模 を み る と，売 り手 の数 で い え ば表 １に示 した よ う に アル テ ィプ ラ

ノで は ア ル ト ・ リマ やパ タ カ マ ヤ の よ うに計 数 が困 難 な ほ ど大 きな 市 を 始 め と して ，

ビ ラケ を 除 いた全 て の 市 で１００人 以 上 とな る。湖 岸 ・高 地 で もア チ ャ カチ ，エ ス コマ ，

ワ リサ タ の よ う に ２５０人 以 上 の市 が あ るが ，東 斜 面 につ いて は ラパ ス 市東 部 の い わ ゆ

るユ ンガ ス Ｙｕｎｇａｓ地 帯 で孤 立 して開 か れ て い るカ ラ ナ ビ Ｃａｒａｎａｖｉを除 い て ，最 大

の ソ ラタ で も数 は よ うや く約 １００人 に達 して い る に しか す ぎ な い 。次 に数 を取 り上 げ
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てみれば，表 ４に示 したように，３つの地域内での定期市の各週開催数はアルティプ

ラノ２５回，湖岸 ・高地４１回 （ペルー領 ４回を含める），東斜面３４回となる。

　 このようにみてゆくと，それぞれの定期市の規模はアルティプラノ〉湖岸 ・高地〉

東斜面 と並ぶが，定期市が盛んかどうかの基準を規模 ×回数とすれば，３つの地域に

大 きな差は無 くな り，定期市の隆盛と自然環境の多様性は無関係であるということに

なる。アルティプラノでの規模が大 きいのは，地域の人口，大消費地であるラパスと

の距離，交通の利便等に比例 したものと考えられる。湖岸 ・高地に数が多い理由は，

ティキナ湖峡により本土と切り離きれているマンコ・カパク郡で定期市が盛んなため

（１６回） であり，東斜面は，地形が複雑なため住民の行動範囲がみかけの距離より狭

くなるため市の数が多 くなるのであろう。

　 （２）　 垂 直 利 用 との 関 連

　 こ れま で 報 告 され て い る 中央 ア ンデ ス の民 族 誌 に よれ ば， 垂 直 利 用 に は ， 圧 縮 型

（ｃｏｍｐｒｅｓｓｅｄ　ｔｙｐｅ）， 列 島型 （ａｒｃｈｉｐｉｅｌａｇｏ　ｔｙｐｃ）， 拡 散 型 （ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｔｙｐｃ）， 専 業 型

（ｓｐｅｃｉａｌｉｚｅｄ　ｔｙｐｅ） の ４つ の類 型 が あ る と さ れ て い る ［大 貫 　 １９７８］。

　 この うち ， 圧 縮 型 と列 島型 は牧 畜 用 の高 地 の草 原 ，／ モ 耕 作 用 の冷 涼 な高 地 そ して

トウモ ロ コ シ耕 作 用 の温 暖 な低 地 の異 っ た生 態 環境 全 て を ，前 者 で は村 の範 囲 内 に後

者 で は 飛 び地 の 形 で持 つ もの で ，本 論 で取 り上 げた ラパ ス県 高地 部 の場 合 ，１９５３年 の

農 地 改 革以 前 は大 農場 が 多 か ったた め 改 革 に よ りか つ て利 用 して い た飛 び地 の権 利 が

認 られ な くな った り，土 地 が細 分 化 さ れ る と い う大 きな変 化 が生 じた。 その 結 果 ， 現

在 で は ，大 農 場 に も属 せ ず孤 立 して いた アマ レ テ等 い くつ か の村 に ，圧 縮 型 のみ が 認

られ るに す ぎ な い 。 ま た ，異 な るエス ニ ック ・グル ープ が ， そ れ ぞ れ異 な る環 境 を専

業 的 に 開発 し，産 物 を交 換 しあ う と い う専 業 型 は ， ス ペ イ ン人 に よ る侵 略 と共 にエ ス

ニ ック ・グル ー プ そ の もの が解 体 して しま った 現在 で は もち ろん 認 め られ な い。 広 い

範 囲 に連 続 して い る生 態 環境 を， そ の 間 に点在 す るい くつ か の村 が ，村 落 間 分 業 と定

期 市 を 中心 と した交 換 網 に よ り有機 的 に利 用 す る とい う拡 散 型 は ，高 地 か ら東 斜 面 に

か け て ，現 在 で も一 般 的 にみ られ る形 態 で あ る。 この よ うな ラパ ス県 高 地 部 農 村 の 環

境 利 用 の現 状 が ，次 に述 べ る よ う に， 不 足 す る産 物 を補 完 す る とい う定 期 市 の 経 済 的

機 能 を有 効 に発 揮 させ る重 要 な 背 景 にな って い る といえ よ う。

２．　 定期市の経済的機能

　アンデス高地民の経済活動 は定期市だけに限 らない。そこで，まず中央アンデス高

地民のさまざまな経済活動を取り上げ，その全経済活動の中での定期市がどのように
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位置付けられるかを考察する。

　 （１）　 農 民 と牧 民 間 の 直 接 交 換 ・交 易

　 こ れ まで 報 告 され た 中央 ア ンデ ス高 地 農 牧 民 社 会 にお け る経 済 活動 の な か で ，直 接

交 換 を 通 して も っ と も密 接 な 関係 を持 って い るの は ，中 部 か ら南 部 高地 に か け て の農

民 と 牧 民 で あ る　 ［ＦＬｏＲＥｓ　Ｏ ｃＨｏＡ　 ｌ９６８： １２９－１３７；Ｍ ＡＹＥＲ　 ｌ９７１； ＣｏＮｃＨＡ

ＣｏＮＴＲＥＲＡｓ　 １９７５；ＣＡｓＡｖＥＲＤＥ　 １９７７；ＦｕＪＩＩ＆ ＴｏＭｏＥＤＡ　 ｌ９８１］。 こ こで は そ の

具 体 例 と して ・ わ れ わ れ が 調 査 した 中部 高 地 の ペル ー領 ア プ リマ ク Ａｐｕｒｉｍａｃ 県 ア

イ マ ラェ ス Ａｉｍ ａｒａｅｓ郡 南 部 に お け る事 例 を あ げ ，両 者 の 関係 を みて み よ う。

　 ２５００－４５００ｍ の 高 度 差 を利 用 して い るア イ マ ラ エ ス郡 の 谷 の 農 民 は ， 低 地 の階 段

畑 で の トウモ ロ コ シ栽 培 と高 地 の共 有 地 で の ジ ャガ イモ そ の他 の イ モ類 の耕 作 ， そ し

て休 閑 して い るイ モ耕 地 で の ウ シ ・ヒツ ジの 飼 育 を 基 盤 と して お り，食 糧 や獣 毛 に関

して は ほ ぼ 自給 自足 の 生 活 が 可 能 で あ る。 い っぽ う ４０００ｍ 以上 の草 原 を生 活 基 盤 と

す る牧 民 は ， ジ ャ ヤガ イ モ耕 作 の た め の 共 有 地 が 狭 い の で ， 日常 的 な食 糧 と して の ジ

ャガ イ モ の絶 対 量 が不 足 して い る うえ ， 村 域 内 に は トウ モ ロ コ シを耕 作 す る こ とが で

きる低 い耕 地 を持 た な い。 トウモ ロ コ シは 祭 りや儀 礼 に使 うチ チ ャ酒 を作 る た め に，

牧 民 に と って必 要 不 可 欠 の もの で あ る。 谷 の 農 民 に して も， 織 物 ， 穀 物 袋 ， オ ンダ

ｈｏｎｄａ （投 石 具 ）な ど を作 るた め の獣 毛 （特 に リャマ ・アル パ カ の毛 ）は決 して 十 分 で

は な い し， シ オ， トウガ ラ シ， 乾 燥 肉 ， 乾燥 イ チ ジ ク， リ ンゴ な どの 調 味 料 や 嗜 好 品

は 自分 で 町へ 出 て買 わ な い限 り， 牧 民 が 交 換 品 と して 持 って く るの を待 たね ば な らな

い。 さ らに， 収 穫 期 の 労 働 力 及 び 運 搬 の た め の家 畜 も十 分 で は な いの で， これ らの仕

事 を牧 民 に頼 らざ るを 得 な い。 この よ うな状 況 が農 民 と牧 民 の間 に経 済 的 補 完 関係 が

成 立 す る基 盤 とな って い る。 アン デ ス 高地 の農 牧 民 は， 基 本 的 に は大 きな 高 度 差 の あ

る生 態 環 境 を利 用 して ， 自給 自足 の生 活 を送 って い る と さ れ るが ， 実 際 には 以 上 の よ

う な経 済 的 補 完 関係 無 しには ，生 活 に 必要 な物 を入 手 で きな い の がむ しろ実状 で あ る。

　 以 上 の よ うな 谷 の 農 民 と高 地 の 牧 民 の直 接 交 換 は ， ア プ ソマ ク県 だ けで は な く本 論

で 扱 う ラパ ス 県 で も認 め られ る。典 型 的 な例 は ，東 斜 面 北 部 コパ ニ川 流域 の農 民 （ア

ヤ タ Ａｙａｔａ，モ コ ・モ コ， チ ュマ等 ） とペル ー領 プ ノ県 ワ ンカ ネ郡 南 部 の牧 民 の 間 で

行 わ れ る。 ペ ル ーか らア ヤ タ へ く る牧 民 は ，生 の 肉 や乾 燥 肉 ， アル パ カの毛 ， リャマ

の骨 ， 毛 織 りの 粗 布 そ の 他 の織 物 ， 塩 等 を持 って き， 主 と して トウモ ロ コ シ と交 換

す る ［細 川　 １９８５：３４５］。 ま た ， 今 回 の調 査 で聞 き取 りを行 った ワ ンカネ 郡 ニ ャパ

Ｎａｐａ の農 民 は ， ４頭 の リ ャマ に塩 を積 ん で モ コ ・モ コヘ トウモ ロ コ シ との交 換 に行

く途 中 で あ った 。 ボ リビア で も フ ラ ンッ ・タマ ヨ郡 ウ リャ ・ウ リャの牧 民 が アル パ カ
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の群を率いて東の谷へ交換のための旅をしている例や，アマレテにオカ，カヤ等の農

産物を求めて高地の牧民が降 りてくるのがしばしば観察されている。さらにアマ レテ

では，農民と牧民が擬制親族関係を結び，農産物と畜産物を交換するというような例

も観察されている。

　 （２）　 農 民 に よ る交 換 ・交 易

　 前 述 の 農 民 と牧 民 の 直 接 交 換 ・交 易 の 際 ，動 くの は運 搬 手 段 と して の リャマ を持 っ

て い る牧 民 で あ り， 農 民 の 大 部 分 は 牧 民 が や って くる の を待 つ の み で あ る とい う意 味

で ，牧 民 が主 導 権 を持 つ 経 済 活 動 で あ る とい え るが ， い っぽ うで ラパ ス県 の プ エ ル ト

・ア コス タ周 辺 か らきた 湖岸 の 農民 が ，家 族 毎 に数 頭 の ロバ や ウマ を連 れ て モ コ ・モ

コへ 往 来 す る例 や ， ア ンバ ナヘ パ カヘ ス郡 の農 民 が ， ソ ラタの 谷 ヘ マ ンコ ・カパ ク郡

の 農 民 が トラ ッ クに乗 って トウモ ロ コ シを 買 い に きた 例２１》，ソ ラタ の谷 の農 民 自身 が

ジ ャガ イ モ ， エ ン ドウマ メ ， カ ボ チ ャ， 少 量 の トウモ ロ コ シを鍛 出 す る例 ２２》の よ う

に ， 農民 自 か ら動 く事 例 もみ られ る。 中 には ア マ レテ の 農 民 の よ うに ，隣…村 の熱 帯 低

地 ま で降 りて リ ョケ ニ ャ １１０ｑｕｅｆｉａ とい う材 木 ２３）を伐 採 し， そ れ を背 中 にか つ いだ り

家畜 に積 んで ペル ー南 部 まで 行 き， そ こで 売 った 金 で ロバ ， ウマ ， ラバ 等 の家 畜 を 入

手 し， そ れ を再 び家 畜 の値 段 が高 い ボ リビア で 売 る とい う長 い旅 をす る例 も あ る。

　 中 央 ア ンデ ス高 地 に お け る農 民 と牧 民 間 あ る いは 農 民 間 の直 接 交 換 に よ る経 済 的 補

完 関係 が ， い つ 頃 か ら機 能 して いた の か を知 るデ ータ は な い が ，少 な くと も最 近 始 ま

つた もので は な く何 世 紀 もにわ た る伝 統 を 持 って い る と考 え られ る。

　 この よ うな 「伝 統 的」 直 接 交 換 ・交 易 に基 づ く経 済 関 係 にお い て しば しば指 摘 さ れ

るの は， 次 の よ うな 活動 を め ぐ る諸 側 面 の安 定 性 で あ る。 ① 交渉 の相 手 は一 般 的 に は

代 々の 交 渉 過 程 で成 立 して い る知 人 （コノ シ ド ｃｏｎｏｃｉｄｏ） 間 で 行 わ れ る ［ＴｏＭｏＥＤＡ

ｌ９８５：２８１］。 ② 交 換 物 と して ， 双 方 で 不足 して い る産 物 が 補 完 さ れ る こ と が期 待 さ

れて い るだ けで な く，牧 民 と農 民 の交 換 では 塩 ， オ リー ブ， 乾燥 イ チ ジク ， リ ンゴ ，

海 藻 ，乾燥 トウガ ラ シ等 の海 岸 地 方 の産 物 が 歓 迎 され る ［藤 井 ，友 枝 　 １９８５：２４］。 ③

交 換 を始 め る前 に お互 いに ま ず少 量 の贈 物 をす る２４）。④ 交 換 レー トは 数 年 に一 度再 調

２１） これ らの アルテ ィプラノあ る い は 湖岸地方 と東斜面 の地方 との結 び着 きは，おそ らく植民

　地時代以来 の 「飛び地」を持つ垂直利用体系，つまり 「列島型」 の名残 りを示 す もで あ ろ う

　 ｒＳＡＩＧＮＥｓ　　１９８５：２２１－２４９］ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

２２）国立民族学博物館における共同研究 「地域間経済 システムの民族学的研究」　 （研究代表者

　藤井龍彦）における木村秀雄氏 の報告。

２３） リ・ケニャは中央 ア ンデスには少ないま っす ぐに伸びた木で，建築材料 と してのみならず，

　 テ ィティカカ湖の トトラ船の擢と して需要が多い。

２４）友枝啓泰氏の御教示 による。
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整 され る こ とは あ る に して も，基 本 的 に は国 内 の 市 場 価格 とは無 関係 で あ る ［ＣＯＮＣＨＡ

ＣｏＮＴＲＥＲＡｓ　 ｌ９７５：７０；ＣＡｓＡｖＥＲＤＥ　 ｌ９７７：１８０］の み な らず ，意 識 的 に 地 元 民 間 の

交 換 と外 部 で の売 買 に適 用 され る レ ー トを分 け ， そ れ は 「習 慣 と して 」，「道 徳 的 に」

守 られ るべ き こ と と い う共 通了 解 が成 り立 って い る所 もあ る ［Ｍ ＡＹＥＲ　 ｌ９７１：１８９］。

　 実 際 に は高 地 の 牧 民 が獣 毛 や 乾燥 肉等 の畜 産 物 あ るい は オ リー ブ， リン ゴ等 の 海岸

の産 物 を持 って こず ，現 金 で トウモ ロ コ シを買 う よ う にな った り ［藤 井 ，友 枝 　 １９８５：

２６］，ア プ リマ ク県 カ ラ イバ ンバ Ｃａｒａｙｂａｍｂａで 聞 い た よ うな ， ジ ャガ イモ の収 穫 期

に な って も いっ もの よ うに村 へ 降 りて こず ， よ り収 穫 の 多 そ うな 他 村 へ行 って しま っ

た と い う変 化 もみ られ るが ， これ ら農 牧 民 間 の 直 接 交 換 の レ ー トは ， 定期 市 や 国 内 の

農 産 物価 格 等 と比 較 した場 合 は るか に安 定 して い る とい え よ う。

　（３）　村や町の店

　アンデス高地民の取引き活動には，上述のような直接交換 ・交易が顕著ではあるが，

全ての活動がこれらの直接交渉によって行われているわけではない。４０００ｍ 以上の

高地に孤立 して生活 しているラクダ科動物の牧民の場合を除き，多くの村落には多か

れ少なかれ店がみ られるし，牧民の場合，年に何度か回って くる行商人から衣料品等

を購入することができる。われわれが調査 したカラィバンバの例をみると戸数 ２００ほ

どの小村 にもかかわらず，その中の１５％に近い２９戸が店を開いている。実際は，大部

分がアメ，調味料やローソク，マ ッチ等の日常生活用品を置いているだけの小規模な

ものであるうえ，店番が留守の場合が多いのでほとんど店としての機能は果 していな

い。にもかかわ らずカラィバンバの農民の１５％が店を構えるというのは，農民にとっ

て店は農業以外の副業として何 らかの利益をあげるだけではな く，むしろ店を持つこ

とにより村内での 「権威が上がる」 とまではいわないものの，少な くとも 「格好が良

く」なるためである。村内で機能 しているのはむ しろベシノ ｖｅｃｉｎｏ と呼ばれる有力

者あるいは村外 （特にクスコ県やプノ県）からきた人の店である。これ らの店では農

民は必要に応 じて必要なものの購入ができる。 しかし，これら村内の店は通常加工食

品，調味料，コカ，タバコ等位 しか置いていないので，衣料品，雑貨等村の店に無い

品物は，祭やその他の機会に，近 くの町 （カライバンバの場合は郡庁所在地のチャル

ワンヵＣｈａｌｈｕａｎｃａや県庁所在地のアバ ンカイＡｂａｎｃａｙなど） に出て購入す るのが

普通である。さらに，チャラサニの例のように，場所によっては農産物を買い取 って

もらうこともで きる。

　いっぽう農民の日記の分析によれば，１０人のボ リビアの農民が１９７９～１９８１年の２年

２カ月間に，定期市や祭の市以外で買い物をした回数は ２８３回になる（表 ５，付表３）。
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その うちの１３３回つま り約４７％ はラパスであり，食料品を大量に購入する例が多い （日

記⑨参照）。それに対 し，地元あるいは近 くの村での購入品は，清涼飲料水，ビール，

アル コール等の飲物やタバコが目立つが，これらは，何か集まりが開かれた り友達 と

会 った場合に買うといった例がほとんどであり，いわば手近の店が利用される結果を

示 しているのであろう。 また農民 Ｅ，Ｆ，　Ｇ が外来の食料品類を店で買う回数が多い

のは，コパカバナに常設市場があるためであろう。

　（４） 定期市

　本章 １の（２）で述べたように・ 定期市はそれぞれの村で不足する産物を補完する場

としてきわめて有効な機能を果 している。また，近 くに定期市があればこそ，農民は

牧民が交換にくるのを待たずとも，また自分から外に出ることな く，生産物を売却あ

るいは交換し，外来のさまざまな生活必需品を入手す ることができる。生産物の売却

はもちろん村や町の店 との間でも可能であるが，その場合少なくとも１アロバ以上の

量が要求される。いっぽ う，定期市では １山， １にぎりといった少量ずつの交換が可

能であるので，必要量を自から判断 して納得のゆく取引きを行うことができる。さら

に，店での購入は原則として現金が必要であり，定期市のように物々交換で欲 しい品

物を手に入れることはで きないし，仮に店でツケ買いが可能であるとしても，数字に

不信を持つ農民はツケで売買をすることを好まない。さらに，モコ・モコでの例のよ

うに，他地方から交換や交易にくる農民も，定期市を利用 して必要量を集めることが

多 くなり，かつてのように家を一軒一軒回 らずにすむようになった。このように，農

民の交換や交易活動の面だけをとらえても，現在では定期市のない生活は考え られな

いほど日常的なものになっているといえよう。

３．　 都市 と農村の関係

　始めにも述べたように，定期市には農民だけではな く，農牧産品の売買や交換，商

品供給，輸送などを通 じて多数の都市住民が関与 している。また，仲買人により集荷

された農牧産品の大部分は，都市住民により消費されるというように，定期市を通 じ

て都市と農村は深い関係を持っている。

　（１）　都市への農産物の供給

　開発途上国にしばしばみられるように，ボリビアにおいても農産物の流通体系は未

発達である。１９５３年の鉱山国有化，農地改革等の社会改革後，政府は既存の道路の整

備や新 しい道路の建設に力を注ぎ，国内統合の努力を した。しかし生産地 と消費地を
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結 ぶ 関 係 は以 前 よ りま しに な っ た と は いえ ， 決 して 満足 の ゆ くもの には な らな か った 。

そ の １つ の 理 由 は 開 発途 上 国 に共 通 す る個 人 資本 の蓄 積 の弱 さで あ り， 結 果 と して 大

規 模 な 流通 に 関与 す る会 社 等 の 組 織 は生 ま れ な い。

　 い っぽ う農民 側 を み る と ， 農 地 改 革 を契 機 と して そ れ ぞ れ の カ ン トン ｃａｎｔｏｎ （行

政 地 区） に Ａｕｔｏｒｉｄａｄ　ｐｏｌ｛ｔｉｃａ と Ｓｉｎｄｉｃａｔｏ と い う ２つ の組 織 が成 立 した 。 前 者 は

県 ・郡 ・地 区 と並 ぶ行 政機 構 の末 端 で あ る。 後 者 は農地 改 革 以 前 の伝 統 的 な村 の 行 政

機 構 を改 組 した も ので も あ るの で ， 現在 で も村 の伝 統 的な 儀 礼 を主 催 す るが ， い っぽ

うで全 国 的 な農 民 組 合 の下 部 組 織 で もあ るた め政 治 的 な色 彩 が強 い。 この よ う に， ２

つ の農 民 の組 織 は政 治 行 政 組織 と して の機 能 が主 で ， 日本 の 農 業 共 同 組 合 の よ うな農

産 物 の集 荷 ， 出荷 ，共 同 購 入 ，営 農 資 金 の貸 し付 け とい った 経 済 的 活 動 は一 切行 わ な

い。 さ らに ，仮 に農 産 物 の輸送 の た め に農 民 が共 同 で トラ ック を購 入 して も， 運 営責

任 者 や 運 転 手 の 無 責任 の た め に 結 局 は 個人 の 輸 送 業 者 に負 け て しま う ［ＵＳＴＡＲＩＺ ＆

Ｍ ＥＮＤｏｚＡ　 ｌ９８２：１２レ １２３］。

　 この よ うな状 況 の 中 で ボ リビア に お いて も開 発 途 上 国 に共 通 の 都 市 へ の人 口集 中 が

起 こ り２５），都 市 の 食糧 需要 が高 ま った が ，上 述 の よ うに ，会 社 等 に よ る もの で あ れ農

．民 自身 に よ る もの で あ れ ，一 定 の組 織 に よ る農 産 物 の流 通 網 が 確 立 して い な い 以 上 ，

都 市 へ の 供 給 は 個人 的 な レベ ル で行 わ ざ るを得 な い こ と にな る。

　 同 じよ う な状 況 はペ ル ーで も発 生 して い る。 そ の解 決 策 の １つ と して ， カ ラ ィバ ン

バ 村 の 場 合 の よ うに ，都 市 に 出 た住 民 が親 兄 弟 等 の 親 族 に耕 作 を依 頼 す るい っぽ う，

祭 の機 会 に村 へ帰 り さま ざ ま な役 を果 し， あ るい は播 種 や 収 穫 期 に も手 伝 い に戻 る等

の 形 で 出 身 村 との 関係 を保 ち続 け る こと に よ り一 定 の 農 作 物 を 確 保 した り，村 と都 市

を 結 ぶ バ ス を利 用 して農 産 物 と加 工 食 品 や 日用 雑 貨 品 等相 互 に 不 足 す る もの を送 り合

う形 が 取 られ て い る。今 回 の ボ リ ビア に お け る調 査 で は， ラパ ス の鄧 便 局 に 働 く家 族

が ， 播 種 と収 穫 期 に 出身 地 の チ ュ マ に戻 って 仕 事 を す る とい う例 を 聞 い て お り， お そ

ら く同様 な ケ ー ス は ボ リ ビァで もか な り一般 的 で あ る と想 定 して 間違 い な いで あ ろ う

［ＢＥｕｃＨＬＥＲ ＆ ＢＥｕｃ肌 ＥＲ　 １９７１：１９；ＣＡＲＴＥＲ ＆ Ｍ ＡＭＡＮｉ　 ｌ　９８２：１３４］。

　 しか しな が ら， この よ うな都 市 と農 村 の 結 び 付 きを す べ て の 都 市住 民 が持 って い る

とは 限 らな い し， ま た この シス テ ムで 年 間 の 食 糧 が 確保 で き る とは思 え な い。 定 期 市

にお け る取 引 きは特 に大 きな資 本 が必 要 とは され な い の で ， ま さ に個 人 あ る い は家族

単 位 で 行 う こ とがで きる ばか りで な く， 男女 に か か わ らず 可 能 で あ る と い う意 味 で ，

２５） ラパス市 の人 口は，１９５０－５４年の３２１，０７３人 ［ＧｏＹＥＲ＆ ＤｏＭｓｃＨＫＥ　 １９８３：６００］か ら，１９７３年

　 には６０５，０００人，１９８２年 には８８１，０００人 ［国際連合統計局 （編）１９７５，１９８４］へ といち じる しい増

　 加を示 している。

１０３



国立民族学博物館研究報告　 １２巻 １号

都市への農産物供給源としての重要性を持 ってくることになる。

　（２）　低地の農産物や工業製品の高地農村への供給

　定期市で売買 ・交換される商品は数の面で も量の面で も，低地の農産物や工業製品

等の外来産物が多いことは，付表 １と４からも明らかである。上述のように，定期市

が都市への食糧供給機構として大 きな役割 りを果 しているとしても，これはあくまで

も都市側の要求で しかない。これに対 して農民側の利点は非地元産物を入手できると

いう点にある。農民が非地元産物を入手する方法は定期市に限 らず，村内あるいは近

くの町，さらにラパスにまで出て店で購入す ることは，もちろん可能であり実際に行

われているのもすでに述べた通 りである。しかし，村内あるいは近 くの町の商店で売

られている商品の種類には限 りがあり，また農民がラパスへ出る機会はそうしばしば

あるわけではない。毎週定期的に開かれる市は，非地元産物の農村への供給の場とし

て，農民にとっても重要な役割 りを果 しているといえる。

　 （３） 仲 買 人 ， 露 店商 ， 交 換 商 ， トラ ック業 者等 の生 活 の 場 と して の定 期 市

　仲 買人 ，露 店 商 ，交 換 商 ， トラ ック業 者 等 定 期 市 に 関 わ る さま ざ ま な職 業 を生 活 の

基盤 と して い る人 は きわ め て多 い。 彼 等 の大 部 分 は都 市 生 活者 で あ るが ， そ の 多 くは

農 村 の 出身 で あ るた め ，地 縁 ・血 縁 を頼 って 都 市 へ 流 入 して くる人達 が これ らの職 業

に編 入 され る 大 きな 要 因 と な って い る　［ＢＥｕｃＨＬＥＲ ＆ ＢＥｕｃＨＬＥＲ　 ｌ９７１： １４－１９；

ＣＡＬＤＥＲ６Ｎ ＆ ＲＩｖＥＲＡ　 １９８４：１４３－１４８］。 ま た ， 自家 消 費 の た め定 期 市 で交 換 を行

う交 換 商 を除 き，農 産 物 を集 荷 し都 市 の生 産 物 を供 給 す る とい う上 述 の定 期 市 の ２つ

の機 能 に お い て ， これ らの人 々抜 きで 農 村 で の 定 期 市 は ほ とん ど成 立 し得 な い で あ ろ

う。

　 （４）　農民と仲買人，露店商，交換商との関係

　上述のように，定期市が都市への農産物の，農村への非地元産物の供給 という機能

をになっていることが明らかになったが，地元農民を相手にして，これらの機能を果

す結節点 となっているのが，仲買人，露店商，交換商等の商人群である。

　農民側に定期市が都市への農産物の供給源となっているという意識があるかどうか

を示す直接資料は得 られなかったが，農民の日記をみても，また定期市における観察

や聞き取 りからも，この意識は少ないと考え られる。ただ し，全国レベルの農民組合

が，政府に対する抗議 としてしばしば取 る道路封鎖は，単に地方からラパスへの農産

物供給をス トップするのみならず，地方の定期市にも大きな影響を与え，地方の農民

もこの種の動 きに積極的に関与することか らみて，全 くないとはいいきれないであろ
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う。

　また，定期市が常に都市 と農村が対侍す る場であるわけではなく，地元民同士の交

換も特に湖岸や東斜面で多 く認 られることも既に述べた通りである。この場合一般的

にいって，農民が農産物を持 って他村の定期市に行 くことは，ソラタか らトウモロコ

シを持 ってワリサタ，バタリャス，パル ココ等に出る場合を除いて稀である。定期市

での地元民間の取引きは農民 と漁民あるいは牧民 という形が多 くなり，通常農産物を

持 っている農民が漁民や牧民に比べ上位に立つ。クルバのように漁民が広場の端にか

たまったり，コパカバナのように１区画離れているのも，他の商品のように商品毎 に

まとまっている，あるいは生臭 ものを扱 っているという理由のみではな く，農民と漁

民間の社会的上下関係を表 したものと考え られる。

　都市への供給の面で都市住民を代表するのは仲買人と交換商である。前者は商品毎

に専門化 し，また一定量の取引きが保証されている場所にのみみ られる。この場合，

市に坐 る方は農民であり仲買人はその間を歩 き回って買い集める。理論的には座 って

いる仲買人の所に農民が売りにきても良いと思われるが，このような方法が取られる

ことは基本的には無い。 １つには取引きに対する積極性があげられる。つまり，仲買

人の方が坐 って農民が売 りにくるのを待つよりは～みずから動 き回る方が早 く仕事が

終ると考えた結果であるということである。では農民側もこのような仲買人の考え方

に合わせて坐 っているのであろうか。ここで注目しなければいけないのは，ペルーの

定期市にみられるアルカンサ ドル ａｌｃａｎｚａｄｏｒ（文字通 りには「寄って くる人」の意）

の存在である。 アルカンサ ドル は市の入口で農産物を持 ってくる農民 を待ち構え，

農民が好むと好まざるとにかかわらず無理や り買い取って しまう ［ＦＬＯＲＥＳ　ＯＣＨＯＡ

１９８５：２６５］。今回の調査での観察の限りでは，ボリビアではこのような形での仲買人

の活動は認められなかった。つまり，１対 １では仲買人に対 し弱い立場の農民でも，

集団となれば仲買人の方が １人対多数という関係になるので，農民の立場の弱さが減

少することになり，農民側 としても集団で座 って仲買人が回ってくるのを待つほうが

有利になると考えた結果を示すともいえるであろう。

　では交換商の場合はどう考えた ら良いか。前述のように，仲買人の多くがラパスあ

るいはその近郊の都市住民であり，地方で安 く買い入れた農産物をラパスで転売する

時の差額を収入としているのに対 し，交換商の多 くはアチャカチ，カラブコ等の町の

住民やマティルデ等の鉱山労働者の妻が多 く，交換によって入手 した農産物は，次の

交換に必要な品物を購入する資金を得るために，居住地の住民を相手 として卵など一

部を売却するとしても，基本的には自家消費を目的とした取引きを行 う。 このような
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形での売買あるいは交換における仲買人と交換商の大 きな違いの１つは量である。仲

買人の場合は基本的には １山というような少量の農産物は相手にしないが，交換商の

場合取引きの最小単位は １山あるいは１握 りである。そこには両者の取引きの目的，

投下資本の大小が反映されている。

　このような交換商の立場は，アルティプラノ，湖岸，東斜面の３つの地域における

交換商の活動の場にも反映されている。仲買人が活発に活動 しているアルティプラノ

ではクルバを除いて交換商はみられないし，クルバでも肉，卵，チーズに限 られ，そ

の他の農産物は仲買の対象 とはならない。湖岸になると，アチャカチのように交換商

は定期市の主な場である広場には入れず，横の街路を取引きの場としている場合 とエ

スコマのように広場の一番良い場所を占拠 している場合とがみられる。東斜面では，

モコ・モコでエスコマと同じように交換商が市の主力をなしているのを除き，交換商

が降りてくる例は少ない。

　このようにみると，交換商というのは，仲買人はもちろん露店商よりも地位が低 い

立場にあること，仲買人や露店商ほどのの資本を必要とせず，かつ仲買人がこないよ

うな定期市，つまりそれぞれの土地の農民側にも余剰産物が少なく，１回の取引きに

おいて拠出で きる数量が限 られている場所でのみ成立するということになる。もちろ

ん農民側にもたとえ少量でも交換によって必要な品物を入手できるというメリットが

ある。この問題を考える際，「この年は天候不順のため不作であったので，交換が多 く

なった」というクルバにおける聞き取 りは示唆的である。つまり，アルティプラノに

おけるように，定期市で農産物を売ろうとする際は，常に一定の量が必要となるのに

反 し，湖岸や東斜面の場合のように，物々交換で必要な品物を入手する場合は，貯蔵

されている農産物の量に応 じて，農民側の判断でその日に持って行 く量を決めること

ができる。アルティプラノに比べ農地が少ないこれ らの地域では，必然的に充分な余

剰農産物を確保することが難 しい。交換商側の投下資本の少なさと農民側の余剰生産

物の少なさが，湖岸や東斜面において交換商が活動する場を作 り出しているといえよ

う。

　 ４．　 定 期市 の社会 的機能

　アンデス高地の定期市が，単に経済的機能を果 しているばかりでな く，社交 ・娯楽

・情報伝達等の社会的機能も持っていることは，既に皿一６で指摘 した通りである。

また上述のように，定期市は異なる生態環境に居住する農民間の経済的補完機能を果

しているいっぽう，都市へ農産物を，農村へ遠隔地の農産物や工業製品を供給する結
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節 点 と もな って い る。

　 この よ うな 定期 市 の機 能 を農 民 の側 か らみ る と，① 食 糧 の 確 保 と い う意 味 で は農 民

側 にそ の 要 求 は 無 い が ， 日常 の食 事 を豊 か にす る こ と がで き る。 ② 定 期 市 で 作 物 を 売

る こ とに よ り現 金収 入 を は か れ る。 ③ 非 地 元 産 物 （他 地 方 の 産 物 や加 工食 品 ，工 業 製

品 ） を 入手 で き る。 ④ 社交 ・娯 楽 の機 会 を得 られ る， 等 の 利 点 が 指摘 で き る。

　 しか し， ① と③ の 他 地方 の 産物 や加 工 食 品 に 関 して は ，パ ン， 果 物 等 一 部 の 品 物 を

除 いて ， 牧 民 との 間 や 農 民 同士 の 日常 的 な交 易 ・交 換 で も可 能 で あ り ，パ ンや 果 物 等

も生 活 に不 可 欠 な 品 物 で は な い 。② は ア ル テ ィプ ラノ の大 部 分 と湖 岸 の 一 部 だ け に限

られ ， 必 ず しも一 般 的 で は な い 。 ま た チ ャ ラサ ニ の例 の よ うに ，村 内 の 店 に売 る こ と

も可 能 で あ る。 ③ の 工 業 製 品 の 中 で も洗 剤 や石 鹸 ， マ ッチ ， ロ ー ソク等 日常 的 に消 費

す る品 物 の大 部 分 は村 内 の 店 で 購 入 す る こ とが で き る し， そ の他 の 品物 も ラパ ス ま で

行 か な く と も近 くの町 の店 で 購 入 で き る。 この よ う にみ て ゆ くと，農 民 に と って定 期

市 が不 可 欠 で あ るの は④ だ け にな って しま う。

　 で は農 民 は社 交 ・娯 楽 を主 な 目的 と して 定 期 市 に行 くの で あ ろ うか。 既 に述 べ た よ

うに ，定 期 市 で は さ ま ざ ま な品 物 が活 発 に交 換 され ， 売 買 され て い る。 とい う こ とは

上述 の① か ら⑧ は ，「に もか か わ らず 」農 民 は 定 期 市 に行 き取 引 きを す る とい う こと に

な る。 農 民 は何 故 「に もか か わ らず 」 定 期 市 に行 くの で あ ろ うか。

　 本 章 ２節 で述 べ た よ うに ，農 民 の 経 済 的 取 引 き活 動 ， 特 に農 産物 の外 部 へ の 移 出 と

必 要 な物 品 の入 手 方 法 に は ，農 牧 民 間 あ るい は農 民 間 で の 直 接 取 引 きや ，村 内 あ るい

は近 くの 町 の 商店 の利 用等 が あ る。 前 者 に お け る取 引 きは ほぼ 毎 年 決 った 相手 と決 っ

た方 法 で行 わ れ るた め ，他 の方 法 に比 較 して安 定 して い る こ と は前 述 の 通 りで あ る。

しか し， 安定 して い る とい う こ とは逆 に一 定 の規 範 に しば られ る と い う こ と も意 味 す

る。 ま た ，店 との取 引 きを み る と， カ ライバ ンバ の 農 民 の 店 の よ う に形 だ けで 実 際 に

は機 能 して いな い もの を除 き，村 の店 の大 部 分 は べ シノ と よ ばれ る有 力 者 の 経 営 に な

る もの で あ り， 町 の 店 も 白人 な い し メス テ ィ ソ （サ） ｍｅｓｔｉｚＯ（ａ）（混 血 の 人） が 主 人

で あ る とい うよ う に，売 り手 と買 い手 の社 会 階層 が異 る２６）。 さ らに， 仮 に同 じ社会 階

層 ， つ ま り農 民 の 店 で あ った と して も， 同 じ階 層 の 人 が 自分 よ り金 持 ち にな る こ とを

嫉 妬 す る と い う農 民 の性 質 が ， これ らの村 内 の店 で の 買 い物 を 控 え させ る とい う こ と

も考 え られ る。

　 この よ う に，農 民 間 の直 接 交 換 にせ よ村 の店 と の取 引 き にせ よ， これ らの経 済 活動

２６）ア ンバナ地域 における報告によれば，「この地 域の農民 は，卵を村の有力者 （ｖｅｃｉｎｏ）の娘に売

　 るよ り，カ ラブコか らくる商人 （ｃｏｍｅｒｃｉａｎｔｅ）に売 るほうを好むので，彼女等は土曜 日に（ア ン

　 バ ナの）町で開かれ る定期市 で待 ちぼ うけを くう」という ［ＦｌｏＲＡｖＡＮＴＩ＆ ＨＥＲＡＮ　 ｌ９８０：２３２］。
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の多 くは 日常 的 な 規範 ，社 会 階 層 の上 下 関 係 の 枠 内 で 行 わ な け れ ば な らな い。 定 期 市

で の取 引 き に お いて は ， 上 述 の べ シノ とは無 関 係 に必 要 な 品 物 を入 手 す る こ とがで き

る ばか りで な く ［ＦｌｏＲＡｖＡＮＴＩ＆ ＨＥＲＡＮ　 ｌ９８０：２３２］， そ こで の交 換 や売 買 は売 り

手 ・買 い手 共 不 特 定 多数 間 で行 わ れ るので ，取 引 き相手 ・方 法 ・取 引 き量 等 に つ いて ，

一 定 の 範 囲 こそ あ れ農 民 側 に選 択 の 余 地 が あ る こ とに な る。 ま た ，仲 買 人 ， 交 換 商 ，

露 店 商 等 の 多 くは都 市住 民 で あ るた め ，農 民 が社 会 的 上 下 関係 を 感 じた と して も，物

の 取 引 き と い う経 済 的 活動 を主 とす る定 期 市 に お いて は， そ の 間 の 上下 関係 は 日常 的

接 触 の 場 合 よ り は るか に 薄 くな る。 さ らに ， これ ら農 村 の定 期 市 に 関係 す る都 市 住 民

も，本 来 は 農村 出身 で あ る人 が多 い。 農 民 か ら都 市居 住 民 に な った こ れ らの人 々 は，

定 期 市 の み な らず都 市 内 で も露 店 商 と して 働 く者 が 多 く， そ こで の経 験 か らいわ ゆ る

「チ ョ ラ ｃｈｏｌａ性 」 を身 に付 け てゆ く。 チ ョロ　（女性 形 は チ ョラ） は本 来 白人 と原 住

民 との 混血 の人 を意 味 して い た が， 現 在 で は農 村 出 身 の 都 市居 住 者 を指 す 。 大 き く広

が った ス カ ー ト， ブ ラ ウス ，刺 繍 の あ る い は レース の 肩掛 け を着 け 山高 帽 を かぶ って

い るの が典 型 的 な姿 で あ り，一 般 的 に 「働 き者」， 「情 熱 的」，「犠 牲 的 」 等 の 性 質 を 持

つ と され る。特 に ラパ ス の チ ョラ （チ ョラ ・パ セ ニ ャ ｃｈｏｌａ　ｐａｃｅｆｉａ）は ， 日常 会 話 に

お け る辛 辣 な表 現 ，何 か を手 に入 れ た い 時 の （態 度 の） や さ しさ ，家 庭 の 主 人 で あ り

家族 の経 済 的 に な い手 で あ り， また 闘 争 心 が 強 く， 愛 情 は こま や か で， 親 と して あ ら

ゆ る犠 牲 を払 い ，疲 れ る こ とを知 らな い働 き手 で あ り，好 き嫌 い が は っ き り して お り，

中庸 を知 らな い が ， 正 直 で あ る とい う特 徴 を持 つ ［ＰＡＲＥＤＥｓ　ＣＡＮＤＩＡ　 ｌ９８２：２６４－

２６８］。 こ の よ うな チ ョラ性 を 持 った露 店 商 や交 換 商 は ア イマ ラ語 で カテ ラ Ｋｈａｔｅｒａ２７）

と呼 ば れ ，取 引 きを通 じて異 な った 階 層 と常 に接触 して い るた め ，服 装 は も ち ろん言

葉 の悪 さ ， だ ます 時 の 厚 顔 さ， 農 民 に 対 す る憎 悪感 等 の チ ョ ラ性 が よ り 目立 つ 。 か つ

て は ペル ー の アル カ ンサ ドラの よ うに ， 市 の 外 で や って くる農 民 か ら農 産 物 を 無 理 や

り買 い取 って い た。 現 在 は こ う した行 動 は 見 られ な くな った が ，農 民 を 自分 達 の 財 産

形 成 の手 段 と して い る と い う面 で は 大 きな変 化 は無 い。

　 チ ョ ラ性 ゆ え に定 期 市 に お いて ， 農 民 の 上 に 立 と う と して も，彼 等 の 持 つ 地 方 性 は

農 民 に と って は 明 らか で あ るた め， 両 者 は い わ ば対 等 な 関係 に近 くな る と い って よ い 。

同時 に ，定 期 市 を 通 じて 都 市 とか か わ りを持 っ た農 民 の 方 も， チ ョ ラ性 に 対抗 す るだ

２７）ｋｈａｔｅｒａは攻撃的であ り，意味無 く他人を中傷す ることを好み，争い事 にな ると大 げさな身振

　 りを しなが ら大声で罵署雑言を吐 く獣 と化す。外国人に対 してはお世辞を使い，ボ リビア人 に

　 対 しては高慢 に振舞 う。不機嫌 な時には 「持 ち主が留守だ」，「他 の場所で買いな」，「私は見て

　 い るだけ」等 の口実を設 けて商売を しようと しない。も し値引 きを要求するような人がいた ら，

　 「いやな ら置いてお きな」，「これ はわか らん奴には売 れないよ」，「これは高いん だか らお前 な

　 んかには買えないよ」，「他人の ものを盗むな」，「それ はもう売約済 みだよ」等 をいいたて売 る

　 のを止め る ［ＰＡＲＥＤＥｓ　ＣＡＮＤＩＡ　 Ｉ９８２：４９７－４９８］。
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けの都市性を持つようになる。農民にとっての定期市は，いわば地方 と都市を結ぶ身

近な場であるともいえる。

　定期市における農民側の気持ちの自由さは， 「必ず しも１人の商人と取引きを完了

しない」，「取引きは常に少量ずつ行 う」，「たとえ安いからといって，皆がそこへ集中

す るわけではない」２８）などの定期市における農民の行動となって現れて くる。いうな

れば，農民は定期市に単に必要な品物を入手す ることを目的として くるばかりではな

く， １回毎の取引きにおける緊張感も求めてくるといっても過言ではないであろう。

さらに，耕起に始まり，播種，土寄せ，草取り，そして収穫 というルーティン化 した

農作業の年間サイクルに加えて，家の新築や畑仕事 の際のアイネ α伽 （労働交換），

村役や祭の主催等，小さな共同体内における多 くの規制にしばられている農村の日常

生活を考える時，定期市 とは農民の日常における内的 ・自己充足的生活からの開放の

場であるといえ，これこそ農民が 「にもかかわ らず」定期市に行 く大 きな要因と考え

られるのである。

ＶＩ． お わ り に

　本稿は，中央アンデス南部高地のボ リビア領 ラパス県における定期市の民族誌資料

を通 じて，この地域でなぜ定期市が盛んなのか，そして，農民が好んで定期市に行 く

理由はなにかを追求 しようとしたものであった。問題点としては，環境利用 との関連，

定期市の経済的機能，都市と農村の関係，そして定期市の社会的機能の ４つを設定 し

たが，その重点は最後においた。つまり，定期市 とは，商品，通貨の交換という純粋

に経済的な機能を持つ場として，世界各地で機能 しているのは明らかであるが，中央

アンデス中 ・南部における定期市の隆盛は，それ以上のなにかの要因があるのではな

いかと考えたか らである。

　上記 ４つの問題点の結論 としては，すでに前章で述べたように，

　１，　 自然環境の多様さと定期市の数の間には相関関係は認められない。定期市の数

　　はむしろ地形的要因に支配されると考え られる。垂直利用との関連をみると，現

　　在 ラパス県高地部で認められる類型は拡散型のみであるため，不足す る産物を補

　　完するという定期市の経済的機能を有効に発揮させる重要な背景になっている。

　２． 農民にとっての定期市は，工業製品を入手する場として，また村で不足す る農

２８）友枝啓泰氏の御教示によれば，ソラタの定期市で，プエルト・アコスタからきた学校の先生

　が大量のサカナを他の漁民より安く売っていたが，必ずしもすべての人がここに集ったわけで
　はなく，むしろ最後まで売れ残ってしまったという。
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　　産物を補完する場として有効な機能を果 している。農民は定期市を通 じて，量に

　　 かかわらず，また現金を使用せず，生産物を売却あるいは交換し，外来のさまざ

　　 まな生活必需品を購入することができる。

　３．　 取引きの単位が小さい定期市では，零細な露店商，交換商などの個人 レベルで

　　 も可能であり，都市への農産物供給源としての重要性を持つが，農産物供給機構

　　 としての定期市が都市側の要求であるのに対 して，農民側の利点は非地元産物の

　　入手にある。

　４．　 農民にとっての定期市の機能 として，主食や嗜好品の確保，現金収入，非地元

　　産物の入手，社交 ・娯楽等が指摘できるが，かれらに定期市が不可欠であるのは

　　最後の点だけであり，その他は定期市以外でも代替で きる。 しか し，これ らの取

　　引きは，一定の規範 にしばられたり売 り手と買い手の社会階層が異るため，日常

　　的な規範，社会階層の上下関係の枠内で行わなければならない。定期市での取引

　　 きはこれ らの枠外で行われるため，農民にとって自由な気持で参加することがで

　　 きるうえ，不特定多数間で行われるので，相手 ・方法 ・量等について，農民側に

　　選択の余地がある。

等が考えられる。

　さらに，土地利用や農作業における共同体規制，家の新築や畑仕事の際の義務的な

労働交換，同じく村役や祭の主催の義務等，小さな共同体内における多 くの規制にし

ばられている農村の日常生活を考えれば，「市の普遍性，無名性，利潤追求の抽象性な

どは，農民社会の典型的な生活形態とは全 く反対のものである」どいつＳｈａｎｉｎの指

摘 ［１９７３：７４－７５］の通り，定期市とは農民の日常における内的 ・自己充足的生活 か

らの開放の場であるといえ，これこそが農民が定期市に 「好んで１行 く大 きな要因で

あろう。

　 このように考えると，中央アンデス高地部において近年定期市が一層盛んになると

いう現象も次のように理解できる。

　定期市は，本来は異った生態環境を持つ地域社会間での生産勅捕完の場として，先

スペイン期から ［ＨＡＲＴＭＡＮＮ　ｌ９７８（１９７１）］，また都市への農産物供給源 として農地

改革以前からあったであろう ［ＢＥｕｃＨＥＲ＆ ＢＥｕＧＨＬＥＲ　 ｌ９６８：３４１］。 農地改革以前

は郡庁所在地 レベルの町の日曜市に限 られていたが，近年のラパス市の拡大と共に農

産物の需要が高まり，都市側の要求としてより多 くの町村で開催する必要にせま られ

て くる。その結果，定期市の数が増えより多くの農民が定期市にかかわるようになる。

上述のように，定期市が都市の雰囲気との接触の場 として，また農民の日常か らの開
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放の場として意識されるようになれば，たとえ都市への農産物の供給 という都市側の

要求が強くない地域においても，農民側か ら定期市を開くという要求が高まり，都市

から離れた農村で も定期市が開かれるようになったのであろう。

　ただし，以上のような解釈は，環境利用，社会階層，生活環境などの面で，先スペ

イン期あるいはその後の植民地期か らの伝統的諸形態が今なお多 く残されている，中

央アンデス南部高地の農村社会を前提 としており、都市への人口集中という現象は共

通 しているが，その他の面では文化変化の進んだ，いわゆるメスティソ社会を形成 し

ている中央アンデス北部高地まで含めた中央アンデス全体 としての結論は，今後の北

部での調査結果を待って改めて考えなければならない。

謝 辞

　始 めにも述べたように，本稿 は文部省科学研究費による現地調査の報告 と して書かれたもので

ある。調査団のメ ンバーである国立民族学博物館の友枝啓泰教授，同館の山本紀夫助教授，亜細

亜大学の木村 秀雄助教授，都立大学大学院の原毅彦 さんには，調査地 において も帰国 して報告を

まとめる段階で も，数多 くの助 力，助言を頂 いた。調査地 であるペルー，ボ リビアにおいて は，

現地調査分担老 である クスコ大学の Ｊｏｒｇｅ　Ｆｌｏｒｅｓ教授， ボ リビア農牧省 （当時）の Ｍ ａｕｒｉｃｉｏ

Ｍａｍａｎｉ氏の他，　 通訳 として各地の定期市で の調査を助けて頂いた　Ｐｅｒｃｙ　Ｐａｚ，　Ｌｉｎｏ　Ｔａｃｏ，

Ｖｉｃｔｏｒ　Ｒｅｎｇｅｌ各氏に対 して， また，ボ リビアでの調査中多 くの御骨折 りを頂いた国際協力事業

団の浅野寿夫氏，蔵本文吉氏 ，そ して何よ りも，定期市 の調査においてわれわれの質問に心良 く

答えて くれた多 くのボ リビアとペルーの農民の方 々に感謝の意を表 したい。

　なお，本稿 は国立民族学博物館における共 同研究 『地 域間経済 システムの民族学的研究』　 （研

究代表者 ：藤井龍彦）において発表 し，研究会 メ ンバーの方 々か ら有 益なコメン トを頂 いた。ま

た，本 『研究報告』出版 委員であ る田邊繁治，福井勝義両助教授には，原稿に対 して種 々適切な

コメン トを頂 いた。記 して感謝の意を表 する。

文 献

ALBERTI, G. & E.  MAVER (compiladores) 
   1974 Reciprocidad e intercambio en los Andes peruanos. Lima:  Instituto de Estudios Peruanos.

ＡｐｐＬＥＢＹ，　Ｇ ｏｒｄｏｎ

　 　 １９７６　 Ｔ ｈｅ　Ｒ ｏｌｅ　ｏｆ　Ｕ ｒｂａｎ　Ｆｏｏｄ　Ｎ ｃｅｄｓ　ｉｎ　Ｒ ｅｇｉｏｎａｌ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍ ｃｎｔ，　Ｐｕｎｏ，　Ｐｃｒｕ．　 Ｉｎ　Ｃａｒｏｌ

　 　　 　　 　 Ｓｍ ｉｔｈ （ｅｄ．），　Ｒｅｇｉｏｎａｔ　Ａｎａｌ］ｓｉｓ，　Ｖｏｌ　Ｌ　 Ｅｃｏｎｏｔｎｉｃ　Ｓ）ｓｌｅｉｎｓ，　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ：Ａｃａｄｅｍ ｉｃ　Ｐｒｃｓｓ，

　 　　 　　 　 ｐｐ．１４７－１７８．

ARGUEDAS, Costa 
   1983 (1919) La raza de bronze. La Paz: Librería Editorial Popular. 

 ARGUEDAS, José Maria 
   1956 Estudio etnográfico de la feria de Hunacayo. In J. M. Arguedas (ed.), Dos estudios 

         sobre Huancayo, Cuadernos Universitarios, Estudios Andinos del Centro 2, Huancayo: 
         Universidad Nacional del Centro del Perú, pp. 89-143.

１１１



国立民族学博物館研究報告　　１２巻 １号

BEUCHLER, Hans C. & J. M. BEUCHLER 
   1968 Markets Syndicates and Social Revolution in La Paz, Bolivia. ICA,  Stiittgard-

        Miinchen, Verhandlugen  38(3): 341-345. 
   1971 The Bolivian Aymara. New York: Holt, Rinehart and Winston Inc. 

   1977 Conduct and Code: An Analysis of Market Syndicates and Social Revolution in 
        La Paz. In J. Nash  (ed.), Ideology and Social Change in Latin America, New York: 

         Gordon and Breach, pp. 174-184.
 BLAES,  José 

    1980 Bolivia: Agricultura campesina y los mercados de alimentos. Cochabamba: Centro de 
        Estudios de la Realidad Económica y Social (CERES). 

CALDERÓN, Fernández & Alberto RIVERA 
   1984 La Cancha: una gran feria campesina en la ciudad de Cochabamba.  Cochabamba: CERES. 

CARTER,  William & Mauricio  MAMANÍ 
   1982 Irpa Chico. La Paz: Librería y Editorial Juventud. 

CASAVERDE R. Juvenal 
   1977 El trueque en la economía pastoril.  In  J. Flores Ochoa (ed.), Pastores  de  puna, Lima: 

         Instituto de Estudios Peruanos, pp. 171-191. 
CONCHA CONTRERAS, Juan de  Dios 

   1975 Relación entre pastores y agricultores.  Allpanchis Phuturinqa 8: 67-101. 
ESTEVA FABREGAT, Claudio 

   1970 Un mercado en Chinchero, Cuzco. Anuario Indigenista 30: 213-254. 
FIORAVANTI, A. & F. HERAN 

   1980 Migración e intercambios. Ambaná, Tierra y Hombre, Lima: Instituto Francés de 
         Estudios  Andinos, pp. 226-232. 

FLORES  OCHOA, J. 
   1968 Los pastores de Paratia. México: Instituto Indigenista Interamericano. 

   1985 Interaction and Complementarity in Three Zones of Cuzco. In  S. Masuda,  I. 
        Shimada & C. Morris (eds.), Andean Ecology and  Civilization, Tokyo: University of 
         Tokyo Press, pp.  251-275. 

    Tatsuhiko & Hiroyasu TOMOEDA 
 1981 Chacra, Laime y Auquénidos. In S. Masuda  (ed.), Estudios  Etnográficos del  Perú 

         Meridional, Tokio: Universidad de Tokio, pp. 33-63.

藤井龍彦 ，友枝啓泰

　　 １９８５ 「中央 アンデスの農民 と牧民 の結婚一 パ ンパ マルカ教 区 （アプ リマク県） 婚姻登録

　　　　　 の分析一 」　『国立民族学博物館研究報告』１０（１）：１－４２。

 GOYER, D. & E. DOMSCHKE 
   1983 The Handbook of National Population Census: Latin America and the Carribian, North 

          America, and Oceania. Westport: Greenwood Press. 
 HARTMANN, Rothwith 

   1978 (1971) Mercados y ferias  pre-hispanicos en el  area andina.  Tinkuy 6: 33-58.

細川弘明　　引

　　 １９８５　「ア ンデス東斜面渓谷部， ケチ ュァ農民の生業と交易活動」 『国立民族学博物館研究

　　　　　 報告』 １０（２）：３０９－３６４。 ’

石原　潤

　　 １９６８　「世界各地 にお ける定期市の発生 とその機能について」 『名古屋大学文学部研究論集』

　　　　　 ＸＬＶＩｒ史学　 １６：９９－１２００

国際連合統計局 （編）　　　　　　　　 一　 ・

　　 １９７５　『世界統計年鑑』Ｖｏｌ．２６．東京。

　　 １９８４　『世界統計年鑑』Ｖｏｌ．３６．東京。

 LARSON, Brooke & Rosario  LEON 
   1983 Relations of Exchange and the Ethnohistorical Landscape of  Tapacari: A long-Term View.

１１２



藤井　　中央アンデスの定期市

         Paper presented at the Conference on Market Penetration and Expansion in the 
         Andes,  16th-20th centuries, Sucre, Bolivia, on July 28-30, 1983. 

MACA (Ministerio de Asuntos Campesionos y  Agropecuario)
   1975 Mapa  Ecológico de Bolivia. La Paz: Bolivia. 

MACA, AID, RDS 
   1983 Nuestros conocimientos: Prácticas agropecuarias tradicionales en Bolivia. New  York: 

         Rural Development Service. 
 MAYER, Enrique 

   1971 Un carnero por un saco de maíz. Aspecto del trueque en la zona de Chaupiwaranga: 
 Paseo. ICA, Actas y Memorias 3: 184-196. 

 1974a  Reciprocity, Self-sufficiency, and Market Relations in a Contemporary Community in the Central 
        Andes  of Peru. Latin American Studies Program Dissertation Series No. 72,  Cornell 

         University, Ithaca, N.Y. 
   1974b El trueque y los mercados en el imperio incaico. In Enrique Mayer, Sidney M. 

         Mintz and W. Skinner (eds.), Los  campesinos  y el mercado,  Lima: Pontificia Universidad 
         Católica.

1985 Production Zones. In S. Masuda, I. Shimada & C. Morris (eds.), Andean Ecology 
     and Civilization, Tokyo: University of Tokyo Press, pp. 45-84.

MONTES DE OCA,  Ismael 
    1982  Geografía y recursos naturales de Bolivia. La Paz. 

MURRA, John  V. 
    1972 El "control vertical" de un máximo de pisos ecológicos en la  economía de las socie-

        dades andinas. In Iñigo Ortiz de  Zúñiga, Visita de la Provincia de  León de Huánuco 
         en 1562, Tomo II, Huánuco: Universidad Nacional Hermilio Valdizán, pp.  419-468. 

   1980 (1956)  The Economic Organization of the Inca State. Greenwich: Jai Press INC.
大 貫良 夫

　　 １９７８　「ア ンデ ス高地の環境利用」『国立民族学博物館研究報告』３（４）：７０９－７３３。

ORLOVE, Benjamin 
   1986 Barter and Cash Sale on Lake Titicaca: A Test of Competing Approaches. Current 

         Anthropology  27  (2)  : 85-105.
PAREDES  CANDIA, A. 

   1982 De la tradición paceña. La Paz: Librería Editorial Popular.

PRESTON, David A. 

   1978 Farmers and Towns:  Rural-Urban Relations  in Highland Bolivia.  London  : Geo Abstracts 

          Ltd.

 SAIGNES, Thierry 

   1985 Los Andes orientales: Historia de un olvido. Cochabamba: CERES.

 SHANIN, Teodor 
   1973 The Nature and Logic of the Peasant Economy, 1. A Generalization. Journal of 

        Peasant Studies  1(1)  : 63-80. 
SHIMADA, I. 

   1985 Introduction. In S. Masuda, I. Shimada & C. Morris (eds.), Andean Ecology and 
         Civilization, Tokyo: University of Tokyo Press, pp. xi—xxxii.

 SOUKUP, J. 
   1970 Vocabulario de los nombres vulgares de la  flora peruana. Lima: Colegio Salesiano.

 TOMOEDA, Hiroyasu 
 1985 The Llama is My  Chacra: Metaphor of Audean Pastoralists.  In S. Masada, I. 

         Shimada & C. Morris (eds.), Andean  Fcology and Civilization, Tokyo: University of 
         Tokyo Press, pp. 277-299.

 USTÁRIZ, German & Domingo MENDOZA 
    1982 El  fenómeno del  "Rescatismo" en la  comercialización de la papa. Cuaderno de Investigación 

         23, Centro de Investigación y Promoción del Campesinado, Cochabamba.

１１３



国立民族学博物館研究報告　　１２巻 １号

WALES, M. L. & D. A. PRESTON 
    1972 Peasants and Smugglers, Frontier Trade between Peru and Bolivia. Inter-American 

        Economic Affairs 26: 35-50. 
YAMAMOTO, Norio 

    1985 The Ecological Complementarity of Agro-Pastoralism: Some Comments. In 
         S. Masuda, I. Shimada & C. Morris (eds.), Andean Ecology and  Civilization, Tokyo: 

         University of Tokyo Press, pp. 85-99.

１１４



中央 アンデスの定 期市藤井

付表１－１ 定期市 にみ られる品物 （現地産品）
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国立民族学博物館研究報告 １２巻 １号

付表１－２，定期市にみ られる品物 （非地元産品）

地 域

品 名

地

名

非 地 元 農 牧 産 品

コ メ ・ … ◆ ９ ・ ・ ・ … 。

セ モ ラ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ’ ●

サ ツ マ イ モ ・ ・ ◎ … 。 …

ワ タ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 。 …

野 ｉ藥 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …
Ｆ ト マ ト

… ’ ● 。 ’ ● ” 。 ●

二Ｌ ン ニ ク ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

ロ コ ト ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 。 ・ ・

ト ウ ガ ラ シ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …
㍉ パ セ リ

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

サ ヤ イ ン ゲ ン ・ ・ ・ ・ … 「 ’

バ ナ ナ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

オ レ ン ジ ・ ・ 。 ・ ・ ・ ・ ・ …

ラ イ ム ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ …

パ パ イ ヤ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

パ ッ シ ョ ン ・ フ ル ー ッ ・ 。 ・ 。 。

レ モ ン ・ ・ 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

リ ン ゴ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

サ ト ウ キ ビ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

言周 味 ＊斗 ・ カ「１コ〔 食 品 。 ロ誉 女子 品 ・ 飲 ＊斗

サ ト ウ ・ ・ ・ ・ ・ … 。 …

小 麦 粉 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

塩 … 一 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

食 用 油 」 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

調 殊 料 （ 才 レ ガ ノ 、 ク ミ ン 、

ア チ ョ テ ） … ◎ ・ …

乾 燥 ト ウ ガ ラ シ ・ ・ ・ ・ ・ …

ニ ッ キ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

ア ニ ス ・ ・ ・ ・ ・ … 。 …

コ シ ョ ウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

イヒ 学 調 味 乗斗 。 … 。 ● ◎ …

パ ン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

菓 子 パ ン ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

乾 燥 イ ー ス ト ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

パ ス タ ・ 。 。 ・ 。 ・ ・ ◆ 。 …

コ ー ヒ ー ・ ・ ・ … ９ ・ 。 ・ ・

ス ル タ ナ （ コ ー ヒ ー の 殻 ） …

コ カ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

タ バ コ ・ ’・ ・ ・ ・ ・ ・ … 一 ・

石 灰 ・ ・ ９ ・ ・ ・ ・ ・ … ◆ ・

ア ル コ ー ル ・ 。 … 。 ． 。 ． ．

ア メ ・ … 。 ・ ・ ・ ・ ・ …

ボ ブ コ ン ・ ・ ・ … 。 ． ． ． ．

コ コ ア ・ ・ 。 ・ ・ … 。 …

ビ ス ケ ッ ト ・ ク ラ ッ カ ー 類 …

乾 燥 イ チ ジ ク ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

魚 の 街 詰 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ．

練 乳 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

チ ョ コ レ ー ト ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

黒 ザ ト ウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

コ ー ラ 類 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 。

ビ ー ル ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 。

ワ イ ン ・ 。 。 ・ ・ ・ ・ ・ … 。

奢重 ・ ・ ・ ・ ・ … し ・ ◆ …

ヒ ヨ コ ・ ・ ・ ・ … ９ ・ 。 ・ ・
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藤井 中央アンデスの定期市

付表１－３ 定期市 にみ られ る品物 （工業製品）

地 域

品 名

地

名

工 業 製 品

衣 料 品 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

子 供 服 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

手 袋 ・ … ◆ ・ ・ ・ ・ ・ …

帽 子 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

ズ ’ポ ’ ン … ◆ ・ … 。 ・ 。 ・

セ ー タ ー ｔ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

パ ン ツ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 。 ・ ・

ハ ン カ チ ・ ・ ・ ・ ・ … 。 ． ．

靴 下 ・ ・ ・ ・ ・ … ◎ ・ …

ス カ ー 幽ト ・ ’・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

シ ョ ー ル ・ 。 。 ・ ・ … 。 ・ ・

古 着 ・ ・ … ９ ・ ・ ・ ・ …

毛 布 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ’

毛 糸 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

ゴ ム サ ン ダ ル ・ 。 。 。 。 ・ …

靴 （ 皮 一 ゴ ム ） 。 。 ・ ・ ・ …

靴 紐 ・ ・ … 。 ・ ・ ・ ・ …

靴 ズ ミ ・ 。 ・ 。 ・ ・ ・ ・ ・ …

小 間 物 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

糸 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

ゴ ム 紐 ・ ・ … 。 。 ・ ・ …

針 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

ジ ッ パ ー … 。 ・ ・ ・ ・ …

ベ ル ト ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ξ ・

リ ボ ン ・ 。 ・ 。 ・ … 。 …

ボ タ ン ・ 。 ・ ・ ・ … ◎ …

櫛 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

鏡 … 。 ・ ・ 。 ・ ・ ・ ・ …

装 身 具 ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ｒ ・ ・

イ ヤ リ ン グ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

安 全 ビ ン 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 。

髪 飾 り ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

化 粧 晶 ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 。 ・ ・

石 鹸 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

洗 剤 ・ ・ ・ … 『。 ・ ・ ・ …

シ ャ ン プ ー ● ’ ● ● ● ● 。 ◎ 。 ’

練 り ハ ミ ガ キ 。 ・ 。 ・ ρ ・ …

歯 ブ ラ シ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

安 全 カ ミ ソ リ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

染 ＊斗 … 。 ， り 。 。 ． ・ 。 ● ・

灯 抽 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 。 ・ ・

灯 油 コ ン ロ ・ 。 ・ ・ ・ ・ ・ …

灯 抽 コ ン ロ の 部 品 ・ 。 。 ・ …

ガ ス コ ン ロ ・ 。 。 ・ ・ 。 ・ 。 ・ 。

マ ッ チ ・ ・ 。 ・ ・ 。 … ９ ・ 。

鉄 鍋 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 。

食 器 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

ホ ー ロ ー コ ッ プ ○ ● ● ◆ ● ’ ”

コ ル ク セ ン ・ … ● ○ ’ 。 ● ●

マ ホ ウ ビ ン ・ ・ ・ ・ … 。 ・ ・

フ フ コ ッ フ ● ● ● ・ ● ○ ・ ・ ？ 。

ガ ラ ス コ ッ ・ ’ ” 。 ’ ● ○ ’ ●

ヤ カ ン ・ ・ 。 … 。 ・ ・ …

ホ ウ チ ョ ウ ・ ・ … 。 ・ 。 。 ・

哺 乳 ビ ン ・ ● ◎ 。 ● ● ’ ○ ” ●

家 具 ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 。 …

ベ ツ ド ・ … 。 ・ ・ ・ ・ …

椅 子 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

机 ・ ・ ９ ・ … 。 ・ ・ ・ …

マ ッ ト … 。 ・ ・ … 。 ・ ・

タ ン ス ・ 。 ・ ・ … 。 。 …

加 圧 式 灯 油 ラ ン プ ’ ・ ・ 。 ・ …

加 圧 式 灯 抽 ラ ン プ の 芯 ・ ・ …

ボ リ タ ン ク ・ 。 ・ 。 。 … 。 ・

オ マ ル ・ ・ ・ ・ ・ … 。 ◆ 。 ・

バ ケ ツ ・ 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

ア ル テ ィ ブ ラ ノ

ボ

コ

ア
タ

◎

｝

一

一

「

「

一
◎

一
〇

〇

◎

一

一
〇

〇
〇

一
〇
〇

〇

〇

〇

一
〇

〇

〇

〇

◎
○

○

○

一
一
〇

〇

一

一
「
◎

一

一
〇

一

一
〇

〇

一

一
〇

一

一

一
〇

一
〇

ム

ル
ビ
・ラ

ル

〇

一

一

一

「

一
〇

一
＋

○

○

一

一

一
三

一

一

一・
偏

”

一
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

一

一
〇

＋

一

一

一
〇

一

一
〇

一

一

噌

「

鱒

一

層
○

ク

ル
バ

◎

＋

＋

＋

一

一

一

〇

一
〇

◎

＋

一

一
〇

＋

一
＋

一
〇

一

＋

｝

一

一

一

一
〇

〇

＋

一

「

＋

＋

｝

一
◎

＋

一

噛

一
十

十

十

十

十

一

一

一

単

パ

ル

コ

コ

◎

○

○

○

騨

一
〇

＋
○

一

一
〇

〇
◎

○

＋

一
＋
○

＋

＋

＋
◎

晒
〇

一
〇

＋

一

一
〇
〇

〇

一

一
〇

＋

一

一
〇

＋

○

一

一
〇

〇

一
＋

一
＋

＋

＋

＋

＋

＋

一

湖 岸 一 高 地
（西 斜 面 ）

コ
パ
カ

バ

ナ

○

「

「

嚇

一

＋

晒

「

「

唱

胸

晒

一

〇

「

「

「

【

「

＋

｝

脚

一

一
◎

○

「

一

一

一

一
〇

一

一

「

テ

ィ
キ

ナ

十

一

一

一

一

一

「

一

「

一

一

十

十

［

十

牽

一
十

十

一

一

一

一

一

「

一

ア

チ

ヤ
カ

チ

◎

○

○

○

一

一
〇

＋

一
〇

〇

〇
◎

○

＋
＋
○

○

○
○

一
＋
○

一
〇

＋
○

＋

一
＋

一
〇

〇
〇

一
＋

＋
○

一

一

一
◎

○

一
〇

一
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〇

一

一

「
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〇

一
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マ

◎

一

一
＋

一

一

一

「

一
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〇

一

一

一

一
〇

一

一

｝

一

〇

一

●．

一

一

一

一

一

一

一

一

頓
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ニ
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ニ

○

＋

一
＋

一
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一
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一
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一
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○
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「
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一
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｝
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一

一

一
〇

一

脚

一

一

一

一

一

一

ク

ル
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パ
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一

［

｝

「

一

一

十

一

一

疇

一

剛

一

一

一

一

一

｝

一

一

「

一

一

一

一

モ

コ

モ

コ

◎

一

一

一

一

十

十

十

一

一

一

十

一

一

一

十

一

一

一

｝

◎

一

「

一

［

一
◎

哺

一

＋

一

一

一

一

一

一

疇

チ

ヤ
ラ
サ

ニ

十

｝

一

噌

一

一

一

一

一

一

一

一

一

｝

一

一

一

〇

一

一

一

「

Ｏ
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◎

一

｝
○
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○

Ｏ
Ｏ

Ｏ
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一
◎

◎
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＋

＋
○

○
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○
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＋

＋
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○
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＋
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国立民族学博物館研究報告 １２巻 １号

付表１－４ 定期市にみ られ る品物 （工業製品続 き，サ ービス）

地 域

品 名

地

名

ブ リ キ 製 灯 油 ラ ン プ ・ ・ ６ …

ブ リ キ 製 ジ Ｅｌ ウ ゴ ・ ・ ・ ・ …

ナ イ ロ ン ロ ー フ。 ・ 。 。 ” 。 ’ ●

ロ ー ブ 用 の プ ラ ス チ ッ ク 断 片 ・ ・

洗 面 器 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

サ ト ウ ー 小 麦 粉 袋 ・ ・ ・ ・ …

ポ リ 袋 。 ・ ・ ・ ・ … ◎ …

雑 貨 ・ ； ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

＄丁 ． ’ ９ ● ． ● ● ， ， ９ ’ ， ● ●

ナ イ フ ・ ・ 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

電 池 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

乳 首 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

金建 。 ・ ・ 。 ・ … ◎ ◆ … 。

キ ー ホ ー ル ダ ー ・ ・ ９ ・ ・ …

文 房 具 ・ 。 ・ ・ ・ … 汐 …

封 筒 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

ソ ケ ッ ト ・ 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

フ フ ソ ’ ○ ● ’ ○ ・ ・ ・ ・ …

バ ネ 秤 ・ ・ … 。 ・ ・ ・ …

タ コ 糸 ・ ・ ・ ・ ・ … 。 …

ナ ッ ト ・ 。 ・ 。 ・ 。 ・ ・ ・ …

機 械 油 ・ ・ … 。 ・ ・ ・ …

バ ネ 式 ネ ズ ミ 取 り ・ ・ ・ ・ …

工 具 ・ 金 具 類 。 ・ ・ ・ ・ ・ …

ノ コ ギ リ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ◆ ・

ド リ ノレ ・ 。 … 。 ・ ！ ・ …

鉛 管 ・ … ’ ・ ・ ・ ・ ・ …

ハ サ ミ ・ ’ 。 。 。 ● ’ ” ● ”

ヤ ス リ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

水 準 器 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

ス テ ィ ー ル 尺 。 ・ 。 ・ ・ ・ …

ス コ ツ フ ● ● ’ ◆ 。 。 ２ 。 ’ ”

蹄 鉄 ・ 。 ・ … 。 ・ ・ ・ …

カ ー ド （ 羊 毛 を と か す 金 ブ ラ シ ）

農 具 の 刃 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

鎌 ・ 。 ・ 。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

ア イ ロ ン の 部 品 ・ ら ・ ・ ・ …

殺 虫 剤 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

サ ッ カ ー 靴 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

サ ッ カ ー ・ ボ ー ル … ◆ 。 ・ ・

時 計 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

薬 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

玩 具 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

コ マ （ 玩 具 ） ◆ … 。 ・ …

ト ラ ッ ク （ 玩 具 ） 。 ・ ・ ・ …

ル ー ビ ッ ク ・ キ ュ ー ブ ・ ・ …

本 （ 教 会 関 係 ） ・ ・ ・ ・ … ’ ９

時 計 部 品 一 修 理 ・

自 転 車 音ド品 一 ｛彦 理

靴 修 繕 ・ ・ …

食 堂 ・ ・ ・ …

カ フ ェ テ リ ア ● ・

ア ル テ ィ プ ラ ノ

ポ

コ
ア

タ

○

○

輌
○

○

○

○

○

○

○

＋

＋

＋

○
○
○
○
○

ム
ル

ビ

ラ
ル

＋

＋
○

○

○

○

◎
○

ク
ル

バ

十

十
◎

一
〇

十
〇

十

○

十

＋

＋

一
＋

○

パ
ル

コ
コ

○
○
○
○
○
○
○
○
○
＋
＋
＋
○

○
○

十

○

十

十

○

＋

＋
○

○
◎

湖 岸 一 高 地

（西 斜 面 ）

コ
パ

カ
バ

づ

○

＋

一
〇

十

十

テ

ィ
キ
ナ

十

○

ア
チ

ヤ
カ

チ

○
○
○

一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

十

十

十

十

○

Ｏ

Ｏ

一
〇

◎

エ

ス

コ
マ

＋
○

○

一
＋

＋

十

コ
タ

ニ

ヤ
ニ

十

〇

十

一
十

一

十

一
十

東 斜 面

ア

マ
レ

テ

十

ク
ル

ス

パ
タ

十

モ

コ
モ

コ

○

＋

チ

ヤ
ラ
サ

ニ

十

国
境

タ
ル

カ

ニ

十

○

一
〇

〇

〇
〇

〇

＋

＋
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○

〇

＋
＋

＋

＋

＋

＋

＋
＋

＋

＋

＋
＋

＋

＋
＋

＋

＋
＋

＋

＋
＋

騨
○

＋
＋
○

○

○
○

一
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藤井　　中央アンデスの定期市

　　　　　　付表２－１　 ボ リビア農民が村の外の町 ・村 に行 く回数

　　　　 （１９７９．４～１９９１・６ 下線を引いた地 名は定期市のある場所）

（１．定期市　２．その他 の買い物　３．村の祭　４．家族の祭　５．その他の 目的）

村　名

農民名

町 ・村名＼目的

 aruma 
Lahuachaca  

jasátynaa 
Pocoata  

 rájárl 
Ayo Ayo  
La Paz 

 Tolama 
Sica Sica 

Belén 
 Cr.Luribay 

Oruro 
Santa  Cruz' 

Calacala 
 Tahlachaca 
Viscachani 

Arajllanga 
Telar 

Taramaya 
Maca Maca 

 Sullcari' 
Muruchapi 

Chajnacota 
Luribay 

Aroma 

Jachayapu 
Santa Rosa 

 Inquisivi 

Korachapi 
Cayani 

Chiarumani

合 計

 2

 101  1 

41 1  

1 

 2 

 16  

1  

1 

 1 

 1

 144  24

3

A

4

 Chiarumani

 

1  2  

1 

 2  

1 

 2 

 7 

 2 

 2 

 2 

 1  

1  

1 

 1

1  : 10

小計

 105 

43

 

3 

 3 

 2 

23 

 2 

 4 

 2

 

1  

1  

1 

 1 

 1 

 1

 195

  

B  
1  I  2  !  3  !  4  !  5

 14

 14

2

a

小計

  C   
1  !  2  !  3  !  4  5

 5 

16 65  

7 

 2 

              4 2 

      22  

1  

1 

 1  

1  

1  

1  

1 

 1

 23  71  48

Jaruma

小計

 5 

65

 2 

45

 

1  

1  

1  

1  

I 

 1

 134

   D   

1  !  2  !  3  !  4
 97'  1'  1'  1 

 41 1 1  

,  
1 

 21 

   4 1  

1  

1  1 

 1

 139

５

 

1 

16  

8  

2  

3 

 1

 

3  :  34

小計

103 

43

 

1  

1 

19 

13  

3  

1  

1 

 3

合計

208 

91 

84 

 7

 4 

 4 

71 

19 

 15  

7  

5  

3 

 3 

 3 

 2  

2  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1 

 1

 54

離
 198 

87 

79  

7  

3 

 2

 976

119



国立民族学博物館研究報告　　１２巻 １号

　 付 表 ２－２ ボ リビア農 民 が村 の外 の 町 ・村 に行 く回 数

（１９７９．４～ １９８１．・６ ’下 線 を 引 い た地 名 は定 期市 の あ る場 所 ）

（１・定 期 市 ２． その 他 の 買 い物 ３．村 の祭 ４． 家 族 の祭 ５． そ の他 の 目的 ）

村 名

農民名

誤町 ・寿寸培署 鼠的

E

Huacuyo

小計

F

小計

 Killa  y  Belen

G

小計 合計
瀞
回数

Copacabana  

Tinicachi  

Yunguyo  

Cumbre  

Kasani  

Anchacapata  

 Parquipujio  

Tupaj Katari  

 Achacachi 

Alto de La Paz 

Karan  

La Paz 

Janco Amaya 

 Huarina 

Caranavi 

Siripaka 

Kollasuyu 

Peru? 

Ajanani 

Concepcion 

Yampupata 

Tajliwi 

San Jose 

Samapaya 

San Borja 

Batapampa 

Huata

合 計

１２０



藤井　 中央アンデスの定期市

　 付表２－３’ボ リビア農民が村 の外の町 ・村 に行 く回数

（１９７９．４～１９８１．６ 下線を引いた地名は定期市 のある場所）

（１．定期市　２．その他 の買い物　３．村 の祭　４．家族の祭　５．その他の 目的）

村 名

農民名

町 ・村名＼ 目的 小計

 Yuc  a

小計 小計 合計
瀞
回数

Escoma  

Pacaures  

Puerto Acosta 

Chinaya  

Calacala  

Chaguaya 

La Paz 

Carabuco 

Villa  Puni 

 Tumuco 

Yocallata 

Chilone 

 Tomuco 

 Vílajaya 

Beluco (Peru) 

Tananpaya 

Moco Moco 

 Achacachí 

Kollasuyu 

Challapata 

Oyada 

 V. S. Antonio 

Juatahuaya 

 Churra 

 Hilajaya 

Katini

合 計

１２１



村名

産物　＼農民名

ジ ャ ガ イ モ ・ ・

チ ュ ニ ヨ …

オ カ ・ ・ …

ソ ラ マ メ …

ト ウ モ ロ コ シ ・

カ ヤ 。 ・ ・ 。 ・

オ オ ム ギ …

キ ヌ ア ・ …

リ サ ・ ・ 。 ・ ・

タ ノレ ウ ィ …

エ ン ド ウ マ メ ・

タ マ ネ ギ …

レ タ ス …　 　 。

果 物 ・ ・ …

ニ ン ジ ン ・ 。 ’

パ セ リ 。 …

ウ シ ・ ・ 。 ・ ・

ヒ ツ ジ 。 。 ・ ・

ブ タ ・ ・ ♂ ・ ・

ウ サ ギ ◆ ◎ ・ 。

ヒ ヨ コ ・ …

ニ ワ ト リ …

タ マ ゴ ・ ・…

牛 肉 ・ ・ …

豚 肉 ・ ・ …

ビ ー ル ・　…

コ ー ラ 類 ・ ・ 。

コ カ ・ ・ …

牧 草 ・ ・ …

く び き ・ …

コ ー ヒ 。 ・ ・ 。

噸 照 ｙ” ’ 。 ●

シ オ …　 　 。 ・

サ ト ウ ・ …

灯 油 ・ ・ …

木 炭 ・ ・ …

ベ ン チ ・ …

ア ノレ コ ー ，レ 。　。

収入

支出

収支

１２２

国立民族学博物館研究報告 「１２巻 １号

付表 ３　 農民 が定期市 へ もってゆ くもの （Ｘ は売 り， ＊は交換）

　　　　 および家計簿の収支 （１９７９・４～ １９８１・６）

Chiarumani Jaruma Huacuyo Belén Yuca



藤井　 中央アンデスの定期市

１． 現 地 産 物

村 名

農民名

品 名＼ 購入場所

カラスムギ

ソラマメ

コムギ

トウモロコシ （粒 ）

ア リコマ

チュニ ョ

トウモロコシの果穂

ジャガイモ

タマネギ

野菜
パセリ

ニ．ンジン

インゲ ンマメ

レタス

ホウレンソウ

キャベツ

カボチ ャ
ニク

サカナ

チーズ

卵

トゥナ

アビ （飲み物）

トウモロコシケーキ

ゆでコムギ
ヒツジ

ウシ、コウシ

ロバ

ヒヨコ

ブタ
ニワ トリ

ウサギ
ニ・ンジンの種

ユーカ リの苗

タマネギの苗

オオムギの種

種ジャガイモ

ソラマ メの種

カラスムギの種

チーズ作 り用内臓

皮
ローブ

４９吻 ｙ麗

毛織粗布

ムチ

獣毛

獣脂

毛編みの帽子

馬具

ビ ンクィヨ

土鍋

土皿

トトラ舟

牧草

薪

小 計

％

付表４－１ 農民の買物 リス ト （①定期市　②定期市以外）

Chiarumani Jaruma Huacuyo Belén Yuca

１２３



国立民族学博物館研究報告　 １２巻 １号

’
付表４－２ 農民の買物 リス ト （①定期市　②定期市以外）

２・ 外来産物 ：食料品

村 名 Chiarumani Jaruma Huacuyo Belén Yuca

農民名

品 名＼ 購入場所

食料一般

サカナ缶詰

練乳

ダイコン

赤カブ

サ トウダイコン

ニ・ンニク

トマ ト

クラッカー
パ ン

バスタ

コメ

小麦粉

オ レガノ

クミン

酬
コシ ョウ

サ トウ

乾燥 トウガ ラシ

食用油
シオ

果物

レモン

イチゴ

バ ナナ

モモ

ブ ドウ

オ レンジ

ナシ

ライム

ミカン

パパイア

リンゴ
コカ

ビーナツ

コーヒー」

アメ

ボブコン

ミー トパイ

アイスク リーム

コブテル （飲み物 ）

コーラ類

ビール

アルコール

ワイン

小 計

％

１２４



藤井　 中央アンデスの定期市

３． 工 業 製 品

村 名

農民名

品 名＼ 購入場所

買物一般

チョンタ

農具の刃

釣針

家畜の薬

スキの刃

ッルハシ

クワ

スキ

自転車

空気入れ

アルファルファ

飼料

肥料

農薬

薬

overal

花

bisagra 

lesson 

papel de coles 

 paran  ? 

pegapan 

pinos de aire 

tachuelas

婚礼用品

花火

trencillas

奉納物

serpentina 

confites 

listones 

mixtura

香

tranquillas

マ トラカ （楽器 ）

タバコ

付表４－３ 農民の買物 リス ト （①定期市　②定期市以外）

Chiarumani Jaruma Huacuyo Belén Yuca

１２５



３． 工 業 製 品一 続 き １

村 名

農民名

品 名＼ 購入場所

クルミの枝 （染料）

染料

シャツ

運動靴

トレーナー

毛布

カミソリの刃

耳飾り

樋

アンダーシャヅ

化粧品

ゴム紐

ナイロン布

ハンカチ

洗剤 ・石鹸

靴 ・サンダル

セーター

衣料品

ズボン

帽子

靴下、ストッキング

下着

糸

希地

スカート

マンタ

縁無し帽子

ミシン

背広

スカート

刺繍用品

洗濯板

ブラウス

ブラシ

シャンブー

ベルト

襟芯

Chiarumani

１２６

Jaruma

国立民族学博物館研究報告　 １２巻 １号

 Huacuvo Belén Yuca



藤井　 中央アンデスの定期市

３． 工業製品一続 き ２

村 名

農民名

品 名＼ 購入場所

陶器の皿

粉挽き器

灯油コンロ

鉄鍋

燃料アルコール

灯油

フライパン

アルミ鍋

鍋

ガラスコップ

プロパンガス

ガスコンロ

コーヒーカツブ

材木 （梁）

ベッド

ペンキ

大工道具

金槌

機械油

丁番

釘

漆喰

セメント

木箱

ガラス板

トタン板

扉

ネコ車

石灰

鉄筋

材木 （板）

建築材料

窓枠

ペンチ

パラフィン

ローソク

マッチ

カレンダー

バケツ

Chiarumani Jaruma Huacuyo Belén Yuca

１２７



３． 工 業 製 品一 続 き ３

村 名

農民名

品 名＼ 購入場所

電池

布袋

プラステ ィック製品

ポ リタンク

消 しゴム

ボールベ ン

ノー ト

学用品

ボール紙

登録用紙

印紙

紙

本、教科書

ラシャ紙

辞書

鉛筆

フェル トペン

ナイフ

新聞

インク

写真

運動用具

サ ッカーボール

レコー ド

カセ ットテーブ

録音機

カメラ

ａｒｏ

ｃａｒｐｅｔａ

スキ修理

自転車修理

ラジオ修理

自転車修理

ミシン修理

小 計

％

Chiarumani

総 計

％

１２８

Jaruma

国立民族学博物館研究報告　　１２巻 １号
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